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　序章　星たちの物語







　ベッドに顔を埋うずめていると、肩かたに温かなぬくもりを感じて、幼いケイトは顔を上げた。

「あらあら、私の小さなお姫ひめ様さま。そんなに泣いてどうしたの？」

　優やさしい笑えみを浮うかべているのは母親で、ゆっくりとケイトを腕うでの中へ囲い込む。あやすように背中をポンポンと叩たたかれて、ケイトは母親に抱だきついた。

「今日ね、ジェイク達があそんでたから、まぜてって言ったの。そしたらね、『こどもはだめだ』って。でもね、そこにジニーもいたの。だからね、『私がこどもなら、ジニーもあそんじゃだめなことになるよ。だってジニーと私は、同じ年でしょ』って言った」

　おかしそうに母親が笑い声を上げた。

「まあ。見事な切り返しね。うんうん、それで？」

「そうしたら、『おんなはなかまに入れない』って！　『おとこだけのひみつきちを作るから、こどもで、おんなのケイトはついてくるな』って！」

「うーん、そうかあ。それは困ったわねえ」

　ケイトは顔を上げて、母親に言い募つのった。

「ケイト、今すぐおとなになりたい！　おとこのこになりたい！　おんなのこなんていや！」

　母親は、そうせずにはいられないのだというように、ケイトの赤毛を何度も撫なでる。

「お母さんは、ケイトが女の子でも男の子だったとしても、好きなのに変わりはないけど。でもお母さんは、今のケイトが大好きだけどなあ。とーっても可愛かわいくて、ちょっぴりおてんばで、好こう奇き心しん旺おう盛せいで。それにまだ、大人になってほしくないわ」

「どうして？」

「だってまだこうして、ケイトをすっぽり包んで眠ねむりたいもの。──あら大変。もうこんな時間だわ。ケイト、ジェイク達にはもう一度明日頼たのんでみなさい。それでも断られたら、今度はケイトの方が、すごい秘密基地を作ればいいわ。ジェイク達が、まぜてって言ってくれるようなものをね」

　ケイトはぱあっと表情を輝かがやかせた。

「そっか。……うん。そうする！」

「まぜてって言われたらどうする？」

　首を傾かしげて母親に尋たずねられ、ケイトはすぐに答えた。

「まぜるよ！　だって皆みんなであそんだ方が楽しいもん！」

　母親は嬉うれしそうに目を細めて、ケイトをぎゅっと抱き締しめた。

「ふふ、そうかあ。さあ、お姫様はもう寝ねる時間よ」

　母親の体温が離はなれ、明かりを消そうとするのを見て、ケイトは慌あわてて声を上げた。

「まだ眠くない。あかり消さないで！　暗いのは怖こわいわ。……夜ってきらいよ」

　最後は俯うつむいてそう言うと、母親がベッドに腰こし掛かけた。

「確かに、夜は暗くて静かで、ちょっと怖いかもね。そうだ。ケイト、知ってる？　お星様ってどうして太陽みたいに、大きく強く光らないのか」

「ううん、知らない。どうして？」

　興味をひかれて問うと、母親はケイトの頰ほおを撫でながら語り出した。

「それはね、それがお星様の役目だから。よーし、じゃあ、ケイトが眠るまでお話してあげる。お星様の、優しい優しい物語を」







　一章　隠かくされた鍵かぎ







　真っ白な布に包まれた遺体が、解かい剖ぼう台の上に横たわっている。

　解剖実習室にある解剖台には、一体ずつ遺体が置かれていた。その解剖台を取り囲むように、白衣を着た学生がそれぞれ四人ずつ着席している。

　学生達は、目の前の布に覆おおわれた遺体を言葉なく見つめている。実習室は、張りつめた緊きん張ちよう感かんと、どこか厳おごそかな静けさに包まれていた。

「さて諸君。ここにあるご遺体は、一年から二年前にお亡なくなりになった方々のものです。ウェスハバート王国の医学の進歩と発展に力を貸そうと、自ら志願し、亡くなった後のお体を我々に提供してくださったのです」

　実習室に、ランド教授の低い声が響ひびく。学生達が一いつ斉せいに、部屋の中央に立つランド教授に視線を向けた。大きく突つき出た腹回りを白衣で隠し、太い眉まゆと大きな瞳ひとみがぎょろりと学生達を見回す。

　視線がすべて自分に集まったことに満足したのか、ランド教授は小さく頷うなずき、また話し始めた。

「これから諸君には四人一組の班になって、一体のご遺体に四か月間かけて全力で向き合ってもらいます。メスやピンセットを使って、体をつくる内臓、筋肉、血管、神経などを見つけ、取り出していくことになります。人体の構造を自らの手で解剖し、その目で見ることは、医師になるために必要不可欠な経験です。よく学び、ご遺体には最大限の敬意を払はらうこと」

　学生達が頷いたのを見て、ランド教授は「では」と声を上げた。

「諸君、立ちなさい。献けん体たいしてくださった方々の冥めい福ふくをお祈いのりしましょう」

　学生達が起立し、目を閉じる。大学の中でも奥まった場所にある実習室が、しばしの間無音になる。

　黙もく禱とうを捧ささげた後、ランド教授が静かにその時を告げた。

「では、これから解剖実習の第一日目を始めます」

　ケイトはその声を、部屋の片かた隅すみで聞いていた。

　学生達が表情を引き締めるのを見つめながら、ケイトはぎゅっと両手を握にぎる。

　解剖台に集まる四人一組の班。

　だがそこに、ケイトの席はなかった。







　実習が始まる数時間前、ケイトは他ほかの学生同様、解剖実習についての講義を受けるために、講義室へとやって来た。すぐに一番前の席を陣じん取どって、教科書とノートを開く。

「へえ、よく勉強してきたらしいな」

　横から声をかけてきたのはリオ・アーノルドだ。クセのない黒くろ髪かみに、少し冷たい印象を与あたえる端たん整せいな顔立ち。切れ長の緑色の瞳が、銀ぎん縁ぶちの眼鏡越ごしにケイトのノートを眺ながめている。ノートには、ケイトが書き込んだ用語がびっしりと埋うまっていた。

「偉えらい、と言ってやりたいが、……ここ。字の綴つづりが違ちがう」

「えっ、噓うそ」

　ケイトは慌てて、すらりと伸のびたリオの指が差す場所に目を向けた。

「将来書くことになるカルテもそうだし、医術書もバルト語で書かれたものが多い。バルト語は三年生まで習うことになるが、一年の今のうちに習得しておけば後々楽になる。それに、この間の試験でのバルト語の点数、あまりよくなかっただろう。もっと勉強しろ」

　尊大な口調だが、瞳は真しん剣けんにケイトを見つめている。

「そうね。心配してくれてありがとう、リオ」

　リオは他人にも厳しいが、自分にはもっと厳しい人間だった。ウェスハバート王国最難関である国唯ゆい一いつの王立大学、それも医術科に首席で入学し、定期試験では常にトップを維い持じし続けている。

　バルト語は医術の基き礎そを作ったとされるバルト王国の言語で、目を通すべき医術書の数多くがバルト語で書かれている。医師達にとっての共通言語であるが、使用する文字の数も多く、文法の構造も複雑であることから習得が難しいとされる。しかしリオはこの大学に入る前から、まるで自国語のように流りゆう暢ちように操あやつることができるのだった。

　ケイト達が通うウェスハバート王立大学は、高額の授業料を取られる私設大学とは違い、一いつ般ぱん市民も入学できる。本来実権を握っているべき王家はもはや飾かざりとなりつつあり、十年前の大戦により大きな権力を持つこととなった軍が運営し、人材確保に力を入れているためだ。

　そのひとつに奨しよう学がく制度があり、ケイトは奨学生として授業料を免めん除じよされていた。しかし、代わりに常に高い学力を維持するよう求められている。定期試験などで点が低いと、制度を取り消される恐おそれもあった。ケイトにとって、定期試験はもちろん、日々課題で出されるレポートも疎おろそかにできないのだ。

　ケイトがリオに向かって笑いかけると、背後でひそりと、囁ささやき声が聞こえた。

「みっともなく縋すがっていないで、さっさと諦あきらめればいいのにな。女に医師なんて無理なんだからさ」

　ケイトは冷静になろうと息をひとつ吸ってから、後ろを振ふり向こうとした。しかし、その前にリオが振り返り、ケイト達の真後ろに座る二人組に鋭するどい視線を投げた。

　二人組、フィリップとコリンはいつも一いつ緒しよにいる友人同士だ。大おお柄がらのフィリップと背の低いコリンは、一緒に並ぶとデコボコして目をひいた。

　リオに睨にらまれた二人は、うっと言葉を詰つまらせ、ばつが悪そうに視線を彷徨さまよわせた。

「リオ。目が怖いわよ」

「そうか？　ただ見ただけだろう」

　しれっとした顔で頰ほお杖づえをつくリオに苦く笑しようしつつ、ケイトは今度こそ振り返って、二人組に声をかけた。

「あのね、二人とも。私は皆みんなと同じように、お医者様になりたいの。だから、講義も試験勉強も、レポートだってこれからも頑がん張ばるつもり。そのことだけは、ちゃんと分かって欲しい。それで、できたら見ていて欲しいわ。私が怠なまけようとしてたら、容よう赦しやなく言ってくれていいわよ」

　女に医師は無理。何度も言われている言葉だからといって、仕方ないと流すことはしたくなかった。それならこちらも何度でも、分かってもらえるまで伝えるしかない。

　ケイトは、この大学で初めての女性入学者だ。入学当初は周りからずいぶんと騒さわがれたが、一年が経たとうとしている現在は、遠目から物もの珍めずらしそうに眺められるくらいで、落ち着いている。

　しかし、医術科でのケイトへの態度は相変わらずだった。女性が医師になるというのは、未いまだ誰だれもなしえていないことであり、人々の頭の中には『医師は男がなるもの』という揺ゆるがない固定観念が根付いている。そんな中でケイトの存在は、他の男子学生には疎うとましく、なかなか認めてもらえないのだ。

「聞いただろう？　こいつは図太いんだよ。突っかかるのは時間の無む駄だだ。俺も病院実習で嫌いやと言うほど学んだ」

　リオがそう言いながら、二人組に向かって形のよい唇くちびるを持ち上げる。めったに笑わないリオの一いつ瞬しゆんの笑えみを見せられて、陰かげ口ぐちを叩たたいたフィリップとコリンは驚おどろいたように目を見開いた。

　秋に行った、病院での早期実習でペアを組まされたことで、ケイトとリオは仲良くなった。最初はリオも目の前の二人組同様、ケイトを邪じや険けんにしていたが、実習を通して互たがいを知り、認め合うことができた。

「図太いって表現やめてよね。前向きとか、他にも色々言葉があるじゃないの」

「そうだな、しぶとい、と言い換かえてもいい。あとは、呆あきれるほど楽天的、とか」

「悪意感じるわよ、その言葉の選び方！」

　リオはケイトの抗こう議ぎにも動じることなく、肩かたを竦すくめるだけだ。腹を立てながらも、ケイトの心は温かい。医師を目指そうと決めた時から、こうした陰口もたった一人で受け止め対処してきた。だが、今はリオという友人がいる。それが、とても心強く嬉うれしいのだった。

　そしてもう一人。ケイトの心を支える人がいる。

　イーノット・レイズ少しよう佐さ。十年前の大戦で活かつ躍やくした英えい雄ゆうと、ケイトは『棺ひつぎの手帳』をもとに知り合った。更さらに病院での早期実習を行った際には、イーノットと再会していた。

　最初からケイトの夢を笑うことなく、応おう援えんしてくれている人だった。

　ちらりとカバンの中に視線を走らせる。そこには、女性向けの服ふく飾しよくを取り上げた雑誌が入っていた。自分には似合わないとむず痒がゆいような思いをしながらも、三日前に決心して買ったものだ。

　ケイトは、イーノットと約束を交かわしていた。着き飾かざって、彼にバイオリンを演奏するというものだ。バイオリンは練習するにしても、困ったのは『着飾る』の部分だった。今まで医術に関するもの以外興味を持ってこなかったので、どうしていいのか分からない。

　何事も勉強だと思い、まずは手本を見て学ぼうと雑誌を買った。

　開いた雑誌は、ケイトが想像したよりもずっと面おも白しろかった。服を見て、何が楽しいのかと思ってきたが、様々な色と柄がらの組み合わせ、デザインの多さに、いつの間にかうっとりとページを捲めくっていた。

　夜に勉強が一段落すると、雑誌を開くのが習慣になりつつある。そうして雑誌を見つつも、いつも思い浮うかべるのは、イーノットのことだった。

　──この服なんてどうだろう？　私のこの赤毛にも合うんじゃないかな……。これで少佐の横に立ったら、おかしくないかな。

　自分にも、服を見て心が弾はずむような気持ちがあったことに、ケイトは新しん鮮せんな驚きを感じていた。それを教えてくれたのは、イーノットだった。だからケイトは服を見る時、どうしても隣となりにイーノットが立つ姿を想像してしまう。

　その思考回路がどこかおかしいと分かってはいるものの、どうしても頭から離はなれないのだった。

　その時、授業開始のベルが鳴って、解かい剖ぼう実習を担当するランド教授が現れた。他の学生同様、ケイトとリオもすぐに口を閉とざし、自分のお腹なかを重たそうに揺らしながら教きよう壇だんに立とうとするランド教授を見つめる。

　普ふ通つうの座学とは違い、今日の学生達の雰ふん囲い気きはどことなく緊きん張ちようしていた。ケイト達はこの講義を受けた後、数時間後には解剖実習に臨のぞむことになっているからだ。

　ケイト達の大学では、解剖実習は一年生の冬に行われる。この教育課程は、軍の方針によって決められていた。

　十年前の戦争は現在終結しているが、近きん隣りん国への監かん視しや警備は未だ厳しくとり行われている。そんな中で、軍は教育に力を入れた。大戦で命を落とした人間も多く、世情も不安定であることから、すぐにも現場に出られる実じつ践せん的な人材を求めたのだ。有望な人間を集め、しかもより短い時間で習得させようと、大学の講義内容もかなりきつめに設定されている。解剖実習を冬に行うため、ケイト達は一年間、基礎医学と解剖学を文字通り頭に叩き込んできたのだ。

　解剖実習は、医師になるために避さけては通れない実習である。教科書や解剖図ではない、実際の人体を見て解剖するという、とても貴重な勉強だ。解剖する献けん体たいは、自らの意思で、亡なくなった後の体を提供してもよいと言ってくれた人々のものである。更に、遺族の了りよう承しようも必要とされる。本人、そして家族の意思確かく認にんが行われた後、はじめて献体として登録を受けることになるのだった。その重みを考えると、自然と背筋が伸のびる。

　ケイトも、他ほかの学生もこの日をずっと待っていた。座学だらけの日々から、いよいよ自らの手を使い、実際に見て、人体を学ぶ機会がやってきたのだ。

　──復習はしたし、準備は出来る限りやったつもり。

　ケイトは、前日復習してきたノートを胸むな元もとに抱だきしめた。昨夜は数時間を使って、人体の様々な部位の名めい称しようを、丁てい寧ねいにひとつずつさらっていた。

　ランド教授は実習にあたっての心構えなどを一通り話した後、言葉を切った。学生達を見回す。

「実習期間は四か月です。実習中は四人一組を作って、一体を担当してもらうことになります。その班分けですが、こちらで決めさせてもらいました。今から呼ばれた順に、まとまって座ってください」

　ランド教授は名めい簿ぼを取り出すと、それを見ながらひとりひとり名前を読んでいく。ケイトの周りにいた学生の名がどんどん読まれる中、先にリオの方が名を呼ばれた。

　──ああ。班別れちゃったな。

　同じ班になった学生達と言葉を交わすリオを見ながら、少し寂さびしい気分を味わう。

　その後も次々に名前が読まれるが、ケイトの名前はなかなか出てこない。

　最後に読まれるのだろうと思っていると、案の定読まれていないのはケイトを合わせて四人になっていた。

　最後まで残った学生の名を、ランド教授が読み上げる。

「デビット・タウン。ダニー・パルマ。ユージン・エステベス──以上です」

　え、とケイトはランド教授を見た。パタリと名簿を閉じてしまう教授の姿に、ケイトも周りの学生もざわめく。

　ケイトは戸と惑まどいながら、手を上げた。

「すみません、ランド教授」

　ランド教授のぎょろりとした丸い瞳ひとみが、億おつ劫くうそうにケイトに向けられた。

「何です。ケイト・エドモンド」

「私の名前が呼ばれませんでした」

「ああ！　すみません。説明が遅おくれてしまいましたね」

　ランド教授は今思い出したとばかりに声を上げ、言葉を続ける。

「君には、私や他の学生達の補助をやってもらいます。最後に呼ばれた三人には、教員を入れて数を合わせますから。──さあケイト、まずは道具の準備を手伝ってください」

「補助って……」

　ケイトは呆ぼう然ぜんとランド教授の言葉を聞いた。席を立ち、話を切り上げようとする教授の前に出る。

「ま、待ってください！　どうして私は班に入れないんです？」

「ケイト・エドモンド」

　狼ろう狽ばいするケイトを諫いさめるように、ランド教授は静かに告げる。

「解剖実習に使われるご遺体は、遺族の方々が我が大学を信しん頼らいして預けてくださっています。大切なその家族を委ゆだねるのに、未熟な人間には任せられません。学科内で協議した結果、やはり女性の君に実習は厳しいということになりました」

　他の学生達が顔を見合わせている。ケイトは声を張り上げた。到とう底てい納なつ得とくできない。

「私は今まで、ここにいる皆みんなと同じように勉強してきました。受ける権利があるはずです！」

「それは、遺族の気持ちを無視するということですか？」

　その物言いに、ケイトは絶句する。そして、ゆるゆると首を横に振ふった。

「そんな……、そんなつもりじゃありません。でしたら、遺族の方と話す機会をください！」

　ランド教授は、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「何を言っているんです。そんなことをする必要はありません。君が補助に回れば、すべて収まる話なのですよ」

　ケイトが食い下がろうとすると、学生達の声が耳に入ってきた。

「……やっぱり。こうなるって分かってたけどな」

「妥だ当とうな判断だろう。むしろ、今まで俺達と張り合ってきたことが間ま違ちがいなんだ」

　ぐっと奥歯を嚙かみしめた瞬しゆん間かん、「いいですか、教授」とリオが声を上げた。ケイトの横に並んで、ランド教授と対たい峙じする。

「俺は彼女の言うとおりだと思います。ケイト・エドモンドは、奨しよう学がく生せいとして学力も一定の水準を保っていますし、講義も課題も熱心に取り組んでいます。それは教授も、他の学生も分かっているでしょう。教授がおっしゃる『未熟な人間』というのが、彼女が女性であるということだけならば、それは実習をさせない理由にはならないと思います」

「リオ……」

　明朗としたリオの口調に、ひそひそと話していた周りの学生の声が止やんだ。

　リオの言葉に、ランド教授は困こん惑わくした表情で言った。

「リオ・アーノルド。一体どうしたんです？　我々教授に対して意見するとは、あなたらしくない」

「思ったことを口にしただけです。それにランド教授のお言葉は、ご遺族のためというより、大学の評判や名めい誉よを気になさっているように聞こえたので」

「な……！」

　ランド教授が怒いかりで顔を赤くする。ケイトははっとして、慌あわてて二人の間に割って入った。

「リオ、もういいから！」

「よくない。解剖実習は、医師になるために絶対に必要な勉強だ。それなのに、お前だけ補助に回れと言われているんだぞ。徹てつ底てい抗こう議ぎするべきだ」

　リオが強い口調で言い切ると、ランド教授も鋭するどく声を上げた。

「彼女が補助に回るのは、医術科すべての教授の総意です。どんなに抗議したところで覆くつがえりません」

　──どうしてよ！

　きっぱりと告げられた言葉が、ケイトの胸に突つき刺ささる。悔くやしいのと悲しいのが心の中で混ざり合って、叫さけび出したくなる。だが、叫んだところで事態は良くならない。とにかく堪こらえて、今は目の前のリオに向き合う。
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「リオ、心配してくれてありがとう。でも、補助をするのは私よ。あとは私が決めるべきことだわ。自分なりに、どうすればいいか考えてみるから」

　リオがぎゅっと眉まゆを寄せて、納得できないという顔をした。

「だが……」

「ランド教授。実習の準備が整いましたが」

　リオが口を開いた時、講義室に教員の一人が顔を出した。講義室に漂ただよう微び妙みような空気に戸惑いながら、おずおずと申し出る。

　ランド教授は、安あん堵どした様子で表情を緩ゆるませた。ケイトやリオとこれ以上言い争うことに、うんざりしていたのだろう。

「さあ、話はこれで終わりです。実習室では、ご遺体も置かれて準備が出来ています。これ以上時間を取って、他の学生に迷めい惑わくをかけるわけにはいきません。分かりますね、ケイト」

　まだ何か言いたそうなリオの腕うでを引いて、ケイトは低い声で言った。

「……分かりました」

　腕を摑つかむ力の強さに気付いたのか、それともケイトの表情に何かを感じ取ったのか、リオは開きかけた口を閉じて、あとはもう何も言わなかった。
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　ウェスハバート王国の主要都市には、地名以外に、その土地の特色や風土に合った呼び名が存在する。例えば南西部に位置するウィングヒルは、国唯ゆい一いつの王立大学があることから、『学問の街』と呼ばれている。

　そしてここ、西部エセルヒルは、『流行の街』である。南西部の街ウィングヒルとは汽車で三、四時間という比ひ較かく的てき近い位置にあった。

　繊せん維い産業を主とするエセルヒルは、郊こう外がいに多くの工場を持っている。そして中心地に布地を卸おろし、その布地を使用した数多くの洋服店が立ち並んだ。自然と装そう飾しよく品ひん店も多くなり、名立たる職人達が工こう房ぼうを構えるようになる。

　今やエセルヒルは『ウェスハバートの流行はここから生まれる』と評されるまでの街に成長したのだった。

　そんなエセルヒルの中心地である駅から続く大通りに、その工房はあった。

「さすがエセルヒル。鮮あざやかな色のドレスに、輝かがやく装飾品！　ここに来るまでの、洋服店や装飾品店の多さといったら。僕はさっきから目がチカチカするよ」

　楽しそうに弾はずんだ高い声こわ色いろは、まだ少年のような無む邪じや気きさに満ちている。その声に見合うように、外見も十五歳程度の幼い顔立ちだ。灰色の髪かみをサラサラと揺ゆらして、小動物を思わせる大きな焦こげ茶色の瞳が笑う。

　しかしその少年は、幼い声と可愛かわいらしい外見とは、まるで不ふ釣つり合いな軍服を着ていた。

「ダンテさんは平気なんですか？」

　少年が話しかけたのは、ダンテというこの工房の職人の一人だった。ダンテは丸まる刈がりにした頭を撫なでながら、穏おだやかな笑えみを乗せる。

「確かに、最初は驚おどろくかもしれませんね。私はもう見慣れてしまいましたよ」

　少年の横には、同じく軍服を着た、長身の男が立っていた。

「普ふ段だん、色といったら黒しか周りにいないから、こう鮮やかな色合いに目が慣れていないんでしょう」

　低い声だが、するりと耳に入ってくる。細身だが引き締しまった体たい軀くは、軍服の上からでも見てとれた。ダンテに顔を向けた男の瞳は、混じり気のない金色だった。整った顔立ちに、吸い込まれそうな瞳の色をしている。

　少年、ティム・ウォーレストン少しよう尉いは自らの黒い軍服に視線を落とした。

「ま、確かに。やだねー、仕事ばっかしてるみたいじゃん」

「そうだな」

「少しよう佐さは同意しないでくれる？　いつも机の上には書類の山があるくせに」

「手厳しいな」

　ティムの言葉に、イーノット・レイズ少佐が苦く笑しようする。そして金の瞳ひとみを、工房の外が見える窓へと向けた。

　大通りには様々な店が立ち並んでいる。圧あつ倒とう的多数を占しめるのは、洋服店の数々だ。大通りに面する飾かざり窓まどには、マネキンに多様な色と布地、レースなどを使ったドレスが着せられて、道行く人の目を留める。

　更さらには装飾品を扱あつかう工房が連なり、精せい緻ちを尽つくした飾りに囲まれた宝石が、窓越ごしにもその輝きを放っている。

　現在イーノット達がいるのも、装飾品を作る工房のひとつだった。

　狭せまい室内には男が三人、背を丸めて座っている。彼らの前には、円えん盤ばんを縦にしたような機械が置いてあり、円盤のようなものは、小さく水を出しながら高速で回転している。男達は真しん剣けんな眼まな差ざしで、そこに何かを当てていた。

　よく見ると、それが宝石であることが分かる。彼らは原石から、宝石の輝きを生み出すために、研けん磨ま作業を行っているのだ。

「さて、それでは問題のものを見せて頂けますか？」

　イーノットが視線を戻もどして、ダンテに声をかけた。彼は居住まいを正して、自分の机から布ぬの袋ぶくろを持ってくる。

　指し紋もんがすり減り、所々切り傷などが見える職人の手のひらに、飴あめ玉だまほどの大きさの石が転がった。

　ダンテは石を乗せた手のひらを、イーノット達にもよく見えるよう傾かたむけながら言った。

「これは、ダイヤモンドの原石です。ある宝石商人から加工を依い頼らいされたものなんですが……、こんな石は、今まで見たことがないんです」

「というと？」

「この石をよく見てください。少しだけ、黄色みがかっているでしょう？」

　イーノットは差し出されたルーペを眼がん窩かに当てて、石を観察する。

「……確かに。石を動かすと、光の加減なのか、黄色い細い筋のようなものが入る瞬しゆん間かんがありますね」

　イーノットの表現に、ダンテは大きく頷うなずいた。

「たぶん、磨みがけばもっと濃こく見えるはずです。石の状態もいいし、きっとそこまで削けずらずに大きな宝石として残すことができるでしょう。──問題は、このダイヤモンドがどこの産地の石でもないということなんです」

「現在、我が国で認にん可かされているものに当てはまらないと？」

「そうです」

　ウェスハバート王国には、いくつかの宝石の産地が分布している。ダイヤモンドもそのひとつで、国に厳重に管理されていた。決められた産地以外で新たに宝石を発はつ掘くつした場合は、国に届け出る義務があるのだ。

「つまり、偶ぐう然ぜんなのか何なのか、まったく新たな場所からダイヤモンドの原石が出てきて、磨いて宝石にする。そしてそれを誰だれかさんが無許可のまま売りさばこうとしてる、ってことでしょ」

　ティムが言いながら、イーノットをちらりと見た。イーノットは小さく頷きながら、胸むな元もとに入れている小さな手帳に手を当てた。

『棺ひつぎの手帳』。十年前の大戦から次し第だいに権力を握にぎるようになった軍は、今では政治や司法にも影えい響きようを与あたえるほどの力を手に入れた。そんな軍内部の不正が書かれた手帳、それが『棺の手帳』だった。軍は抹まつ消しようしようとし、権力を独どく占せんしている軍に不満を持つ活動家達である革命派は、手に入れたがっている。

　手帳は今、南部基地所属の少佐であるイーノットの手元にあった。彼は手帳を捨てるでもなく、革命派に渡わたすこともしない。イーノットは手帳に書かれた不正を、自らの手で正し、人々を守るというあるべき軍の姿に戻したいと考えていた。

　手帳には、証しよう拠こを欠いた、情報としては未完成なものも数多くある。イーノット達はその一つ一つを調べていた。

　イーノットが今回この地に降り立ったのも、未確認な手帳の情報からである。

「あなたが今手にしている石の加工を依頼した、宝石商人のことですが」

　イーノットがそう尋たずねると、ダンテは眉まゆを下げて首を振ふった。

「この石は、元々私が磨くものではなかったんです。ただ、依頼されていた職人の都合が悪くなったために、私が代わりを務めることになりました。その職人、カールと言うんですが、彼経由で私に回ってきました。ですから、依頼者のことは何も知らないのです。カールも手紙で依頼されたらしく、直接会ってはいないと言っていました。石が出来上がったら、この住所に送ってくれと言われて……」

　差し出した紙を、ティムが受け取る。

「ふうん。ま、調べてみるけどね。ここから足がつくような間ま抜ぬけであることを祈いのっててよ」

　イーノットはしばし考え込むと、不安そうな表情のダンテに視線を向けた。

「この街で宝石に詳くわしい人間を知りませんか？」

　ダンテは記き憶おくを呼び起こすように視線を彷徨さまよわせた後、顔を上げた。

「……とても有能な宝石商人を知っています。宝石商人というのは、宝石の真しん偽ぎはもちろん、価値を見み極きわめる腕が必要とされますから、膨ぼう大だいな知識と経験を要するのです。その男は、宝石商人の間でも一目置かれるほど腕うでがいい。ですが」

「何です？」

　そこでダンテは、険しい顔でイーノット達に言い聞かせるように言葉を続けた。

「商人として成功しているのは、宝石を売りさばく能力もあるからです。彼の商売人としての根こん性じようはすさまじい！　軍人さん達のようにお金を持った人間は、彼の餌え食じきになりやすいのです」

「餌食、とはすごい表現だ」

　イーノットはティムと顔を見合わせ、にやりと口の端はしを上げた。

「せいぜい、いいカモにならないよう気を引き締めよう」

「会うのが楽しみになってきたねぇ」

「全財産を持っていかれないように、くれぐれもお気をつけくださいね！」

　冗じよう談だんのようなダンテの声に見送られて、イーノット達は工こう房ぼうを後にした。
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　解かい剖ぼう実習は四日目を迎むかえていた。

　朝から、リオの機き嫌げんは最悪だった。ピリピリとした空気を隠かくしもせず、むっつりと押し黙だまって講義室に座っている。他ほかの学生は、遠巻きにリオを見つめるだけだ。

「リオ、おはよう」

　ケイトが声をかけて隣となりの席に座る。しかし、リオは黙ったままだ。

「おはようってば」

「やはり、もう一度教授に抗こう議ぎすべきだ。今からでも行って──」

　立ち上がりかけたリオを、ケイトが慌あわてて制する。

「ちょ、ちょっと待って！　いいの、大だい丈じよう夫ぶだから！」

　だがケイトの言葉は、リオの怒いかりの火に、油を注いだだけのようだった。

「何が大丈夫なんだっ。この三日間、道具の準備や教授の補助と雑用に回って、あげくに実習室の掃そう除じまでさせられてるんだぞ！」

「教授には、私から毎日伝えてるわ。ちゃんと皆みんなと同じように実習できますって。まだ、聞き入れてもらってないけど……」

「だったら俺も一いつ緒しよに抗議しに行ってやる」

「いいから！　一人で大丈夫よ！」

　リオに対する教授達の心証をこれ以上悪くしたくなかった。ケイトが止めるのが理解できないとばかりに、リオは頭を搔かきまわした。

「解剖実習はもう四日目なんだぞ。お前を置いて、どんどん先に進んでいく。一人で大丈夫とか言ってる場合じゃないだろう？　まさかお前、諦あきらめたわけじゃ──」

　そこでケイトは、眦まなじりを吊つり上げて鋭するどくリオの言葉を遮さえぎった。

「諦めるわけないでしょう！」

　思ったより大声だったのか、他の学生の視線が集まる。

　そう。諦めるわけがない。医術科に合格して、ケイトは夢の第一歩を踏ふみ出したばかりだった。

　リオの言ったとおり、ケイトは補助として実習を受けている。解剖に必要な道具を用意し、だが実際にメスを持つことは許されない。学生達が、慎しん重ちようにメスやピンセットを動かし、自ら経験しながら学んでいく様を、ただ傍そばで見つめることしかできないのだ。言葉に出来ないほど悔くやしかった。

　なぜ自分はだめなんだろう？　女だから？　だったらどうして医術科に入学させたのか？　最初から、入学など許可しなければよかったのだ。ここでこうしていても無意味──。

　ここまで考えて、ケイトは思い直したのだ。

　──だめだわ。この考え方は良くない。無意味だと自分で投げてしまっては、どこにも進めなくなってしまう。

　それからのケイトは、教授に呼ばれて仕事をこなしながらも、学生の肩かた越ごしに必死に観察を試みてノートに書き込みを続けた。観察ノートを家に持ち帰り、解剖図と照らし合わせながら自分なりに勉強を進める。それ以外の時間を使って、教授にかけ合い続けていた。

「……すまない。失言だった」

　ケイトの真しん剣けんな表情に、リオはそう言って視線を落とした。ケイトはにっこりと笑えみを作った。

「ううん。心配してくれてるのは分かってるの。でもね、私が諦めるわけないでしょ？　あ、そうだ。リオ、これ見て！」

　ケイトはカバンからスケッチブックを取り出す。

「リオに言われてから、練習した絵を見せてたでしょ。どう？　今回はお花にしてみたんだけど。かなり上う手まく描かけたと思うの」

　秋に早期病院実習に行った際、ケイトはリオに自分が描いた絵を見せたことがあった。しかし、その下へ手たさに驚おどろかれ、医師には観察力も必要なのだから、もっと練習しろと言われていたのだった。

　それから様々なものをスケッチしてはリオに見せて、描き方を教えてもらっていた。

「……この葉の部分。葉脈については、数も位置もちゃんと見たとおり描いてるか？　適当にごまかして描くなよ？　見たものをそのまま正確に写し取るのが大事なんだ。陰いん影えいなんかつけなくていいから、とにかく細かく丁てい寧ねいに、そして分かりやすく描くこと」

　リオの助言に、ケイトは真剣に頷うなずく。すると、ふっとリオが小さく笑った。

「何？」

「いや。お前、強いな」

「リオには負けたくありませんからね。……それに」

　ケイトは、自分の胸むな元もとに手を当てた。

「頑がん張ばらなきゃ、少しよう佐さにも呆あきれられちゃうわ」

　イーノットは病院実習で再会した時に、ケイトに大きな約束をしてくれた。『軍を変える』という約束だ。それがどんなに大変なことなのか、ケイトも少しは分かるつもりだ。だが、イーノットは揺ゆるがないあの金の瞳ひとみを真っ直すぐにケイトに向けて、必ず叶かなえると言ってくれた。彼の覚かく悟ごや努力を知っていくと、ケイトも自然と頑張ろうという気持ちになる。

「……なぜここに、イーノット・レイズ少佐の名が出てくるんだ？」

　リオを見ると、不ふ機き嫌げんそうに眉を寄せている。

「リオこそ、何か怒おこってる？」

「別に」

　その時、講義の開始を知らせるベルが鳴った。四回目の解剖実習に向かうべく、学生達が実習室へと移動していく。ケイトはリオと一緒に、実習室へと向かった。

　──諦めるつもりなんてない。

　でも。

　一体どうすれば実習に参加できるのか、その方法が見つからなかった。










　解剖実習は、人体を四つの部位に分けて、決められた順番に解剖していく決まりになっている。解剖が始まって十日目に、実習はついに胸、そして腹へと移っていた。

　実習室には、カチャカチャと道具を置く音や、ランド教授の説明が響ひびいている。ちょうど、内臓を解剖している時だった。

「うわっ」

　驚いたような声が、リオのいる班から上がった。周りの学生が手を止めて、どうしたのかと眺ながめている。

　同じ班の学生達は、遺体に向かって視線を動かさないまま、何かを見ている。

「どうしました？」

　ランド教授が怪け訝げんな顔でリオ達の解剖台に歩み寄る。補助をしていたケイトもその後をついていった。

「すみません。今、このご遺体の胃を解剖していたんですが……」

　声を上げた学生の代わりに、リオが説明する。

「胃の中にこんなものが」

「──なんだこれは？」

　困こん惑わくしたようなランド教授の肩越しから、ケイトはそれを覗のぞき込んだ。

　解かい剖ぼうした部位を取り出し置いておく受け皿に、手のひらほどもある、真っ黒の金属らしきものがあった。細長い胴どう体たいに、先せん端たんが見覚えのある凹おう凸とつを描えがいている。

「……鍵かぎのように見えますね」

　リオの言葉に、ケイトも同意する。

「それに、緑色のこれは……、宝石でしょうか？」

　鍵はよく見ると、細かい模様が彫ほられているようだった。持ち手となるところには、緑色の石のようなものが埋うまっている。

「な、なんで胃の中に鍵があるんだ？」

　鍵を最初に発見し、声を上げた学生は、当然なる疑問を口にした。皆の視線が自然とランド教授へと向かう。

「この方は、南部王立病院で亡なくなられたんですよね？」

　代表してリオが聞くと、ランド教授が困惑気に頷く。

「ええ。確かにそうですが……。患わずらっていたのは確か心臓です。記録にも変わった点は見受けられませんし……」

　そこで、視線を集めていると知ったランド教授は、話を切るように両手をパンパンと打ち鳴らした。

「とにかく！　この鍵は私が預かって、ご遺族へとお返しします。──さあ、解剖の続きを行ってください」

　ケイトは、受け皿に乗せられた鍵をじっと見つめた。

　──なぜ、胃の中に鍵があるんだろう？　それに……。

　この鍵は一体、何を開ける鍵なのだろうか？
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　エセルヒルの駅から延びる大通りを少し脇わきに逸それて、細い路地裏の先にその家はあった。

　看板のようなものは何も出ておらず、古ぼけた一いつ軒けん家やに見える。

　イーノットは、扉とびらの前で呼び鈴りんを鳴らした。しかし、家の中からは何の反応もない。

「んー？　留守なのかな」

　後ろに立っていたティムが、飴あめを口の中でカラコロと鳴らしながら言う。

「いや、人の気配はする。──失礼！　どなたかいらっしゃいませんか！」

　イーノットは、直接扉を叩たたきながら声をかける。

「ああもう、めんどくさいな。もうバーン、と扉蹴け破やぶっちゃえば？」

「初対面の人間の家を訪ねる態度か、それが」

「軍の緊きん急きゆう事態だー、とでも言えば大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「そんなことだから軍人が嫌きらわれる」

「あははー。大丈夫大丈夫。今いま更さら今更」

　あっけらかんとした調子で笑い声を上げるティムに、イーノットは溜ため息いきを吐つく。

「あのな……」

「あれ？　鍵開いてるじゃん」

　いつの間にかイーノットの前に割り込んだティムが、ドアノブをひねっている。

「失礼しまーす」

　許可もなく、ティムはずかずかと家の中へと入っていった。後を追いかけて家へと入ったイーノットは、中の様子に目を瞬まばたかせた。

　本と、宝石。壁かべに備え付けられた棚たなには、本が隙すき間まなく埋まっている。背表紙を見れば、それがすべて宝石関係の本ということが分かる。ガラスの引き戸がついた収納棚のようなものには、色とりどりの宝石が置かれている。まだ宝石になる前の原石も転がっており、岩のように大きな原石も鎮ちん座ざして、広くもない部屋を更に狭せまくさせていた。

　部屋の一番奥に、ランプの灯ひがともっている。男が一人、背中を丸めて、ルーペ越ごしに宝石を覗き込んでいた。

「失礼。ニルス・ディーキンス氏でしょうか」

　イーノットの問いかけに、男はピクリとも動かなかった。俯うつむいているせいで、綺き麗れいに整えられた栗くり色いろの髪かみしか見えない。

「すみません！」

　イーノットが強い口調で声を上げると、ようやく男ははっとルーペから顔を離はなした。

　年ねん齢れいは三十代後半くらいで、小こ柄がらな体型だった。驚おどろいたような表情で、たぶん目を見開いているのだろうが、その目がとても細い。

「あ、ああ……、これはこれは。すみませんね。とても美しい宝石と出会ってしまったので、夢中で眺めていたのです。もしかして、ずっと呼んでいただいてました？　申し訳ない、すぐ周りが見えなくなるのは私の悪いクセなのです」

　ニルスは、イーノットとティムを交こう互ごに見ると、にっこりと笑えみを作った。細い目が更に細くなる。

「それにしても、こんな色男さんが私に何の用でしょう？　可愛かわいい恋こい人びとに宝石の贈おくり物ですか？　それとも、愛いとしい方に一生を誓ちかう指輪の宝石をお探しとか？　いやいや、宝石店ではなく、わざわざ商人の家まで来るとはお目が高い。ここには、あらゆる場所から探し出してきた、あるいは送られてきた上質の宝石が眠ねむっていますからね。──さあ！　愛しい方のお好きな宝石は何ですか？　深い海を思わせるサファイヤ？　情熱的なルビー？　それともやはり宝石の王様、ダイヤモンドでしょうか？」

　ニルスは座っていた椅い子すから立ち上がり、息いき継つぎをしているのかと心配になるほど一気に喋しやべり出した。その表情は、生き生きと輝かがやいている。

　イーノットは苦く笑しようした。

「そうではなく……、あなたに、あるダイヤを鑑かん定ていしていただきたいんです」

「ああ！　そうですかそうですか。買った宝石で指輪を贈りたいが、偽にせ物ものでしたら目も当てられませんものね。真実の愛を捧ささげるには、本物でなければ意味がない！　分かりますとも」

「だってさ。良かったね、少しよう佐さ」

　ニルスの様子を、まるで芝しば居いでも観みるように眺めていたティムが声をかけた。

「指輪から、少し離れてくれませんか。それとティム、お前は話に乗るな」

「違ちがうのですか？　それは残念です。──ああ！」

　ニルスは眉まゆを下げたかと思うと、突とつ然ぜん声を上げて、イーノットに顔を近づけた。

「……何です？　私の顔に何か」

「あなたのその瞳ひとみ！　とても綺麗な金色なのですね。そこでどうです？　この宝石」

　そこでニルスは、どこから取り出したのか宝石を顔の前でかざして見せた。

「クリソベリルという金緑石なんですが、淡あわい緑色と黄色の色合いが、あなたのその瞳にぴったりだ！　これでカフスボタンなど作られては？」

「……いや、結構」

　──これは強きよう烈れつだ……。

　イーノットは、ニルスを紹しよう介かいしてくれた職人ダンテの言葉を反はん芻すうする。確かに、商しよう魂こんはすさまじい。

　ニルスの興味をひくために、イーノットは胸むな元もとから問題のダイヤを取り出した。そのまま、彼の眼前に突つきつける。

「鑑定していただきたいのは、このダイヤなのですが」

　するとニルスは、ピタリと口を閉とざしてダイヤを受け取った。すぐさま首にかけてあったルーペで覗き込む。どうやら宝石を前にした時だけ、そのおしゃべりな口は閉じるらしかった。

「産地がどこか分かりますか？」

「ふうむ。シガニー産でもないな、粒りゆう子しが荒あらい。サルダナ産には似ているが、色味が若じやつ干かん濃こい……。ふふ、面おも白しろいですねえ、これは。国で認にん可かされている産地のものでないのは確かです」

「では、どこだと思いますか」

「私の見立てでは、西部のどこかではないですかね？　西部にあるマダールという場所で採さい掘くつされたものと、特色が似ていますし」

「西部ですか。場所を特定することはできますか？」

「時間とお金をかければ、この世の大たい抵ていのことは何とかなるものですよ」

　そこでニルスは、イーノット達ににっこりと笑いかけた。抜ぬけ目のない笑みだとイーノットは思う。

「調査料はもちろんお支し払はらいします。ですが、時間はかけていられません。速すみやかに調査し、報告していただきたい」

「急いだ分は、お金で賄まかなっていただけるということですか？」

　イーノットは軽かろやかに笑ってみせた。

「それはあなたの腕うで次し第だいです」

「やってみましょう。産地の分からないダイヤがあるというのは、宝石を扱あつかう者の名がすたりますからね」

　イーノットの差し出した手を、ニルスがぎゅっと握にぎった。

「交こう渉しよう成立だね。あ、見て見て少佐、この丸い宝石。飴あめ玉だまみたいだよ」

　二人の様子を見ていたティムが、ふと横の棚に置いてあった宝石を指差す。次なる標的を求め、ニルスは驚くほどの素す早ばやさでティムの前に割り込んだ。

「確かに宝石は色とりどり！　滑なめらかな質感は飴玉みたいですよね。どうです、あなた様もおひとつ。飴は口に入れたらすぐ溶とけてなくなってしまいますが、宝石ならばいつでも眺ながめていられますよ！　飴玉と違うのはただひとつ、甘くないってことです。ま、そんなものは、些さ細さいなことですよね？」

「うーん、ごめんね。僕にはそれが一番重要なことだと思うけど」

　僕はすぐなくなっても、甘いほうがいいや、と言われて、ニルスは残念そうな表情をしていた。

　イーノットももう一度ぐるりと部屋を眺める。ふと、棚に置かれた赤い宝石に目が留まった。だがすぐに、ニルスに気付かれないよう、そっと視線を外す。

　無意識に赤色を探してしまう自分に、心の中で苦笑した。
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「いい加減にしなさい」

　胃から鍵かぎが見つかって三日後、ケイトは医術科の担任であるミルズ教授の研究室に呼ばれていた。

　鷲わし鼻ばなにかけられた丸眼鏡の奥にある瞳には、苛いら立だちが見てとれる。

「君が実習を受けないことは、もう決まったことなんだ。それなのに、他ほかの教授にかけ合うなんて……、苦情が来ているんだよ」

「ですが、私には他に方法が思い浮うかびません。どうすれば、実習を受けられるのか。私は本当にお医者様になりたいんです。その気持ちを教授方にも、遺族の方にも分かっていただきたいんです」

　困ったとばかりに額に手をやりながら、ミルズ教授は頭を振ふる。

「君は補助としてよくやっているそうじゃないか。道具を準備し、実習室を綺麗に保つ。ランド教授が褒ほめていたぞ。実習中も気を配って色々と先回りしてくれるから、講義がしやすいと」

「褒めていただいたのは嬉うれしいです。でも、私は医術科の学生です。お願いです、私を」

「いいかね」

　ミルズ教授は、ケイトの言葉を遮さえぎる。疲つかれたように眉み間けんを揉もむと、顔を上げてケイトに厳しい眼まな差ざしを向けた。

「君がこれ以上、私達の決定を不服に思うならば、それ相当の処分も考えねばならない」

「処分？」

「せっかく医術科に入ったんだろう。その立場をもっと大切にするんだ」

　ぎゅっと心臓を摑つかまれたような気分になった。遠回しな言い方だが、ミルズ教授の言っていることはただ一つ。

　──それって、医術科をやめさせられるってこと……？

　呆ぼう然ぜんとするケイトに、「話は終わりだ」とミルズ教授が言う。

　どんな言葉も出てこなくて、ケイトはゆっくりと研究室を後にした。

　なんで。どうして。

　握りしめた手の爪つめが皮ひ膚ふに食い込む。頼たよりない細い腕が目につく。女性であるという、ただそれだけのことが、ケイトの目の前にいつも大きな壁かべとなって現れる。

　──私が、もしも男性だったら。

　こんな思いは、しなくていいはずだった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　背後からかかった声に、ケイトははっとする。振り向くと、リオが立っていた。

「あ、な、何……。どうしたのリオ」

「どうしたのって、お前がミルズ教授に呼ばれたから、色々まずいことになったんじゃないかと、その」

　そこで視線を落として言いよどむリオに、ケイトは優やさしく言葉を足した。

「心配して来てくれたんだ？」

「……俺も徹てつ底てい抗こう議ぎしろとか、けしかけたからな」

　ケイトは笑えみを浮かべた。視線を泳がせるリオが、照れているのが分かる。

「ありがとう。でも大丈夫」

「本当か？」

　じっと見つめてくるリオの視線を、廊ろう下かの先を見ることで自然に逸そらした。

「うん。あ、私これから事務局に行くんだけど」

「俺も行く」

　ケイトとリオは二人並んで事務局へと向かった。事務局には、二年目も奨しよう学がく制度を続けるために必要な書類を提出することになっていた。

　事務局に行くと、数人の職員が集まって何かを話していた。職員の囲んでいる机には、旅りよ行こうカバンがひとつ置かれている。その時、女性職員がハンカチに包まれていた何かを取り出した。それを見て、ケイトはリオの腕を揺ゆらした。

「ねえリオ。あれって鍵じゃない？　リオの班が担当してるご遺体にあった……」

　リオも気付いたのか、「本当だ」と呟つぶやく。気付くとケイトは、その職員に駆かけ寄っていた。

「あの、すみません。その鍵なんですが」

　顔見知りの女性職員が、ケイトに気付いて笑いかけた。いつもケイトの書類を見てくれるペギーという女性だ。ふっくらとした頰ほおにえくぼができる、とても愛あい嬌きようのある人だった。

「あらケイト。どうしたの」

「その鍵って、解かい剖ぼう実習で見つかった鍵ですよね。私達、その場にいたんです。ランド教授は、ご遺族にお返しするって言ってましたけど」

　ペギーは困ったように腕を組んだ。

「そうね。私達も、そうしたいのは山々なんだけど」

　視線の先には机に置かれた旅行カバンがある。

「あの旅行カバンは？」

「鍵の見つかったご遺体のものよ。病院で亡なくなって、生前の私物が皆みんな入っているの」

　ケイトは首を傾かしげた。

「お亡くなりになったのは、一年以上前ですよね？　どうしてそんな前の荷物がまだここにあるんですか？」

　解剖実習で使われる遺体は、保存処置が行われている。四か月に渡わたって行われる解剖のために、長い時間をかけて腐ふ敗はいを防ぐ処置をするのだ。ゆえに実際に解剖実習することになる遺体は、一年から二年前に亡くなった人になる。

「確かに一年前、南部王立病院で亡くなっているんだけど、この方は誰だれもご家族がお見えにならなかったの。亡くなった時も、誰も立ち会わなかったらしいし。それで荷物を送ろうと、生前ご本人が住んでいたという住所に送ったのよ。でもね」

　ペギーは肩かたを竦すくめた。

「荷物は戻もどってきちゃったの。どうやらその住所にはもう人が住んでいなくて、空き部屋だったんですって。それで送る先がなくなっちゃったんだけど、すぐに処分するというわけにはいかないでしょう。もしかしたらご遺族が来るかもしれないしと思って、こうして一年間はうちで保管してたんだけどね」

　だが、遺族はやって来なかったのだ。

「もう期限は過ぎたし、処分しようと思ってたのよ。そうしたら、この鍵でしょう？　ランド教授からは送ってくれと言われたけど、また戻ってくるだけだわ」

　ケイトが書類を提出する間も、職員達はこの荷物をどうするかで話し合っていたようだった。

「処分しよう」

　職員の一人がそう言うのを、ケイトは背中越ごしに聞く。だが処分する前に、中身を一応確かく認にんしようということになった。

　机の上に、衣服や眼鏡などが置かれていく。その時、ケイトの足元に、ふわりと白い紙が落ちてきた。ケイトはそれを、吸い寄せられるように手にとった。

「何だそれ？」

　横にいたリオが覗のぞき込む。

　それは、手紙だった。

『私がこんなことを言う資格など、もうないことは分かっている。どれだけお前達を悲しませ、苦しませたのか、分かっているつもりだ。

　だが言わせてくれ。私はお前達家族を愛している。本当にそう思っている。

　病気が発覚した時、罰ばちが当たったんだと思った。私はもうすぐ死ぬだろう。お前達に遺のこせるものについて考えた。あげられるのは、私の身につけている少しのものだけだ。好きなように使ってくれてかまわない。売って、金にでもしてくれ。

　本当に、本当にすまない。身勝手な私を許してくれ』

「家族へあてた手紙か？」

　リオが神しん妙みような面おも持もちで呟いた。ケイトも頷うなずく。文面からは、家族への愛情と、深い後こう悔かいのようなものが感じ取れた。書いては消すを繰くり返したのか、紙の表面がささくれ立っている。書いた人間の苦く悩のうが見えるようだった。

　もう一度、ケイトは机の上を見つめる。

「これを、捨てちゃうの」

　ある人間が生きた、最後の証あかしだ。服や眼鏡といった生活用品。他人から見れば何の価値もないが、残された家族にとっては、大きな意味を持つことがある。それが心の支えになることさえある。

　ケイトには、家族の思い出の品というものがなかった。十年前の大戦で、隣りん国ごくアスキス帝てい国こくが攻せめ入ってきた時、八歳だったケイトは国境の街オールリッジに両親と住んでいた。そこで両親を亡くし、住んでいた家は戦争で跡あと形かたもなく燃やされてしまった。

　母に読んでもらった絵本も、父に買ってもらったお気に入りの人形も、普ふ段だん生活していた何もかもが灰になった。

　残ったのは、優しい思い出だけだ。頭の中の記き憶おくだけが、ケイトが両親を思う縁よすがなのだ。

　何か目に見える、触ふれるような物があればいいのにと、いくつもの孤こ独どくな夜を迎むかえる度たびに思ってきた。家族で使っていた、食器の破は片へんでも構わないから、と。

「私に、その荷物を届けさせてくれませんか？」

　気がつくとケイトは、そう口にしていた。職員と、隣となりにいたリオがぎょっとしたように目を見開く。

「何言ってるんだ、お前」

「処分するつもりなら、私に預けてください。私がご家族を探して、荷物を届けます」










　ウィングヒルの街を、ケイトとリオは歩いて行く。夕暮れ時の大通りは、買い物客で賑にぎわっていたが、中心地を過ぎると家や店もまばらで静かになる。

「理解できない。お前がここまでする必要ないだろう？」

　道中、ずっとぶつぶつと呟いているリオに、ケイトは言う。

「そうかもしれないけど、ああやって誰にも知られず、ひっそりと捨てられるのは我が慢まんできなかったの。これは私の我わが儘ままよ。自己満足なの、きっと」

　そう答えながら、視線は手元のメモに注がれている。そこには、生前亡くなる前に男性が病院に提出するために書いたという住所があった。荷物を届けたものの、返ってきてしまった住所だ。

　ケイトは事務局で、荷物を送り届けたいと申し出た後、その足で、書いてあった住所の場所へ向かっていた。手にはあの旅行カバンを持っている。鍵かぎはポケットの中だ。

「あのな、お前はこんなことしてる場合じゃないだろう？」

「分かってる。だから、今やるの。明日と明後日あさつては大学が休みだし、その間に探してみるわ。無理なら諦あきらめるから。……って、私一人でやるから大だい丈じよう夫ぶよ？」

　リオに顔を向けると、腕うでを組んで憮ぶ然ぜんとした表情がケイトを睨にらんだ。

「お前一人じゃ、どうせ時間かかるだろうが。それとも、俺がいると邪じや魔まだとでも？」

「まさか！　そんなことない。リオがいたら心強いよ」

　真顔で言い切ると、なぜか勢いよく顔を背そむけられた。

「な、なら、別にいいだろう」

「うん……、あ！　あったわ、ここだ」

　ケイト達の目の前に、古ぼけた二階建てのアパートが現れた。お世辞にも綺き麗れいとは言い難がたい、かなり年代を重ねた建物だ。

　住所に書かれていたのは、一階の一番奥の部屋だった。一応扉とびらを叩たたいてみるものの、中からは全く人の気配がない。

　ケイトは隣の部屋の扉を叩いた。しばらくして、五十代くらいの女性が顔を出した。

「何だい？」

　料理中なのか、扉の向こうからは香こう草そうの良い香かおりが漂ただよってくる。

「あの、隣の部屋の、前の住人のことでお伺うかがいしたいんですけど」

「ああ、ウィッツさんだろ」

「ご存じですか！」

「世間話するくらいだったけどね。可愛かわいい娘むすめさんと住んでたよ。一年前くらいに引っ越こしたけど」

　ケイトは意気込んで尋たずねる。

「あのっ、今どちらにいるか分かりますか？」

　女性は首を傾げた。そして記憶を辿たどるように、視線を動かす。

「……そういえば、親しん戚せきがいるからエセルヒルに行くって言ってたね。新しく、仕立て屋の仕事をするんだって意気込んでたけど」

　ケイトとリオは顔を見合わせた。

　エセルヒル。

「……行くんだろう？　どうせ」

　何もかも分かっているという顔で、リオが溜ため息いきを吐つく。ケイトはしっかりと、頷いた。







　二章　淑しゆく女じよと蝶ちよう







　翌日、ケイトとリオは汽車で四時間をかけて、西部エセルヒルへと降り立った。

「噂うわさには聞いてたけど、すごいわね。洋服店と装そう飾しよく品ひん店しかないんじゃない？」

　大通りを歩きながら、ケイトの視線が忙せわしなく動く。とにかくまずは宿を探そうと歩いているのだが、ケイト達が泊まれるような手頃な宿はなかなか見つからない。

　ふと、視線の先にあった飾かざり窓まどから見えるドレスが目に入った。日が昇のぼる少し前の空の色、仄ほの暗ぐらい青を思わせるドレス。青色の襞ひだの隙すき間まから光こう沢たくのある黒色の生き地じが見え隠かくれする、大人の女性のためのデザインだ。腰こしには小さなリボンがついており、ぎゅっと腰こし元もとを締しめて、可愛らしくも美しいラインを作り出している。

　──わあ、素す敵てき……。

「さすがは『流行の街』ってとこだな。心なしか、通り過ぎる人達の服装も洗練されているような気がする」

　そこでリオは、ちらりとケイトの姿を見やる。

「お前は女だが、何ていうかこう、服装とか全然気にしないよな」

　ケイトの心臓がドキリと鳴った。ドレスに見とれていた自分の思考を見み透すかされたように感じて、動どう揺ようしてしまう。

「き、着飾ったところで、医術には役に立たないもの。きっと似合わないし、私は興味ないわ」

「ちょっと気を遣つかえば、それなりに見えると思うが」

　ぼそりと言われた言葉は、不ふ明めい瞭りようでよく聞こえなかった。

「え？」

「何でもない」

　リオは、これ以上話しかけるなという顔をしていたので、ケイトもしぶしぶ話を切って、宿を探すことにした。

　それから数分歩いていくと、ようやく一いつ軒けんの宿屋が見つかった。部屋があるか聞いてみると、宿の主人はケイトとリオを交こう互ごに見て、困ったように言った。

「申し訳ありません。今日はもう一部屋しか空いていなくて」

「そうですか。分かりました、ありがとうございます」

　リオは荷物を持ち直し、宿から出て行こうとする。ケイトは主人に尋ねた。

「その一部屋って、ベッドも一つなんですか」

「備え付けは一つだけです。ただ、もう一つ簡易ベッドを作ることはできますが」

「ああ、でしたら、その部屋をお願いします」

「おい！」

　扉に向かいかけていたリオがぎょっとした表情で詰つめ寄る。

「何を言ってるんだ。別の宿屋なら二つ部屋があるかもしれないだろ」

「探す時間がもったいないじゃない。場所的にもこの宿だったら駅に近いし、値段も手ごろよ。それに、ベッドをちゃんと用意してくれるって言ってるんだから、ここで何も問題ないわ」

「問題あるだろう！」

　珍めずらしく焦あせった様子のリオがそう言うも、ケイトは首を傾かしげることしかできない。

「何が？」

　リオは口を開くが、言葉を探しあぐねて結局は頭を抱かかえた。

「お前は、なぜあれだけ周りから女だ、女だって言われてるのに、ちっとも自覚がないんだ？」

「何言ってるの？　嫌いやというほど毎日自覚させられてるわよ。リオだって知ってるじゃない」

「……そういうことじゃない……」

　意味は分からないが、とりあえず反対されているのだと知って、ケイトは説得を試みる。

「ねえリオ、寝ねる時にまで私と同じ空間にいたくないってことかもしれないけど、私、できるだけ静かにしてるから。リオが医術書読んでる時は、声をかけないって約束するし」

　リオは困ったような顔で、言い募つのるケイトを見ていたが、やがて溜息を吐いて頷うなずいた。

「……分かった」

「ありがとう。じゃあ、さっそく荷物を置いて街に出よう！」

　ケイトとリオは、宿で手続き等を済ませると、すぐさま大通りへと歩き出した。







「隣となりの部屋の人の話によると、ウィッツさん親子はエセルヒルで仕立て屋をやるために引っ越したのよね」

「ああ。だからエセルヒルにある仕立て屋を探してみようと考えたんだが……」

　二人の目の前には、ずらりと洋服店が立ち並ぶ。仕立て屋の数もまた多く、どこから手を出していいのか分からないほどだった。

「とにかく、まずは一年前に仕立て屋を始めたお店がないか、聞いて回ることにしよう」

　しかし、何店かあたってみるものの、それらしい情報は聞けなかった。

　気付けば太陽は真上に輝かがやき、昼を過ぎている。

「とりあえず、何か食べよう」

「うん、そうね……」

　その時ケイトは、視線の先に道に座り込んでいる女性の姿を捉とらえた。俯うつむいて表情は見えないが、右足首に手を当てているのが分かり、すぐに駆かけ出した。

「すみません！　どこかお怪け我がでも？」

　ケイトは女性の前で膝ひざをついた。リオもすぐに駆け寄り、足首に視線を落としたまま声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫に見える？　妙みよう齢れいの女性がこんな地べたに座って身動きできないのよ？　精神的大打だ撃げきよ」

　聞こえてきた勝気そうな声に、リオがぎょっと顔を上げて女性を見つめた。

　とても華はなやかな美女だった。丁てい寧ねいに巻かれた銀ぎん髪ぱつが肩かた越ごしに軽かろやかに動く。瞳ひとみは大きいが目元は鋭するどく、きつい印象を与あたえるが、それもどこか艶あでやかで見る者を釘くぎづけにする。肉感的な唇くちびるには、鮮あざやかな赤が塗ぬられていた。

「いや、精神の話じゃなくて、怪我の具合を」

「痛いに決まってるじゃないの。ああもう、服が汚よごれたわ！」

　女性は、真っ白なコートを着ていた。中からは胸むな元もとが大きく開いた鮮やかな赤いドレスが見える。そしてすらりと伸のびた足先には黒と金があしらわれた高いヒール靴ぐつ。

「どうされたんです？　痛いのは足ですか？」

「躓つまずいて転んだのよ。その時に捻ひねったみたいで……」

　ケイトは、女性が押さえている右足首にそっと触ふれる。

「痛い」

「ごめんなさい。捻ねん挫ざかな。とにかく、まずは場所を移動しましょう。こんな冬空に、地面に座っていたんじゃ風か邪ぜをひいてしまいます。リオ！」

「ああ、分かってる。さあ、手を俺の肩かたに回して」

　リオとケイトが女性を支えて立たせる。そのまま、近くにあった喫きつ茶さ店てんに入った。口くち髭ひげをたくわえた老人が、一人でやっている店のようだった。客はまばらで、女性を支えて入ってきたケイト達に視線が集中する。

「靴くつを脱ぬがせてもいいですか？」

　ゆっくり椅い子すに腰かけさせて、ケイトは尋たずねる。女性が頷いたのを見て、できるだけそっと靴を脱がせる。すぐにハンカチを水で濡ぬらして、女性の足首に当てた。

「こんな踵かかとの高い靴はくから……」

　脱ぎ捨てられた靴を見て呟つぶやくリオに、女性はキッと眦まなじりを吊つり上げた。

「足を美しく見せるためよ。しっかり見とれてるくせに、文句言われる筋合いないわ」

「な、見とれてなどない！」

「いいのよ別に。私も自じ慢まんに思ってるから、この長くてすらりとした足。もっと見る？」

　リオは顔を赤くした。女性は魅み惑わく的な笑えみを浮うかべて、悩なやましく首を傾げてみせる。だが、リオは深呼吸ひとつで冷静さを取り戻もどした。まだ卵ではあるが、彼は医術を学ぶ人間なのだ。

「俺の膝に足を置いてください」

「もっとよく眺ながめたいの？」

　女性のからかいにも、リオはもう動じなかった。女性の瞳を真っ直すぐ見つめて、説明する。

「心臓より高い位置に足首を置いて、内出血とか腫はれを防ぐためです」

　真しん剣けんな表情で言われて、女性は素す直なおに足を上げた。

　ケイトはホッと息を吐はくと、女性に向かって頭を下げる。

「私はケイトと言います。こっちはリオ。あなたのお名前を伺うかがっても？」

「ミランダ・スペイシーよ。ミラって呼んでちょうだい」

「ミラさん」

「ミラ、よ。私もケイトって呼ばせてもらうから。──ケイト。手当てしてくれてありがとう」

　鋭い眦が柔やわらかくなって、はっとするほど優やさしい笑みが向けられた。大人びた笑みで、女性相手なのにどぎまぎしてしまう。

「リオ。あなたもありがとう。からかって悪かったわ」

「怪我をしている人をほってはおけないし、助けるのは当然です。お礼は必要ありません。謝罪の方は、受け取っておきます」

　さっきのきつい口調とはうってかわって丁寧にお礼を言われ、リオもぎこちなく答える。からかわれたことは、水に流すことにしたようだ。

　ミラは店から電話をかけた。迎むかえの車を頼たのんだのだと言う。ケイトとリオは、お茶を飲みながら迎えが来るまで付き添そうことにした。

　十分後、喫茶店のベルがチリン、と可愛かわいらしく鳴って、白はく髪はつの老人が現れた。糊のりのきいた黒いスーツを身にまとっている。

「お迎えに上がりました、ミランダ様」

　五十歳は過ぎていると思われるが、ピンと伸びた背中がそのままゆっくりと折られ、ミラに対して頭を下げる。

「ありがと、マウラ。彼らがここまで運んでくれて、手当てもしてくれたの」

「それはそれは。ミランダ様を救っていただき、ありがとうございます」

　マウラと呼ばれた老人が、親しみの滲にじむ笑みでケイト達にお礼を言う。救う、などと仰ぎよう々ぎようしく言われてしまい、ケイトとリオは慌あわてて首を横に振ふる。

「い、いえ……」

　てっきり家族が迎えにくると思っていたが、現れたのは執しつ事じのような男性だ。マウラにまるでお嬢じよう様さまのように扱あつかわれるミラを、ケイトとリオは凝ぎよう視しした。

「さあ、屋や敷しきに戻りましょ」

　喫茶店の前に停とめられた車は、黒くろ塗ぬりの高級車だ。

「どこかのご令れい嬢じようなんだろうか？」

　車まで手を貸したリオが、困こん惑わくした表情で呟く。一体何者なのかと、ケイトも首を傾げた。

　ミラが後部座席に乗り込んだのを見て、ケイトは最後に声をかけた。

「では、お気をつけて。お家うちに戻られても、しばらくは足を高い所に乗せて、冷やしていてくださいね」

　ミラはひょいと眉まゆを上げて、「何言ってるの」と手招きする。

「あなた達も乗るのよ。私の家へ招待するわ。手当てしてくれたお礼に、とっておきの紅茶をご馳ち走そうするから」

　ケイトとリオは顔を見合わせる。

「あの、お気持ちだけで結構ですから……」

「あら、遠えん慮りよしないで。マウラ！」

「はい、ミランダ様」

　いつの間にかケイト達の背後に回ったマウラは、またゆっくりと腰こしを折った。

「どうか車へお乗りください。このまま帰られては、私の気も済みません。せめて一いつ杯ぱいの紅茶だけでも……、心を込めて淹いれさせていただきますので」

　縋すがるような表情で言われて、断ることはできなかった。

　こうしてケイトとリオは、この正体不明の女性ミラの車で、彼女の家へ行くこととなった。










「……まあ、乗ってきた車も高級だったし、ある程度予想してたが……」

　すごいなと、リオが呆あきれたように口にする。ケイトも目の前の屋敷を見つめながら、頷うなずいた。

　エセルヒルの中心地から車で数十分ほどのところに、その屋敷は建っていた。

　白を基調とした品のある屋敷で、両開きの扉とびらを開けると、すぐに目の前に優ゆう雅がな曲線を描えがく螺ら旋せん階段が飛び込んでくる。飾かざられた絵も、所々に嫌いや味みなく置かれた調度品の数々も、計算されつくした完かん璧ぺきな佇まいで、見る者の目を楽しませる。

　ミラは、服を着き替がえると言って別の部屋へ行ってしまった。ケイトとリオはマウラに案内され、居間、というには広すぎる部屋に通された。鮮やかな花はな柄がらが目を惹ひくソファに座るように言われるが、どうにも落ち着かない気分を味わう。

「紅茶一杯飲んだら、帰るぞ」

「うん」

　互たがいに頷き合っていると、ミラが姿を現した。黒と白の格こう子し柄がらが美しいスーツを身にまとっている。

「お待たせ。今、マウラが紅茶の準備をしてるから」

　ミラはそう言いながら、ケイト達の座るソファの向かい側に、足を庇かばいながらもゆったりと座る。

　ケイトは、気になっていたことをずばり聞くことにした。

「あの、ミラさんはどこかのご令嬢なんですか……？」

　ケイトの言葉に目を瞬まばたかせて、ミラはゆっくりと笑みを作った。

「そう見える？　ご令嬢っていうのは、血筋が良くて、親がお金持ちのお嬢じようさんのことでしょう。私は違ちがうわ。高貴な血筋も家いえ柄がらもないけど、このお屋敷すべて、私が身一つで稼かせいだんだから」

　誇ほこらしげに瞳ひとみを輝かがやかせるミラに、ケイトは釘くぎづけになる。経験と自信に裏打ちされた、とても美しい表情だった。

「高貴な血筋の方は私を成金なんて笑うけど、自分自身の力でお金持ちになったのよ。成金なんて、私にとっては立派な褒ほめ言葉なの」

「では、あなたはどうやってこんな屋敷を持つほどに成功したんですか？」

「あら。エセルヒルで成功すると言えばこれしかないのよ」

　ミラはそう言って、上に着ていたスーツを脱ぐ。

「見て」

　スーツの襟えり元もとの裏地に、黄色い蝶ちよう々ちようの刺し繡しゆうがあった。

　あっ、とケイトは声を上げた。この刺繡に見覚えがあったからだ。

「これ、雑誌に載のってた」

　ミラは誇らしげに胸を張った。

「そう、これは私の作った服に必ず入れる刺繡よ。私は服ふく飾しよく品ひん店を開いている社長なの。このお洋服で成功したってわけ」

　リオが驚おどろきに目を見開く。

「……社長が女だなんて」

　つい口に出たその言葉を叱しつ咤たするように、ミラが迫はく力りよくのある笑えみで凄すごんだ。

「まあ、すごい偏へん見けん。女が最高経営者なのが、そんなに意外かしら」

　リオがたじろいだように視線を泳がせるが、やがて隣となりにいるケイトと目が合う。リオは息を吐き、居住まいを正してミラに向かって頭を下げた。

「確かに俺の偏見でした。すみません」

「あら、素直ね」

「俺は、有能で努力家の女性を身近に知ってますから」

「……この世があなたみたいな男性ばかりなら良かったのにね」

　ミラはそう言って、ふっと息を吐いた。

「私の服は、生き地じ選びからデザイン、製作まですべて女性の従業員を使ってるの」

「女性を……？」

「ええ。女性の服だもの、どんなデザインが好まれるのか、何が必要か不必要か、同じ女性が一番よく分かってる。そして女性ならではの視点、細やかな気配りは、実は紳しん士し服にも生かされているの。うちの従業員の作る紳士服は、皺しわになりにくいデザインと動きやすさ、それでいて野や暮ぼったくない素す晴ばらしいものよ！　そして、型にはまらない大だい胆たんさも持ち合わせてる」

　──仕事のことを話す時、この人はなんて輝いているんだろう。

　ミラの感情豊かな瞳を見つめながら、ケイトは目を奪うばわれずにいられない。

「でもまあ、服自体は最高の出来でも、それが女性の作ったものであると分かっただけで、更さらに経営者が女性というだけで、まともに取り合ってくれなかったり、取引をやめる店もあるの」

　その場面が、目に浮うかぶようだった。中身を見ることなく、『女性である』という表面的な部分しか見てくれない。能力がないと決めつけられてしまう。すべての人がそうではないが、数としては多いだろうと思う。

　気き遣づかうようにミラを見上げるが、彼女は気落ちした様子など欠片かけらも見せず、むしろその表情は挑ちよう戦せん的に輝いている。

「今に見てなさいって気持ちになるわ。私達は、どこに出しても恥はずかしくない服を作ってる。それが受け入れられないわけがない」

　強い、と思った。羨うらやましいとも。周りの反応を物ともせず、自分の仕事に誇りをもっていて、それが見事に成功している。

　──私はどうだろう。

　ふと、膝ひざに置いた自分の手を見つめる。医師になるために必ひつ須すである実習を受けることもできない。頑がん張ばろうと思いながらも心は日々揺ゆれ動いて、不安に押しつぶされそうになる。

　弱い。考えるまでもなく答えは出た。

　その時、マウラが紅茶を運んできた。芳かぐわしい香かおりが部屋中に広がる。

「私の話ばかりしてしまったわね。さ、次はあなた達の話を聞かせて」

　ミラが促うながすと、代表してリオが、自分達の簡単な自己紹しよう介かいと、なぜエセルヒルに来たのかを話し始めた。

　医術科の学生だと話すと、ミラは興奮した様子でケイトの手を握にぎった。

「ああ、だから手当ての手て際ぎわが良かったのね。それにしてもケイト！　あなたがそうなのね。王立大学のたった一人の女性入学者。しかも医師を目指してるなんて素す敵てきだわ。せいぜい、頭の固い男達を驚かせてやることね」

　にやりと笑って、ミラは片目を瞑つぶってみせる。つい最近まで、その『頭の固い男達』の一人だったリオは、気まずそうに身じろぎした。

「それにしても、医師の卵達？　あまりにもおしゃれに関心がなさすぎじゃなくて？」

　ミラは腕うでを組んで、背もたれに体重を預けた。ケイトとリオを、頭からつま先まで無ぶ遠えん慮りよに眺ながめる。それから、びしりと人差し指を突つきつけた。

「リオ、あなたは無難にまとめすぎ。遊び心が全くないわ。面おも白しろみってものを持たなくちゃ、女性にはモテないわよ」

「余計なお世話です。俺は服に興味はないし、モテるモテないより、夢に向かって進むことしか考えていないので」

　フン、とリオが鼻で笑ってそう答える。ケイトの心臓がドキリと鳴った。

　──そうよね……。リオの言う通りだわ。

　服飾の雑誌など買ってしまった自分が恥ずかしくなってくる。綺き麗れいな服に目を奪われている場合ではないのに。

　そう考えていると、ミラの勝気な視線と目が合う。

「そしてケイト。あなたはもっと着き飾かざることに興味を持ちなさい。せっかく女性に生まれたんだから、楽しまないとダメよ。ケイトにもあるでしょう？　あの服は可愛かわいいなとか、着てみたいなと思う気持ち」

　雑誌のページを捲めくる時のワクワクと弾はずむ心。綺麗な服を着た自分が、スカートの裾すそを軽かろやかに揺らす一いつ瞬しゆんを想像する時間。そういうものすべてを、ケイトは頭からぎゅっと締しめ出した。

「あの。……ないです、別に。私もお医者様になること以外、興味はないんです」

「なんてこと！　服を作る人間に向かって、よくそういうことが言えるわね」

「あ。……す、すみません」

　俯うつむくケイトと、悪びれもせず優雅に紅茶を啜すするリオを見て、ミラは渋しぶい顔になった。だがすぐに、何かを企たくらむような笑みを浮かべる。

「ねえ二人とも。今夜、宝石の品評会を兼かねた買い付けがホテルで行われるの。同どう伴はんしてくれないかしら？」

　ケイトは、『同伴』という言葉より、ミラの今夜の予定の方が気になった。

「ちょっと待ってください！　まさか、その足で出かけるつもりなんですか？」

　捻ひねった右足首は未いまだに、氷水の入った袋ふくろを巻いて冷やされている。

「当たり前じゃない。この買い付けに行くのは、ずっと前から決まってたことなの。素晴らしい物に出会えるかもしれないのに、欠席して、それをやすやすと他ほかの人間に買われるなんて業ごう腹はらだわ」

「だが、足は間ま違ちがいなく悪化しますよ」

　リオが言い添そえる。ミラは、右足をつい、と持ち上げた。

「心配ならついてきてちょうだい。それに、二人の探している人の手がかりが何か分かるかもしれないわよ」

「え？」

「服飾関係の人も大勢来るはずだし、私もそれとなく探さぐりを入れてあげるわ。あなた達の休みも限られてるんだし、色々と情報の集まる買い付けの場は、行く価値があると思うんだけど」

　ミラの言うことも一理ある。ケイトとリオが迷っていると、ミラが更に言い募つのった。

「もちろん、買い付けは夜に行われるし、今日はうちに泊とまっていけばいいわ。ゲストルームは二部屋あるし」

「二部屋？」

　その言葉に反応したのはリオだった。

「何部屋だっていいわよ？　空いてる部屋はいっぱいあるの。一部屋しか貸さないなんて、そんなケチくさいこと言わないから安心して」

「分かりました。その買い付けとやらに行きましょう。いいな？」

　ころっと態度を変えたリオは、ケイトに向かってそう尋たずねた。ケイトは頷うなずきながら、ちょっと傷ついていた。

「そんなに私と同じ部屋で寝ねるのが嫌いやなの？」

「一人一部屋もらえるなら、それにこしたことないだろう」

　何かをごまかされたような感じはしたものの、ケイトは「分かった」と頷いた。
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　エセルヒルの駅に隣りん接せつするそのホテルは、明らかに富ふ裕ゆう層向けに作られていた。流行の発信地と言われるエセルヒルに洋服を買いに来る、全国からの資産家や上流階級の人間が泊まるホテルなのである。

　ミラの言っていた買い付けが行われるのは、ホテルの最上階だった。

「品評会とか、買い付けって言うより……、パーティみたいですね」

　リオがげんなりとした表情で言う。

　松まつ葉ば杖づえをつきながら、ミラが眉まゆ根ねを寄せた。

「だからそう言ったじゃない。服を貸してあげるって言ってるのに二人とも断るし」

　ミラは艶あでやかな青いドレスに身を包んでいる。知り合いも多くいるらしく、歩くたびに呼び止められては会話が始まる。

　ミラの美しさは、人の集まるところでいっそう輝かがやきを放っていた。視線を集めていることに気にした素そ振ぶりも見せず、むしろもっと見てくれとばかりに、魅み力りよく的な笑えみを振ふりまく。

　そんなミラの横で、ケイトは身の置き場がなかった。首をすくめて買い付けの会場を見つめることしかできない。

　煌きらびやかなシャンデリアが会場を明るく照らし、そこに集つどう人々は各おの々おのに着飾り、互たがいを褒ほめ称たたえる。宝石の品評会ということで、女性の胸むな元もとや腕、指には輝くような宝石が飾かざられている。

　確かにミラからはドレスを勧すすめられたが、普ふ段だん着ぎでも構わないと知り、ケイトとリオはそのままの服装でやって来た。しかしいざ会場に着くと、ドレスやスーツを着てくる人が多く、二人はものすごく浮いていた。

　更に、ケイトの赤毛はウェスハバート王国ではあまりない髪かみ色のため、視線も集まりやすい。ミラに集まる視線と合わさって居い心ごこ地ちが悪く、体は自然と部屋の隅すみへと逃にげをうつ。

　そうして気付いた時には、ケイトはミラとリオの姿を見失っていた。広い会場に、百人ほどの人間がひしめき合っている。少し見ただけでは、とてもではないが探せないと思った。

　──どうしよう。と、とにかく二人を探さなきゃ……。

　足を踏ふみ出そうとすると、背後から声がかかった。

「これは美しいお嬢じようさんだ。お一人でいると危ないですよ。連れの方はいらっしゃらないのですか？」

　振り向くと、細身のスーツを着た男性が立っている。真ん中から分けられた髪は左右にぴょんと跳はねており、丸眼鏡から覗のぞく焦こげ茶色の瞳ひとみが優やさしげな青年だった。

　ケイトは、その瞳をじっと見つめる。今自分が見ている情報よりもっと奥の、一番感覚的な部分が、ピンと音を立てた。

「……ティム？」

　疑問形で聞いてはみたが、ケイトは半ば確信してその名を呼ぶ。

　青年は大きな瞳を更さらに見開く。それから、溜ため息いき混じりの笑みを見せた。

「……すごいね、お姉さんは」

　青年、ティムは感じ入ったように言葉を紡つむぐ。

「僕はお姉さんの、そういう油断のならないところが大好きだよ。本質を見み抜ぬく力。見ようと努力する力だ」

　ケイトは首を傾かしげた。

「努力しなくても、私はティムなら、どんなに変装してたって分かると思うけど」

「はははっ、すごい殺し文句。もしかして口説かれてるのかな、僕」

「どこをどうしたらそうなるの」

「違ちがうの？　無自覚って怖こわいね」

　ティムがやれやれと肩かたを竦すくめた。ケイトは、「そんなことより」とティムに詰つめ寄る。

「ティムが変装してるってことは、何か事件で西部に来てるのね？」

「さあ？　そうとは限らないんじゃない？　ただの僕の趣しゆ味みかもよ」

「はぐらかさないでよ」

「はぐらかしてなんかないって。それよりね、僕のことより自分のこと心配したら？　こんなところで隙すきだらけに突つっ立ってちゃダメだよ。チラチラ見てくる視線くらい感じとれるでしょ？」

「ああ……。赤毛が目立つんでしょう？　そんなに珍めずらしいのかしらね」

　うんざりしながらそう言うと、ティムは思わずといった感じで噴ふき出した。

「少しよう佐さの苦労がちょっと分かったよ。これじゃあ、気の休まるところがないね」

「どういう意味？」

「それは本人に聞いてみたら？」

「え？」

　そこでティムは、ふいと顔を逸そらして部屋の中央を見つめる。つられてケイトも視線を移した。

　小さな人だかりの真ん中に、長身の男性が立っている。遠くから見ても分かる、タキシード姿の男性の瞳は輝くような金色に染まっていた。

「少佐」

　トクン、と心臓がひとつ音を立てて、足が一歩前へと進み出る。だが、それ以上は踏み出せなかった。

　イーノットの周りには煌びやかなドレスを着た数人の女性がいて、楽しそうに談だん笑しようしている。ケイトは今の自分の姿を、強きよう烈れつに意識しだした。

　──やっぱり、ミラさんにドレスを貸してもらえばよかった。そうしたら、もっとましな恰かつ好こうで会えたのに……。

　そこまで考えて、はっとする。

「違う」

　──違う。何を考えてるの。さっきまでおしゃれなんて興味ないって、ミラさんに言ってたのに。ドレスを断ったのは私なのに。

　簡単に揺ゆれ動いてしまう自分に苛いら立だつ。そして、幾いく重えにも固めたケイトの心を、その存在ひとつで揺るがすイーノットにも腹が立った。完全な八つ当たりだと分かってはいるが、とめられない。

　楽しそうに談笑する姿を見ていると、訳もなくムカムカと怒いかりが湧わいてくる。

「ほら。行ってきたら？」

「今は他ほかの人と話してるみたいだから、後にするわ。……ねえティム、私もう行かないと。連れの人達を探さないといけないから」

「へ？」

「ごめんね。じゃあ」

「あ。ちょっと、お姉さ」

　ティムの呼び止める声が途と切ぎれる。誰だれかに話しかけられているようだった。ケイトはその隙に、ティムのもとから、そしてイーノットのいる方とは反対側に歩き出す。先ほどのイーノットの姿を締しめ出すように頭を振ると、リオ達を探し始めた。

「リオもミラさんも、どこにいるんだろう」

　ケイトは一いつ生しよう懸けん命めい目を凝こらすが、二人の姿は見当たらない。だが、ふいに視線の先に、銀ぎん髪ぱつの女性を見つける。

「あ！　ミラさ──」

　腕うでを引かれたのは、その時だった。
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「ではこういった宝石の買い付けや取引が行われる情報は、宝石商人や同業者の人間から得るものなのですね」

「ええ、もちろん今日のように大々的に取り上げて、招待状を配る場合もあります。とても珍しい宝石を売り買いする時などは、親しい業者同士で行うことが多いですね。だからこそ、この世界はどれほどのツテを持てるか、相手に出し抜ぬかれないための情じよう報ほう網もうを張ることができるのかが重要になるんです」

　エセルヒルに装そう飾しよく品ひん店を構えているというジェレミーと名乗った男は、そう言ってにこやかな笑みを見せた。艶つやのある黒くろ髪かみを固め、垂れ気味の目じりが親しみを感じさせる。さすが客商売で培つちかわれたのか、穏やかで感じのいい笑顔だ。しかし言葉の端はし々ばしには、計算高く利益を追求する、商売人としての裏の顔が感じ取れる。

　イーノットも穏やかな笑えみを湛たたえながら、ジェレミーの話に相あい槌づちを打った。

　煌びやかなシャンデリアの下で、会場の中央に置かれたショーケースの中の宝石達がいっそうの輝きをもって人々の視線を集めている。

　今夜イーノットがこの品評会に出席できたのは、宝石商人ニルスのおかげである。ダイヤの鑑かん定ていを頼たのんだ際、ニルスは、宝石関係者が多く集まる今日の品評会に誘さそってくれたのだ。

　現在ニルスはイーノットを置いて、獲え物ものを仕留める狩人かりうどのように慎しん重ちように、そして長年会っていなかった恋こい人びとに再会するような熱っぽい瞳で、ショーケースに釘くぎづけになっている。

　ティムにはお得意の変装で宝石商人に変装させ、会場での情報収集にあたらせていた。

　──さて。あいつはどこまで足をのばしてるんだか。

　そう考えていた矢先、本人がひょっこりとイーノットの目の前に顔を出した。丸眼鏡をくいっと上げて、相変わらず素す晴ばらしい別人ぶりである。

「私もお話に混ぜてもらってよろしいですか？」

　ティムは、イーノットの隣となりに立っているジェレミーに素す早ばやく視線を走らせ、すました顔で他人を演じ切ることにしたようだ。

「是ぜ非ひ」とジェレミーが人好きのする笑みで頷うなずき、イーノットも穏やかに応じる。

「ええ、もちろん」

「ありがとうございます。それで、どうです？　良質な宝石に出会えましたか？」

「素晴らしい宝石が多くて、選ぶのに迷ってしまいますね」

　イーノットがそう答えると、ティムは意味深な笑みを浮うかべた。

「今しがた、あなたがずっと気に入っていた宝石を見つけましたよ」

　ずいぶん回りくどい言い方に、イーノットはじっとティムを見つめた。

「へえ、どの宝石だったかな」

「女め神がみフェディテのような、とても鮮あざやかな赤い宝石のことですよ」

　イーノットの眉まゆがピクリと動く。その反応を目ざとく見つけて、ティムの瞳ひとみが輝かがやいた。イーノットの動どう揺ようを引き出すことは、彼の何よりの趣味だった。

「私も驚おどろいてしまいましたよ。まさか、こんなところで出会えるとは思ってもみませんでしたから」

「……その宝石は、今どこに？」

　溜ため息いきを吐つきながら、こめかみに手をやった。ただひとつの疑問が、ぐるぐると頭を回る。

　──なぜ、ここにいるんだ？

「それが、買い付けに失敗してしまいまして」

　ティムは、悄しよう然ぜんと肩を落としてみせる。

「ああ、諦あきらめきれないなあ。他の方も幾いく人か、あの美しい赤色に視線を奪うばわれていましたし」

　ちらりとイーノットを上目遣づかいで見つめる。挑ちよう発はつしているのだ。

「そうですか。私も見てみたいですね。──失礼しても？」

「ええ、どうぞ。きっとあなたなら、手に入れられるんじゃないかな？」

「……そうなら、どんなにいいでしょうね」

　そう言うと、イーノットはティム達に背中を向ける。

　するとジェレミーが、慌あわてた様子でイーノットの腕を摑つかんできた。

「待ってください！　その宝石について、もう少し詳くわしく教えてください。どんな宝石なんです？」

　ティムのもったいぶった物言いに興味をそそられたようで、ジェレミーの表情が、良質の宝石に出会えるかもしれないと期待する、商人の顔になっている。

　──どんな？

　イーノットは、鮮やかな赤色を頭に思い浮かべた。

「……そうですね。とても綺き麗れいで、でも少々の衝しよう撃げきでは壊こわれない強さを持っています。部屋の中で眺ながめて飾かざっておくだけでは、もったいないと思わせる宝石ですね」

「おお！　素晴らしい宝石じゃないですか！」

「ええ。素晴らしいんですよ」

「私もお供しても？　その宝石を見てみたい！　できれば手に入れて……」

「残念ですが、手に入れるのは無理だと思いますよ。少しもじっとしていられないんです」

「……は？」

　後は、さっきから面おも白しろそうにこちらを眺めているティムに任せることにして、イーノットはさっさと歩き始めた。










　ケイトは突とつ然ぜん腕うでを引かれて、振ふり向いた。

　目の前に、一人の男性が立っていた。茶色の髪かみを後ろに撫なでつけており、グラスを持つ手には輝く宝石がつけられた指輪がいくつもはめられている。

「やあ。一人なのかい？」

　整った容姿だったが、ケイトに声をかけた笑みはどことなく冷たそうに見えた。

「あ、いえ……」

「少しだけ話さないかな。私も一人でね」

「すみません。連れを探していますので」

「そうなのかい？　だが、君が歩き回るよりも、相手の方に見つけてもらったほうがきっと早いと思うよ」

「え？」

「その赤毛はとても目立つ。ここで待っていた方がいいんじゃないかな」

　そう言われて、ケイトはひとつ息を吐いた。こうして立ち止まってみると、人ひと混ごみと熱気に自分が思ったよりも疲つかれていることに気付く。

「そう……でしょうか」

「ああ。どこかに座るかい？　実は私も先ほどから少し気持ちが悪くてね」

　ケイトははっとして、困ったように笑う男の顔を見つめる。

「私のことはいいですから、休まれたほうが……」

「ああ、そうだな、……っと」

　ふいに男がよろめいて、ケイトは慌てて腕うでを押さえて支える。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　男はそのまま俯うつむき、口元に手を当てた。

「やはり座ったほうがいいな……。悪いが、隣の部屋まで付き添そってくれないか？　招待客が休めるように、主しゆ催さい者しや側が部屋をとってくれているんだ」

「部屋を？　分かりました」

　ケイトは男と一いつ緒しよに会場を後にした。男の言う通り、隣には小部屋が設置されており、革かわ張ばりのソファが置かれている。中に人はおらず、とりあえずケイトは男をソファに座らせた。

「今、水を持ってきますから」

　そう言ってケイトが踵きびすを返そうとした時だった。

　会場で声をかけられた時と同じように腕を引かれる。かなり強く引っ張られ、ケイトは体重を支えきれず、男の隣へと座らされた。

「な、何──」

　強ごう引いんな行動に、ケイトは戸と惑まどったような声を上げた。男がうっすらと笑みを浮かべる。さきほどの気弱そうな表情が消えていた。

「本当に綺麗な髪だね。会場にいた時から思っていた。飾ってずっと眺めていたい気分だ」

　男の指が、腰こしまで伸のびたケイトの髪を一筋掬すくった。嫌けん悪お感かんに身み震ぶるいがおこる。心臓がドクドクと鳴り出し、警けい戒かい心しんが一気に湧わき上がった。

「……具合が悪いのでは？」

「怒おこらないでくれ。噓うそをついてでも、君と二人きりになりたかったんだよ」

　ケイトは憤ふん然ぜんと立ち上がり、そのまま部屋を出て行こうとした。だが、それより早く、男の腕が蛇へびのようにケイトの腰に回る。そのままソファに押し倒たおされた。

「何するんですかっ。放してください！」

　男の顔が近付き、ケイトは両りよう腕うでを渾こん身しんの力で振り回す。しかし、あっけなく手を摑まれ、ソファに押し付けられた。

　どっと冷や汗あせが出て、声が掠かすれる。

「放してください！　やだ！」

　どんなに力を入れてもびくともせず、酷こく薄はくそうな男の笑えみが近付く。

　頭が真っ白になり、恐きよう怖ふで何も考えられなくなる。力では敵かなわないと分かっているのに、めちゃくちゃに抵てい抗こうすることしかできない。

「……さ」

　何も考えられない頭の中で、先ほど見た光景が浮うかび上がる。たったひとつ、鮮やかに甦よみがえる色。こちらを見ない、金の瞳。

「しょう──」

　──少しよう佐さ。

　助けて。

　ぎゅっと目を瞑つぶったケイトの耳に、何かが当たるような、鈍にぶい音が聞こえた。その瞬しゆん間かんに、上にのしかかっていた重みが消える。

　目を開けたケイトが見たのは、床ゆかに倒れ込む男の姿と、その男を鋭するどく見つめるイーノットの姿だった。

「なっ、何をするんだ！」

　男が頰ほおに手を当てて怒ど鳴なる。しかし足あし腰こしが立たないのか、床に座ったままだ。

「消えろ」

　イーノットはたった一言告げる。冴さえ冴ざえとして、温度の全く感じられない声だった。

「き、消えるのは貴様の方だ！　突とつ然ぜん殴なぐりかかってきて、どういうつもり……」

「聞こえないのか？」

　男の憤ふん慨がいした声を、イーノットが遮さえぎる。声を荒あらげたわけでもなく、叫さけんでいるわけでもない。それなのにイーノットの発する言葉は、明めい瞭りように部屋中に響ひびき、男の背筋を凍こおらせた。

　ケイトは、呆ぼう然ぜんとイーノットを見上げた。いつもケイトに向けられる、穏おだやかな瞳ひとみとは違ちがう。静かで冷たい瞳の奥に、押し殺した怒いかりが燃えている。

　イーノットが一歩踏ふみ出すと、男は弾はじかれたように立ち上がった。そのまま部屋から転がるように出て行った。

　部屋の中に、沈ちん黙もくがおりる。隣となりの会場から漏もれ聞こえる音以外、何も聞こえない。イーノットもケイトも、互たがいの顔を見つめながら、一言も発さなかった。

　動いたのはイーノットだった。上半身だけ起き上がっているケイトと視線を同じくするためか、ソファの前で膝ひざをつく。金色の瞳が、ぐっと近づいた。

「大丈夫か」

　返事をしたくても、言葉が喉のどに張り付いたようで、何も答えられなかった。それに、イーノットは怒っていた。向けられる視線も、かけられた言葉にも、彼の怒りが感じられる。それでも、唾つばを飲み込んで何とか呟つぶやいた。

「……はい」

「君がなぜエセルヒルにいて、宝石の買い付けの場にいるのかは後で聞く。それより聞きたいのは、なぜ君がこの部屋にいるのかということだ。あの男に無理やり連れて来られたのか？」

　ケイトはのろのろと首を横に振った。そして、まだ動どう揺ようが残る頭で、つっかえながら、この部屋に来た経けい緯いを話した。

「具合が悪いから部屋まで付き添え？　そんな言葉を信じたのか、君は」

　ケイトの話を聞いたイーノットの声は硬かたく、押し殺したように低い。

「途と中ちゆうで倒れたりしたら心配だったし……、部屋で休んでもらったら、私は戻もどろうと思って……」

「係の人間に任せればいいだろう。あの場にたくさんいたはずだ」

「か、考えもしなかった……。とにかく、早く休ませてあげないとって……」

「なぜ疑ってかからない？　君には子供並みの警戒心しかないのか」

　恐怖で凍りついていた心に、怒りという名の火がつく。イーノットの言葉に、ケイトはようやく虚うつろだった瞳の焦しよう点てんをしっかり合わせた。目の前のイーノットを睨にらみつける。

「私はっ、私は子供じゃありません！」

　一いつ瞬しゆんの間。イーノットの表情が怒りに歪ゆがんだ。




「──子供じゃないから気を付けろと言っている！」




　首を竦すくめたくなるような、激しい口調だった。

「ああやって力ずくで押さえられたら、君にはどうすることもできない。もっと自分を客観的に見るんだ。君は男性でもなく子供でもない。女性だ。それをきちんと自覚しろ！」

　そんなものは、毎日嫌いやというほど突つきつけられ、考えてきたことだった。だが、こうして厳しくイーノットから叱しつ咤たされ、逃にげ道もなく追い詰つめられたような気持ちになった。

　イーノットに助けてもらわなければ、自分の身ひとつ守れない。女の自分は無力で、できないことが多すぎる。できるはずがないと言われることはそれ以上だ。

　襲おそわれそうになった時には涙なみだも出なかったのに、今いま頃ごろ泣きそうになってくる。だがここで泣いて、それこそ「怖こわかった」などとイーノットに縋すがったら、自分の保ってきたものが壊こわれてしまう気がした。

「そんなことは分かってます」

　ケイトはそう言って、ぎゅっと唇くちびるを引き結んだ。目の奥に力を入れて、涙がこぼれるのを防ぐ。

「いいや、分かっているようには思えない。君の周りの男は、君を軽かろんじて陰かげ口ぐちを叩たたくだけかもしれないが、それがすべてではない。君の常識になっているなら、今すぐ改めるんだ」
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　イーノットは容よう赦しやがなかった。もう聞きたくないと思っても、何度でもケイトに突きつける。じわりと目の前の風景が歪む。悲しいからなのか、怒いかりからなのか、ケイトにももうよくわからない。

「ケイト！」

　その時バンと扉とびらが開いて、リオが飛び込んできた。

　横にいるイーノットにちらりと視線を寄よ越こすが、すぐにケイトのもとへと走り寄る。

「……リオ」

「ずっと探してたんだぞ。ダニエルさんがここにいるって教えてくれて……」

「ダニエルさん？」

　ふと視線を移すと、変装していたティムが扉の前に立ち、リオに気付かれないように手を振ふった。ダニエルとは、ティムの偽ぎ名めいなのだろう。リオは秋に病院実習でティムに会ったことがあるが、変装しているために気付いていないのだ。

「……？　おいケイト。お前泣いてるのか？」

　リオが険しい顔でケイトの顔を覗のぞきこんだ。慌あわてて俯うつむく。

「泣いてないわ」

　だが、リオは信じなかった。すぐにイーノットを睨みつける。

「こいつに何をしたんです」

　イーノットのせいだと決めつけているリオの腕うでを、ケイトは慌てて摑つかんだ。

「待って！　違う、少佐は私を助けてくれたの」

「助ける？　一体何があったんだよ」

　ケイトは口ごもった。それを見ていたイーノットが、踵きびすを返して扉へ向かう。

「──心配するぐらいなら、見失うな」

「何ですって？」

　押し殺したような声で言われて、リオが勢いよく顔を上げた。イーノットは答えず、扉の前のティムと視線を合わせて部屋から出て行こうとする。

　そこに、松まつ葉ば杖づえをついて息を乱したミラが現れた。

「ちょっとリオ！　あなたねえ、ケイトの居場所聞くなり、私のこと放ほうって走り出すってどういうことよっ！　私は怪け我が人なのよ、分かってんの？　ていうか男に置いていかれたのなんて初めてよ！　あーもう、それでケイトは……」

　そこでミラは言葉を切って、目の前にいたイーノットを見上げた。

「あら」

「失礼します」

　イーノットはミラの脇わきをすり抜ぬけて出て行く。追いかけるようにティムが後をついていった。

　それをケイトは、ただ黙だまって見送った。










　イーノットは会場には戻らず、ホテルのロビーにあるソファに乱暴に腰こし掛かけた。背中合わせに、ティムものんびりと腰を下ろす。

「……あの男は？」

　手を組んで額を押し当てる。何とか冷静になろうとするが、先ほどの不ふ愉ゆ快かいすぎる光景が思い浮うかび、声が自然と低くなる。

「ちゃんと、ここの係の人間に引き渡わたしたから大だい丈じよう夫ぶだって。少しよう佐さに殴なぐられた頰ほおが痛いってヒイヒイ泣いてたよ。……それにしても、手加減なしに本気で殴ったでしょ？　一いつ般ぱん人にちょーっとやりすぎじゃない？」

　イーノットは深く息を吐はいた。確かにティムの言うとおりだった。イーノットは現げん役えきの軍人だ。あの男をただケイトから引きはがすだけで事は足りたのだ。それぐらいイーノットには造作もないことだった。

　それなのに、イーノットは男を殴った。男の体が倒たおれる程強くだ。カッと頭に血が上ったというわけではなく、むしろその逆だった。急激に体温が下がって、感覚が研とぎ澄すまされるように鋭するどくなる。男の下で押し倒されている人間が誰だれか見えた瞬しゆん間かん、とても冷静に、男を殴ろうと決めたのだった。

　殴ったことに後こう悔かいなど微み塵じんもないし、自分の行動もきちんと把は握あくしている。よくなかったのは、その後のケイトとのやり取りだった。

　あまりに迂う闊かつで純じゆん粋すいで、警けい戒かい心しんの欠片かけらもないケイトに腹が立った。だから、思いつくままに怒ど鳴なり、ケイトを責め立てた。渦うず巻まいた怒りを、ただ彼女にぶつけただけだった。

　体を起こすためにソファに置いたケイトの手は、震ふるえていなかっただろうか。

　青い瞳ひとみには、涙が浮かんでいたのではないか。

　今考えれば分かる、ケイトの味わった恐きよう怖ふを示すものを、イーノットは見み逃のがした。自分の怒いかりが先立って、ケイトを宥なだめることもしなかった。震える手を握にぎることもしなかった。

「……私は、まだまだ未熟だな」

　ぽつりと呟つぶやくと、背中越ごしにティムがくすりと笑ったのが分かった。

「いいんじゃない、未熟で。上司が完かん璧ぺきすぎると、陰かげでこき下ろすこともできないしねー。僕の楽しみが減っちゃうよ」

　これがティムなりの励はげましなのだと、分かる者が何人いるだろうか。彼は毒を吐きながら、時々優やさしさの一いつ端たんを覗かせるので油断ならない。分かりにくい気き遣づかいを感じて、イーノットはようやく、小さな笑えみを浮かべることができた。

「お前はいつでも、正々堂々本人を目の前にこき下ろしてるだろう」

「いやだな、少佐以外にはそんなことしてないよ」

「なるほど。こうやって私は常にこき下ろされているわけだな」

「あ、バレた？」と、ティムは悪びれもせずに笑う。

「それにしてもさあ、いいの？　お姉さんのこと放っておいて。今頃あの眼鏡君が、少佐の分もせっせと慰なぐさめてるんじゃない？」

「確かリオ、と言ったな。大学の同級生と聞いたが」

「急接近だよ？　どうするの」

「友人が出来て良かったじゃないか」

「本気で言ってるの」

　イーノットは肩かたを竦すくめた。

「もちろん」

「あっそう。物分かりがいいことで。一つ忠告しとくけどね、そうやって余よ裕ゆうぶってると、あとで後悔するよ」

「余裕ね……。私が余裕に見えるか？」

　殴ったために赤くなった手の甲こうを振って見せると、ティムは一度瞬まばたきをして、言った。

「見えない……かも」

「そういうことだ」

　それ以上、ティムも話をまぜっかえそうとはしなかった。

「さあて。じゃ、僕達は会場に戻もどろうか？　ニルスさんも心配してるでしょ」

「ああ。そうだな」

　イーノットも頭を切り替かえて、ソファから立ち上がる。

「今頃、中ちゆう尉いと准じゆん尉いは何してるかな？」

　後ろをついてくるティムがそう問いかける。

「まだ報告は上がっていないな。まあ、あの二人のことだ。連れん絡らくがないということは、上う手まくやっているんだろう」

「准尉はともかく、中尉は心配だなー。お酒飲んで酔よいつぶれてるだけだったりして」

「その場合は、この私自ら締しめ上げてやるよ」

「ああ。軍人相手だから手加減も必要ないしね！」

「そのとおり」

　そう軽口を叩たたきながら、二人は会場の入り口まで辿たどり着く。小さく手を上げたのを合図に、二人は別々に人ひと混ごみの中へと消えていった。
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　ホテルで、豪ごう華かなパーティが繰くり広げられている頃ころ、エセルヒルの街外れにある寂さびれた酒場には、多くの男達がテーブルを囲んで酒を飲んでいた。

　カチャカチャと酒さか瓶びんがぶつかる音、乾かん杯ぱいの掛かけ声、時々上がる意味をなさない大声。色々な音が混ざり合って、酒場の雰ふん囲い気きを作り出している。

　そんな酒場の一角で、四人の男達が酒を酌くみ交かわしていた。

「でよ、俺は言ったわけ。それはおかしいんじゃねえかって。そしたらあの男、なんつったと思う？　『それでは効率が悪くなる』だぜー！　俺ら工員のことなんて、これっぽっちも考えてないのさ」

　ひげを生やした男が、そう言って酒瓶をダン、とテーブルに打ち付ける。

「そうだそうだ！　上の人間ってのは自分の金かね儲もうけしか考えてねーのよ」

　息巻く男の両側から、そんな野や次じが飛ぶ。

「そりゃあひどいな。あんた達工員がいなきゃ、いい布地はできないのにな」

　相あい槌づちを打って声をかけるのは、これまた無ぶ精しようひげに、髪かみも所々跳はねて身なりにあまり気を遣っていなさそうな男である。肉体労働を仕事にしているのか、がっしりとした体つきだ。

「そうそう！　あの現場監かん督とくは、そこらへんが分かってねえ。給料も全然上がんねえし、綺き麗れいな布地を作るだけで、自分達はこんなボロい服着てるんだから笑えるよな」

「そんなこと言うなよ」

　髪の跳ねた男が、ゆっくりと言う。男の声は不思議で、どんな喧けん騒そうの中でも抵てい抗こうなく耳に入ってくる。

「自分を卑ひ下げすることなんてないだろ。この街がこんなに活気づいてるのは、自分達の仕事の結果なんだって胸張ればいいんだよ。あんた達が仕事しなけりゃ、どんな大金持ちだって裸はだかで過ごさなきゃなんないんだぞ」

　愚ぐ痴ちっていた男が噴ふき出す。

「金持ちも裸か！　そりゃあいいや！」

「衣食住を仕事にするのは、それだけすごいってことだよ」

　ニッと笑うその顔は、彼お得意の笑みだ。とにかく人に警戒心を抱いだかせない。そして抱いていたとしても、彼と話すと最後にはすっかり信しん頼らいを置いてしまう。とにかく辛しん抱ぼう強づよく話を聞いてくれ、寄りかかっても崩くずれない安心感がある。

　サニー・ウィルソン中尉が、この酒場に来るのはこれで七日目だ。西部で、出自不明なダイヤが出回っているということで、その調査にやって来ていた。

　サニーは、ロジャー・キーネスト准尉と共にダイヤの売り買いされている場所を調べている。イーノットの報告で、ダイヤが西部で採さい掘くつされた可能性があると聞き、サニー達も売り買いの場所を西部に定めていた。全国から集まった多くのダイヤが売り買いされているエセルヒルならば、紛まぎれ込みやすいだろうという考えだ。

　しかし、宝石関係者の口は固い。情報とツテが彼らの商売の生命線であるため、なかなか口を割ってくれないのだ。

　そこでサニー達が目をつけたのは、場所を提供する人間のことだった。常に同じ場所で売り買いをしていたら足がつきやすい。ならば取引をするたびに、場所を変えているはずだった。そういう場所を提供する人間は、一度きりが多いので口も緩ゆるいのではないか。

　というわけで、訪おとずれたのは酒場だった。酒場は情報の宝庫だと、サニーは手元の酒を呷あおりながら思う。

　酒場にやって来る人間は様々だ。普ふ段だんの生活の愚痴を吐はきだしに来る者、皆みんなの前で自じ慢まんしたいことがある者、久しぶりに会った友人との近きん況きよう報告。それらすべてに、情報という名の砂金が眠ねむっている。サニーはそれを上手に聞きだし、砂の中から気になる情報だけを掬すくい出す。それを繫つなぎ合わせることで、輝かがやく砂金──欲しい情報、価値のある情報を手にするのだ。

　──それに、仕事で酒が飲めるなんて、こんな素す晴ばらしいことってないぜ。

「どうもあんたと話すと心が軽くなるんだよなあ」

「そうか？　そりゃ光栄だね」

　サニーの目の前に並ぶ男達が一いつ斉せいに頷うなずいたので、少々の照れと罪悪感が胸に湧わき起こる。サニーは大工をやっていると身分を偽いつわり、この酒場に通っていた。地元の人間ともすっかり慣れ親しんでいる。

「で？　あんたの上司はどうなんだよ」

「俺の？」

　話を振ふられて、サニーは目を瞬かせた。確かに今日は、上司の愚痴を言い合って酒を飲んでいた。

　サニーは、己おのれの上司を思い浮うかべる。端たん整せいな顔にのる、金色の瞳。国の英えい雄ゆう。

「んー、そうだなあ。まあ、文句なく優ゆう秀しゆうだと思うよ。上の人間からは嫌きらわれてるが、部下達には慕したわれてるしな。状じよう況きよう判断が上手くて、決断を躊躇ためらわない。この人の後に付いていきたいって思わせる人ひと柄がらもある。だが、ムカつくところももちろんあるぞ」

「おお！　どんな？」

「女にモテすぎる」

　聞いていた男達が、訳知り顔で頷く。

「そりゃあ確かにムカつくな。男の敵だ！　で？　どうせ、とっかえひっかえ遊んでんだろ」

　サニーはくすりと笑った。

「ま、昔はそうだったかもしれないけど。今はたった一人に振り回されてる気がする。本人が自覚してるかは分からんが」

　鮮あざやかな赤毛が脳のう裏りに思い浮かぶ。

「まあ、ここはエセルヒルだ。服でも宝石でも買ってやれば、女も喜ぶだろう」

「あ、そうやって奥さん口説いたんだな？」

「まあなあ。ダイヤの指輪買って、どーんとプロポーズしたのよ」

「やるねえ」

　男達が好き勝手に話し出す。サニーはうんうんと相槌を打ちながら、さっと主導権を明け渡わたして聞き役に回る。

「あ、宝石と言えばさ、この前変なこと聞いたんだよ」

「変なこと？」

　チーズをぽいと口に放ほうり込んでいた、テーブルに座る中では一番年若い男が話し出す。

「俺さ、別の酒場で飲んでたんだけど。向かいの席に三人男が座っててさ。どうもその内の一人に、何か頼たのんでるみたいなんだよ。『目立たない、二十人ほどが集まれる場所を探してるんだが、どこかないだろうか』みたいなことをさ」

　サニーの眉まゆがピクリと動いた。だが、他ほかの人間は誰だれも気づかず、話に聞き入っている。

「その頼んでる男がさ、これがまた屈くつ強きような体してるんだよ。あんたみたいなさ」

　若い男が、向かいに座っているサニーを指差す。

「眼めつきが鋭するどくてさ、荒すさんだような顔してるくせに、背筋はビシッと伸のびてたのが印象的だったなあ。でさ、面おも白しろいのがもう一人、その男の相棒らしき男なんだけど。俺の見立てじゃ、ありゃ学者だな」

「学者ぁ？」

「そう。なんかさ、雰囲気とか話し方で分かるじゃん。なんか隠かくしたがってる感じだったけど」

「あー、まあなあ。俺達が来るような酒場だと、浮いて見えるかもしれねえな。お上品というか、物もの腰ごしがやっぱ違ちがうもんな」

「そうそう。怒おこってても汚きたない言葉遣づかいにはならないんだよ。『いなくなった今も、私の邪じや魔まをするのか』とか、『宝石も箱もすべて揃そろわなければ意味がない』とか興奮気味に言ってたけど。それでさ、その学者もどきが続けてこう言ってたんだ。『たとえ殺すことになっても、エメラルドの鍵かぎを見つけないといけない』って」

　陽気だった男達が、ぎょっとしたように目を見開く。さすがにサニーも表情を取り繕つくろうことなく、身を乗り出して聞いた。

「『殺すことになっても』？」

「そう。確かにそう聞こえた。俺もびっくりしちゃってさ。でもその後三人は、すぐ酒場から出て行っちゃったんだけどね。ほんと、目で追ってなかったら、いつ帰ったか分からないくらい気配がなかったなあ。屈強な男の方なんて、足音ひとつ立ててなかったぞ」

　そこでふと、若い男はサニーに視線をやった。

「そういえば、あんたも動作がきびきびしてるわりには、物音立てないよな。大工って皆そうなのか？」

　サニーは笑って肩かたを竦すくめた。

「体に染しみついてるんだろう、きっと」

「おいおい。なんか聞いちゃいけないこと聞いちゃったんじゃねえか？」

　少しだけ気まずさに顔を強こわ張ばらせ、それを打ち消すように男達が笑う。

「いやあ、俺もさ、自分の胸にしまっておくのが嫌いやになってさあ。ここで話してすっきりしたわ！」

　あっけらかんと笑うのを見て、男達も「俺達利用しやがって！」と軽口を言い合いながらまた酒を飲み始めた。

　そうして何事もなく、また話題が変わっていく。サニーはおもむろに立ち上がった。

「おっと。もうこんな時間か。俺、帰るわ」

「何だよ、もっと飲もうぜ！」

　サニーは首を振り、去り際ぎわに片目を瞑つぶってみせた。

「すまんな。奥さんに、酒は三杯ばいまでって言われてんだ」







　酒場から出て夜道を歩き出すと、スッと隣となりに大男が並んだ。

「きちんと飲みすぎないよう、加減したでしょうね？」

　大男の厳いかつい外見に鋭く睨にらまれると、大たい抵ていの人間は恐おそれをなし、赤子は絶対に泣き出す。だがサニーは、そんな大男の睨みものんびりと笑って受け流すだけだ。

　大男、ロジャー・キーネスト准じゆん尉いがその外見に似合わず、穏おだやかで優やさしく、かなりの泣き虫であることを知っているからである。

　いつも行動を共にするロジャーだが、酒の飲めない彼は、酒場への調査をサニーに任せていた。しかし、サニーには色々と前科があるため、かなり心配しているのだ。

「三杯までだろ？　心配すんなって、きっちり守ってるよ。……でもなあ、三杯なんて、体ならしにもなんねーぞ」

「何の体ならしですか。裸はだか踊おどりの？」

　素早く切り返されて、サニーは呆あきれた声を上げた。

「そんな前のこと、まだ根に持ってんのかお前は。しつこいぞ」

　数年前、サニーはロジャーを引きつれて酒場に入り、ベロベロになったあげくに、他の客もいる前で裸踊りをするという失態を演じていた。

「私がどれだけ恥はずかしかったか分かりますかっ？　全ぜん裸らで踊り始めたあなたと一いつ緒しよに酒場から追い出された時のことを！　外に出た瞬しゆん間かん、あなたの腰こし元もとにとっさに軍服を巻きつけた私を褒ほめてほしいですよ！」

「すまん、覚えてねえ」

「でしょうね！　その後、気持ちよさそうに熟じゆく睡すいしたあなたをおぶって基地に戻もどったんですよ！　重いし寒いし、時々腰に巻きつけた軍服が解けそうになるわで……。それから数週間は、基地の皆の笑い者にされたじゃないですか！」

「おっかしーなあ」とサニーはガリガリと頭を搔かいた。そして、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべる。

「それも覚えてねえ」

「素面しらふの時も覚えてないって、一体いつなら覚えてられるんですか、あなたは！」

　かんかんに怒るロジャーをひとしきりからかって、サニーはようやく表情を正した。

「さて、と。少しよう佐さに報告しに行くぞ。准尉」

　ロジャーもハッと表情を改める。

「何か、有益な情報を摑つかんだんですか？」

「──たぶんな。俺の勘かんはそう言ってる」

　二人は夜道を、大通りへ向かって足早に進んでいった。
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　翌日、ケイトとリオはエセルヒルの駅にいた。ミラとマウラが、見送りに駅まで送ってくれたのだった。

「これ、私の連れん絡らく先よ。何かあったらかけて」

　ミラが小さな紙を差し出した。

「昨日のパーティでは手がかりは見つけられなかったけど、引き続き探しておくわ」

　ケイトはぱっと顔を上げた。

「いいんですか？」

「手当てしてくれたお礼よ。任せて。私の情じよう報ほう網もうを甘くみないでちょうだい」

　頼もしいミラの言葉に頷うなずいて、ケイトとリオは汽車に乗り込んだ。

　汽車が動き出す。車窓をずっと眺ながめるケイトに、リオが遠えん慮りよがちに声をかける。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　気き遣づかうような声こわ色いろに、ケイトは力強く頷いてみせる。

「もう大丈夫よ。元気になったから」

　イーノットが部屋から出て行った後、結局ケイトは、ミラとリオに小部屋で何があったのか話す羽目になった。聞くなり、さっと顔を強張らせたリオは、ケイトを見失ったことで自分を責めているようだった。だが、見失ったのはケイトの方でリオは何も悪くない。だから、リオが気にすることなどないのだと言ってきかせた。だがそれでも、リオの気はすまなかったようだ。

　ケイトは笑みを浮かべて、リオに向き直る。

「心配してくれてありがと」

　そう口にした瞬間、ぎゅっと胸が痛んだ。ケイトは昨日イーノットに、お礼のひとつもしなかった。助けに来てくれたのに、ありがとうも言えないまま別れてしまった。

　──今度会った時に、ちゃんと謝らなくちゃ。お礼も言わないと。

　ケイトは胸に誓ちかう。だが、部屋を出て行く時のイーノットの背中を思い出して、俯うつむいてしまう。

　──会える日が、ちゃんと来るのかな。

　自分とイーノットを繫つなぐ糸はなんと細いのだろうかと、ケイトは思わずにはいられなかった。







　三章　冬空のダイヤモンド







　エセルヒルから戻った翌日から、また解かい剖ぼう実習は再開された。

　ケイトはランド教授の後ろに控ひかえ、補助に回りながらも、解剖の様子を少しでも見ようとメモを片手に観察していた。

　その時、ふいに脇わき腹ばらを肘ひじで押される。

「どいてくれない？　邪じや魔まなんだけど」

　メスを持っていた学生が、憮ぶ然ぜんとした表情でケイトを見ていた。色素の薄うすい肌はだにそばかすがのっていて、栗くり色いろの髪かみはきっちり整えられている。ロビンという学生だった。

「あ。ごめんなさい」

　ケイトは慌あわてて一歩下がる。観察したくても、実際に解剖を行っている学生の邪魔をしてはいけない。

「そうやって覗のぞき込まれると、集中できないんだよね」

「そうそう。ランド教授の後ろに控えてればいいのに」

　ロビンの言葉に触しよく発はつされたのか、同じ班の学生達がそんな風に声を上げる。

　その時、ロビンがいいことを思いついたとばかりに、口の端はしをぎゅっと持ち上げた。

「ねえ、実習補助さん。俺がいつも使ってる医術書があるんだけどさ。講義室に忘れてきたみたいなんだ。取りに行ってくれない？」

　ケイトは唇くちびるを嚙かみしめた。実習室から締しめ出そうとしていることが分かったからだ。医術書なんて本当は欲ほつしていない。現に頼たのんだ本人も周りの学生達も、ケイトを見て笑っている。

「自分で取りに行って。忘れたのはあなただし、あなたの本なんでしょう？」

　ケイトは決然と顔を上げてそう跳はね除のける。ロビンは一いつ瞬しゆんムッとするものの、またすぐに笑みを浮かべて、ランド教授を呼んだ。

「何ですか」と、他ほかの班を見ていたランド教授がやって来る。

「ケイトに、僕の医術書を取りに行ってもらっていいですか？　ほら、僕は今手が離はなせなくて。ケイトならどこの班にも属していませんし」

　ランド教授は、ロビンを見、ケイトを見つめた後に言った。

「行ってあげなさい、ケイト」

　勝ち誇ほこったように、ロビンの表情が輝かがやく。

「どうしてですか、教授！　私は……」

「君が行くのが、一番効率がいいだろう」

「そういうことじゃありません！」

「ケイト！　ここは神聖な実習室です。ご遺体を前にして、言い争う場ではないのですよ」

　抗こう議ぎの声を上げると、ランド教授はそう言ってケイトの口を閉じさせた。

「ほら、早く行ったら？」

「そのまま戻もどってこなくてもいいよ」

　にやにやとロビン達が声をかける。ケイトは拳こぶしを握にぎりしめると、実習室から出た。背後にくすくすと、忍しのび笑いが聞こえる。

　──くやしい！　どうしてこんなことになるの！

　実習室の扉とびらを閉めた途と端たん、ケイトはずるずるとその場に座り込む。

　もういやだ、と思う。いつまでこんなことをしなければいけないのか。卒業までずっと？　すべての勉強が終わった後、果たして自分は医師と名乗れるのだろうか。

　──……解剖実習さえ受けられないのに？

　ふいに、衝しよう動どう的な怒いかりにかられた。医術書など、ロビンの顔に叩たたきつけてやりたい。ランド教授に、「こんな意味のない実習なんてやめる」と言ってやりたい。

　そう。やろうと思えば今すぐやれる。そしてケイトは、二度と実習室には行かなくなる。

　諦あきらめて放ほうり出すことなど、簡単なことなのだ。

　それがどんなに楽なことなのか分かる。

　──でも。

　ケイトは一度ぎゅっと目を瞑つぶって、涙なみだをやり過ごす。実習室の中からは、ランド教授が次に行う解剖の過程を説明している。ケイトがいないからといって、実習は待ってくれない。

　泣いている時間などないのだ。早く実習室に戻らなければ、観察することさえできない。

　意味のない実習なら、自分で意味を作るしかない。何でもいいから吸収して、学ばなくては。

『みっともなく縋すがっていないで、さっさと諦めればいいのにな』

　学生に言われた言葉を思い出す。

　──みっともなくたっていい。諦めたりしない。

　ケイトは立ち上がり、医術書を取りに走った。










　翌日、朝から実習があるため、ケイトはランド教授から鍵かぎをもらって実習室にいた。実習室の隣となりにある、道具などが置かれている小部屋に入っていく。

　今日使う道具を出していると、ふと小さな違い和わ感かんにとらわれる。

　──あれ、何だろ。何か違ちがうような……。

　ケイトは辺りを見回す。実習が始まってから、ケイトは毎日ここに来ていた。実習が始まる前と終わった後、鍵を最後に締めるのもケイトの役目になっている。

　──物の置かれた位置が、ちょっとずつ違う……？

　違和感の正体に気付くも、ケイトは首を傾かしげた。昨日帰る時も、鍵を締めたのはケイトだった。それから実習は行われていないし、今日も朝一番でここに来ている。

「ランド教授が何か探しに来たのかな……」

　一番可能性のある答えを呟つぶやいてみるが、やはりしっくりこなかった。ランド教授は解剖実習を担当している。この部屋のどこに何があるのか、一番把は握あくしているだろう。だが、今の部屋の状じよう況きようは、棚たなに置かれた書しよ籍せき、ホルマリン漬づけの容器、そして道具の置かれた引き出しなど、すべてが少しずつその位置をずらしている。

　──そう、まるで泥どろ棒ぼうが、やみくもに部屋の中を探し回ったみたいな……。

　そこまで考えて、『泥棒』と考えた自分の思考にぎょっとする。

　鍵もきちんと締まっていたのだから、そんなはずはないと考えて、ケイトはその違和感をとりあえず頭から締め出した。










　そうしてこの日の解剖実習と講義のすべてが終わり、ケイトはリオと夜道を歩いていた。

　図書館で勉強していて時間が過ぎてしまい、リオがケイトを家まで送ると申し出たためだ。

「ねえリオ。別に私大だい丈じよう夫ぶよ？」

「大丈夫じゃない」

「だって、リオと私の家、反対方向じゃない。リオが家に帰るのが遅おそくなっちゃうわよ。ね？　私なら平気よ。ちゃんと明るい所を通って帰るし。リオは今からでも戻って──」

　そこでケイトは言葉を切った。リオが真しん剣けんな表情で、ケイトを見つめていたからだ。

「『大丈夫』、『平気』、『心配しないで』。俺は最近、お前にそんな言葉ばかり言われている気がする」

「そう、かな」

「俺はそんなに頼たよりないか」

　ケイトは驚おどろいて、頭をぶんぶんと横に振ふった。

「まさか！　そんなことないわよ。そうじゃなくて、本当に大丈夫だし、心配することないから言っただけで……」

「じゃあ無意識なんだな。だったらここではっきりと言っておく。──いいか、ケイト」

　リオは足を止め、ケイトに向き直った。

「俺は、お前の味方だ。困ったことがあれば助けたいと思っている。だから、勝手に自分で押し込めないで、俺に言え。漠ばく然ぜんとした不安でも愚ぐ痴ちでも何でもいい。言ってもしょうがないと思って言葉を飲み込むな」

「……リオ」

「友達ってそういうものだろう」

　それ以上、ケイトの視線に耐たえられなかったのか、リオはぷいと顔を背そむけて歩き出した。

「ほら、行くぞ」

　照れ屋で皮肉屋で、でもとても優やさしいケイトの友人。ケイトは駆かけ寄って、リオの横に並んで歩き出す。周りはケイト達しかおらず、街灯だけがポツポツと行く先を照らしている。

「じゃあ、ちょっと愚痴ってみるけどね。私、実はロビンのこと医術書でぶっ叩きたいって思っちゃった」

　そうっと小声で言うと、横でリオが噴ふき出す。

「奇き遇ぐうだな。俺もしょっちゅうそう思ってるよ」

　リオの笑え顔がおを見て、少しだけ、心が軽くなった気がした。

「他は？　俺はたくさんあるぞ」

　優しく促うながされて、ケイトが口を開こうとした時だった。

　暗がりから、五人の男達が飛び出してきた。身構える暇ひまもなく、ケイトとリオは男達に羽は交がい絞じめにされる。更さらに声を出さないよう手て袋ぶくろを嵌はめた手で口を覆おおわれた。そのまま細い路地裏へと引きずり込まれる。

「んーっ！」

　何とか声を出そうと、ケイトは喉のどを震ふるわせる。意味のない音ではあるが、出さないよりはいい。誰だれか道を通る人間が気付いてくれるかもしれない。

　が、すぐにその声は途と絶だえた。ケイトを拘こう束そくする男が、喉に手をかけたからだ。

「暴れるな。声も出すんじゃない」

　じわりと、冷や汗あせが噴き出る。リオも男に二人がかりで押さえつけられ、どうすることもできないようだった。ケイトとリオを拘束するために、三人もの人間を使って自由を奪うばっている。

　残りの二人の男が、ケイトとリオのカバンを奪って中を調べ始めた。

　──な、何？　何を探してるの？

　散々中身を調べた後、今度はケイトとリオの前に立ち、ポケットなどに手を伸のばしてきた。知らない人間に体を触さわられてぞっとする。しかし、男達はただ一心に、何かを探している。

　ふいに、ケイトの首元に手が回った。銀の鎖くさりの存在に気付き、それを取り出される。

　それは、遺体の中から見つかったあの鍵だった。ケイトはそれを、首にかけて保管していた。

「あった！　これだ！」

　男の一人が声を上げる。

　鎖ごと引きちぎろうとする手に、ケイトはとっさに嚙かみついていた。

「うあっ」

　思ったよりも辺りに響ひびいた悲鳴に動どう揺ようし、少しだけ背後から摑つかまれた腕うでの拘束が緩ゆるまる。

「あっ」

　また悲鳴が聞こえる。驚いて見返すと、リオが、拘束していた男の腕を捻ひねりあげている。目を瞬まばたく暇もなく、リオはもう一人の向こう脛ずねを蹴けり上げて、ケイトを拘束している男に体当たりした。

　捕つかまえられていた腕が離はなされる、と思ったらまた摑まれた。だがその手はリオのものだ。

「走れ！」

　ケイトはリオに手を引かれ、転がるように路地裏の奥へと走り出した。







　荒あらい息いき遣づかいだけが聞こえる。心臓がドクドクと動き、少し休ませろと悲鳴を上げているようだった。だが、背後からは足音が迫せまっており、それもできない。とにかく走り続けるしかない。

　だが、それももう限界だった。腕を引っ張られる手首が痛い。リオの走る速度に引き離されているのだ。

　力づけるように、リオが強く腕を引っ張る。そのまま車の通れる道まで出た。

　辺りを見回すが、車も人もいない。まだ走らなければいけないのかと思った瞬しゆん間かんだった。

　真横からライトに照らされ、思わず目を瞑つぶる。

　車がとまる音がして、聞き覚えのある穏おだやかな声が降ってきた。

「あれえ？　もしかしてケイトさんですか？」
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　安あん堵どで涙なみだが出そうだった。車の窓から顔を出したのは、ロジャーだった。今度はケイトがリオの腕を引いて、車に飛び乗る。

「准じゆん尉い！　車発進させてっ」

「は？」

「早く！」

　突とつ然ぜん後ろの席に乗り込んだ二人に目を白黒させながらも、ロジャーは言われた通りに車を動かしてくれた。

　後ろを振り返ると、追ってきた男達が走り出す車を悔くやしそうに睨にらみつけている。だがすぐに、路地裏へと姿を消した。ケイトとリオは、互たがいに大きく息を吐はいた。

「助かった……」

「一体どうしたんです？」

　ただならぬ二人の雰ふん囲い気きに、ロジャーは表情を改める。

「し、知らない男達に追われてたの……」

「なんですって！」

　ロジャーが思わず後ろを振り向く。

「わあっ、准尉っ！　前見て！」

「ああ……、すみません。全く身に覚えはないんですか？」

　ケイトとリオは顔を見合わせる。ケイトはそっと首元から鍵かぎを取り出した。

「よく分からないんですけど、この鍵を探してたみたいで」

　またロジャーが後ろを向く。そして、鍵を見てはっと目を見開いた。

「その鍵……」

「だから准尉！　前見て！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。目を瞑ってたって運転できますから」

　笑みを浮うかべて、ロジャーがさらりと口にする。ケイトとリオは顔を見合わせた。

　冗じよう談だんなのか、本気なのか。だがロジャーは、当たり前のことのように話し、まるで気負いがない。その鮮あざやかなハンドルさばきを見ていると、真実のように思えてくる。

　ロジャーは前に視線を戻もどすと、きゅっと口元を引き結んだ。

「とにかく、その鍵の話は、ゆっくり基地でしましょう」

「え？　基地って南部基地？　今から行くの？」

「ええ。でもその前に、少々振り切らなくてはならないようです。──追ってきている」

　リオが弾はじかれたように後ろを振り向く。

「あいつらだ！」

　ケイトも視線を向けると、黒くろ塗ぬりの車に、さきほどの男達が乗って追いかけてきていた。

「摑まっていてくださいね」

　言うなり、ロジャーはハンドルを切った。

　流れるような動作で、細道へと入っていく。車が通れるギリギリの道みち幅はばで、今にも側面が当たってしまいそうである。前を見れば、更に狭せまい道が控ひかえている。

「こ、この道大だい丈じよう夫ぶなのっ」

「大丈夫ですよ。ウィングヒルの道はすべて頭に入ってます。車が通れる道、通れない道、きちんと把は握あくしてますから」

　何でもないように言うが、それはすごいことなのではないだろうか。ケイトとリオが呆ぼう然ぜんとしていると、後ろから音がして振ふり返る。男達の車が負けじと追ってきている。

「さて。追い込みますか」

「えっ？　逃にげるんじゃないの？」

　言うなりまた大きくハンドルを切る。ケイトとリオの体が傾かたむき、後部座席に倒たおれ込んだ。

　細道を、ためらうことなくどんどん進んでいく。頭にすべて入っているというのは噓うそではないのだ。ふいに大通りに出て、またすぐに裏道へと戻る。

　そこでロジャーは行き止まりになっている道に車を止めて、ライトを消した。ケイト達を追って来た車が細道へと入ってくる。次の瞬間、ロジャーは瞬またたく間に車を発進させた。

　ここで形勢が逆転する。追われる側が、追う側へと変化する。狭い道ゆえ、前を進む男達は、ロジャーの車に急せき立てられるまま進むしかない。

「このまま進めば、先は行き止まりです。そこまで追い込みましょう」

　だからこそ走り回ってこの道まで誘ゆう導どうしたのだと分かり、ケイトは息を吞のんだ。普ふ段だんは穏やかに、ゆっくりと車を走らせる様しか見たことがなかった。しかし、こうした非常事態でのロジャーの運転技術は素人しろうとのケイトから見ても高く感じられた。イーノットが彼の能力を認め、信しん頼らいして部下として置いているのが分かる。

　だがその時、ふいに目の前に人が飛び出してきた。ロジャーが急ブレーキを踏ふむ。ケイトとリオも、前のめりで体がガクンと揺ゆれた。

　慌あわてて前を向くと、車の前で老人が腰こしを抜ぬかしたようにしゃがみこんでいる。

「大丈夫ですか！」

　ケイトが車から出ようとすると、ロジャーにとめられる。

「ケイトさん達は出ないで。俺が見てきます」

　ロジャーが老人に駆かけ寄る。幸い怪け我がはないようだった。

　しかし、その間に男達には逃げられてしまった。ケイト達が行き止まりまで来た時は、すでに車が乗り捨てられているだけで、男達の姿はなくなっていた。










　ウェスハバート王国南部基地は、出世街かい道どうを進むために一度は所属しておきたい基地である。南部基地に異動になってそこで何年か働いた後、首都にある総司令部へと栄転していくのが一いつ般ぱん的になっているためだ。

　ゆえに優ゆう秀しゆうな人材がそろい、きっちりと統制のとれた基地運営がなされている。

　ロジャーはケイト達を引きつれて、基地の廊ろう下かを歩いていく。一般市民が、基地の奥まで行くのは珍めずらしいのか、すれ違ちがう軍人達が興味深そうに二人を見やる。

　その時、のんびりとした声がかかった。

「おおっと。ロジャー・キーネスト准尉、止まりたまえ。私を無視していくつもりかい？」

　ぎょっとしたようにロジャーが振り向く。

「しょっ、少将………！」

　慌てたようにビシッと背筋を伸のばし、敬礼をするロジャーの姿に、ケイトも目の前の人間をまじまじ見つめた。

　白はく髪はつに、口くち髭ひげをたくわえた初老の男性。しかし、胸むな元もとには数えきれないほどの戦功章が飾かざられている。優やさし気な風ふう貌ぼうなのに、深い紫むらさき色の瞳ひとみに見つめられると、自然と背筋が伸びるような、そんな雰囲気を感じさせる人物だった。

　ブラウン・ファーニー少将。目の前にいるのは、ここ南部基地を統すべる最高司令官だ。

「な、なぜ少将がここに？」

「この基地で私が知らぬことなどないのだよ、准尉。私に挨あい拶さつもなしに少しよう佐さのところへ行かせるなど、全く腹立たしいね。私も赤毛の女め神がみに会いたかったというのに」

　そこでブラウンは、穏おだやかにケイトに笑いかけた。

「やあ。君が噂うわさの女神だね」

　差し出された手を握にぎりながら、ケイトは緊きん張ちようしつつも訂てい正せいする。

「女神だなんて、やめてください」

　にこやかにケイトを見つめるブラウンに向かって、丁てい寧ねいに腰を折った。

「初めまして、ケイト・エドモンドと申します」

「リオ・アーノルドです」

　リオも緊張のせいなのか、若じやつ干かん顔を強こわ張ばらせながら頭を下げた。

「よしよし、二人とも。私の執しつ務む室でお茶でもどうかね？　少佐の部屋より何倍も広いし、居い心ごこ地ちもいいぞ。そうそう、お菓か子しもある……」

「少将！」

　すると廊下の先から、イーノットがやって来た。眉まゆ根ねを寄せて、見るからに機き嫌げんが悪い。後ろには、ローワン・テイ大たい尉いの姿もある。今日もきっちりと皺しわひとつなく軍服を着こなし、黒くろ髪かみも少しも乱れたところがない。

「何だね。君は執務室で、ぼけっと待っていればいいものを」

「あなたこそ、ホイホイと執務室から勝手に出ていかないでください」

「私だって、君の女神と話したいじゃないか」

　イーノットは、頭が痛いとばかりに額に手をやる。

「『君の女神』って……。その名めい称しようは何ですか？　おやめください」

「いやいや、照れなくてもいい。それとも、話すのもだめなのか？　なんと心が狭いんだ君は」

「少将……、いい加減に」

「えー、失礼。少将、お話し中申し訳ありませんが、フレド大たい佐さがお呼びです」

　ローワンがイーノットの横から声をかけた。途と端たんにブラウンが顔を顰しかめる。

「フレド大佐が？　何だね一体。奴やつの話はしつこくて長いから嫌いやなんだ……。君の差し金じゃないだろうね？」

　ちらりと恨うらめし気にイーノットを見つめる。

「まさか」

　イーノットはしれっとした顔でブラウンの視線を受け流すと、ケイトとリオに向かって声をかけた。

「さあ、私の執務室へ行こう」

　ブラウンに頭を下げて、すれ違う瞬しゆん間かん。

「ケイト君」

　名前を呼ばれて、足が止まる。考えの読めない紫むらさき色いろの瞳がケイトを見つめていた。

「あの男の隣となりに立つのは大変だよ」

「え？」

「覚かく悟ごがないならやめたほうがいい」

　そう言うと、ブラウンは颯さつ爽そうと踵きびすを返し、廊下を歩いて行った。







「……鍵かぎ、か」

　イーノットは目の前に置かれた鍵を見つめながら、口を閉とざした。

　執務室へと入ったケイトとリオは、来客用のソファに座り、促うながされるままに襲おそわれた時のことを話した。ロジャーが補足しながら、イーノットへの報告を終える。

　イーノットは少し考えた後、ケイトとリオに視線を向けた。

「君達を襲ってきた男達について、何か気付いたことはないか？」

「気付いたこと？」

「ああ。何でもいい。雰ふん囲い気きや、話し方、どんな些さ細さいなことでも構わない」

　ケイトとリオは困こん惑わくげに顔を見合わせた。リオがおずおずと口に出す。

「気付いたことって言っても……、逃にげるのに必死で、何がなんだか……。ただ、そうですね。気配がなかった」

　リオが襲われた時のことを思い出すように目を閉じる。

「気配が、ない？」

「俺達を捕つかまえるために暗がりで隠かくれてたんでしょうけど、全く気配がありませんでした。本当に、突とつ然ぜんその場に現れたように感じて……」

　言った本人のリオも、よく分からないといった顔で黙だまり込む。その様子を見て、ロジャーが話し始めた。

「ただの素人には見えませんでした。俺の運転にも、何とか食くらいついて追ってきていましたし」

「……素人じゃない……」

　イーノットは目を眇すがめた。机の上には、鎖くさりがついたままの鍵が置かれている。持ち手には緑の宝石。

『たとえ殺すことになっても、エメラルドの鍵を見つけないといけない』

　サニー達の報告で上がっていた、エセルヒルの酒場で学者風の男が言ったという言葉。そして今、イーノットの目の前にある鍵。鍵が胃の中から見つかったという男の遺族が住むのもまた、エセルヒルだ。目の前にある緑の宝石がエメラルドであることは、間ま違ちがいないだろう。

　偶ぐう然ぜん？　いや、そんなはずはない。

　ふと、視線を感じてイーノットは顔を上げた。ケイトがこちらを見ている。しかしすぐに気まずそうに視線を逸そらした。

　溜ため息いきを吐つきそうになるのを堪こらえる。ぎこちないこの距きよ離り感かんがもどかしかった。

　──とにかく、今はこの問題をどうするかだ。

「鍵は私が預かる。二人には護衛を付けよう。──リオ」

　名前を呼ばれて、リオが顔を上げる。

「君はご家族と暮らしているんだったな」

「ええ……」

「軍人一家だ。君の家に乗り込むような馬ば鹿かはいないだろう」

　イーノットはリオからケイトに視線を移した。

「問題は君だ。一人暮らしの君は狙ねらわれやすいだろう。今日から隠れ家がに来なさい」

「えっ」

「君の身の安全のためだ。その方がこちらも守りやすい」

　隠れ家とは、イーノットの住む家とは別に用意している場所で、身を潜ひそめたり、秘ひ密みつ裡りに話し合いを行うために使われていた。

　ケイトの瞳が揺ゆれて、逡しゆん巡じゆんしているのが分かる。断られても無理やり連れていくつもりでいた。

　やがてケイトが、小さく頷うなずいた。

「……よろしくお願いします」

「ああ」

　イーノットはケイトの赤毛に手を伸のばしそうになって、やめた。

「では、話は終わりだ。准じゆん尉い、後は頼たのむ」

　部屋の隅すみに控ひかえるロジャーが頷き、二人を促して部屋から出て行く。

　閉じられた扉とびらを一いち瞥べつし、イーノットは目の前の書類へと視線を移した。
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　勉強の手を止めて、ケイトは壁かべにかかった時計を見つめる。

　夜の十二時。もう眠ねむらないと、明日の講義が辛つらくなる。それでも、ケイトの目は冴さえたままだった。

　隠れ家に移って三日になる。ロジャーが大学まで送り迎むかえをしてくれて、隠れ家にはサニーやティムが時々顔を出してくれた。だが、イーノットとは執務室で会って以来、顔を合わせていない。

　謝ることもお礼も言えないまま、時間だけが過ぎていく。

「あーっ、もう。……何やってんだろ、私……」

　机に突つっ伏ぷして、ぼんやりと視線を彷徨さまよわせる。ふと、カバンの中からはみ出た雑誌に手が伸びた。

　はらりと捲めくれば、綺き麗れいな服達が目を楽しませてくれる。

「まだ勉強してるのか？」

　その声に、ケイトは勢いよく顔を上げた。扉の前に、イーノットが立っている。

「な、入ってきたら、そう声をかけてくださいよっ」

　いつもそうだった。イーノットは気配がない。猫ねこのように近づいてきて、気付いた時には背後に回られている。これが軍人というものなのかと、いつも不思議で、そして心臓に悪い思いをしていた。

「今、声をかけたじゃないか」

　くすりとイーノットが笑えみを浮うかべる。

　──あ。笑った……。

　久しぶりにイーノットの笑顔を見たようで、どぎまぎしてしまう。自分の言った言葉で笑顔になってくれるのは、とても嬉うれしいことだ。だがなぜかイーノット相手だと、嬉しいのと同じくらいに、そわそわと胸が騒さわぐ。

　ケイトは心臓の高鳴りを抑おさえこむように、胸むな元もとに手を当てた。その時、ふとイーノットが何かをじっと見つめていることに気付き、その視線を追う。

　彼が見ているのは、あの雑誌だった。

　ものすごい勢いで雑誌に飛びつき、グチャグチャになるのも構わず、無理やりカバンに押し込む。

「約束を覚えてくれていたんだな」

「ち、違ちがいます、これは」

　顔が熱くなり、耳まで真っ赤になるのが分かった。

「楽しみにしてるよ」

「だから、違……」

「きっと、何を着ても似合う」

　ケイトは、カバンの端はしをぎゅうと握にぎり締しめた。

「……私は、白衣が着られればそれでいいんです」

「もちろん。この国で一番白衣の似合う女性になるんだろう？」

　お世辞でも嫌いや味みでもなく、ただケイトのことを信しん頼らいして言ってくれている。何の衒てらいもなく放たれた言葉が、どれだけケイトの胸を熱くするのか、彼は知らないのだ。

「だが、それに固こ執しゆうすることはない。興味を持ったのなら、色々試ためしてみればいい」

「興味なんか、持ってません」

　雑誌まで買っておいて、どの口がそんなことを言うのかと自分で呆あきれ果てる。

　イーノットは口を閉とざし、ゆっくりとケイトの目の前にある椅い子すに腰かける。それから、じっとケイトを見つめた。

「何かあったのか？」

「何も」

　ああ、だめだとケイトは慌あわてる。否定するのが早すぎた。これでは、何かあったと言っているようなものだ。

「君は忘れっぽいんだな」

「え？」

　イーノットが言った言葉にひっかかり、ケイトは眉まゆを寄せた。

「私、記き憶おく力はいいほうですよ」

「だが、勉強だけにしか生かされていないようだ」

「そんなこと……」

「それとも、私との会話だけ覚えていられないのか？」

　ケイトが目を瞬まばたく。その様を見て、イーノットは穏おだやかに笑った。

「時には息いき抜ぬきも必要だと、私は言わなかったか」

　ケイトの脳のう裏りに、秋に病院実習へ行った時のことが思い出される。悩なやんでいたケイトに、イーノットはそう声をかけてくれたのだ。イーノットの腕うでの中で泣いてしまった記憶も一いつ緒しよに甦よみがえってきてしまい、ケイトの頰ほおがカッと熱くなる。

「思い出したか？　泣きたいなら、泣いてもいい。そうも言ったな」

「……私、泣きそうな顔してますか」

「いや。だが、何かを押し殺しているような感じはする。そういう辛い表情をするくらいなら、感情を爆ばく発はつさせて大泣きしてくれた方がいい」

　ケイトは唇くちびるを嚙かみしめる。

　──何で、そんなこと言うの。

「泣きません」

「そうか。だが、私の言った言葉は覚えておいてくれ。その優ゆう秀しゆうな脳みそに、しっかり刻んでおきなさい」

　そんなことをしなくても、イーノットの存在はすでにケイトの頭と心にすっかり焼き付いて離はなれない。彼の言葉を、宝物のように大事にする自分がいる。必要以上に反発して、素す直なおになれない自分がいる。

　イーノットの一挙手一投足に、勝手に振ふり回されている。イーノットは普ふ段だん通りなのに、ケイトだけが動どう揺ようしている。

　上う手まく呼吸ができない。心の奥から湧わき上がってくる何かが、喉のどをふさいでしまっているようだ。

「約束のことですけど。……バイオリンは、ちゃんと弾ひきます。でも、着き飾かざるのは……やめたんです。あれはなかったことにしてください」

「なぜ」

　問う声は静かだった。ケイトは何も言わず、首を横に振る。だが、イーノットはもちろん納なつ得とくしない。

「ケイト」

　たった三文字のその言葉は、イーノットが口にした時だけ、ものすごい力でケイトを搔かき回す。心の内を引っ張り出される。

「……私は、立派なお医者様になりたいんです」

「ああ、知っている。だがそれが、約束と何の関係があるんだ？」

「着飾ることなんて、お医者様になるのに何の関係もないことです。そんな、女性が楽しむようなこと、私はしてる場合じゃないんです。『女だから』なんて言わせない、……お医者様になりたいのに」

　引き寄せられるように、目の前の金の瞳ひとみを見つめ返した。

　この人を目の前にすると、いつも外見を気にしている自分がいる。

　隈くまが出ているから、顔を見られたくない。髪かみがボサボサだから、きちんと梳とかしたい。

　綺麗な服を着て。

「それなのに、少しよう佐さの前だと……、もっと着飾りたいって思うんです。もっと綺麗になりたいって」

　この人の、隣となりに並びたい。

　驚おどろいたように金の瞳が見開く様を、どこか遠い所を眺ながめるようにケイトは見つめた。

　時が止まったように、どちらも動かず、何の音もしない。時計の音だけが耳に刻まれて、それを聞いていると、ようやく自分の口にしたことの意味が頭に沁しみ込んできた。

　……あれ。

　待って。

　──私、今、何言っ──。

　先ほどの比ではなかった。体中が熱くなり、首筋まで赤に染まる。

　目の前の人の、顔など見られない。俯うつむいたまま、冷静を装よそおいつつ笑ってみせる。

「……なんて。あははは。何言ってるんだろ私。冗じよう談だんです冗談」

　返事はない。

「あのっ、私もそろそろ休もうかなって──」

　言葉が途と切ぎれた。腕が伸のびてきて、後頭部に大きな手が回る。そのまま抱だきすくめられた。

　軍服の黒だけが視界にあって、イーノットの表情を見ることはできない。ドクドクと自分の心臓の音がうるさくて、それが相手に伝わってしまうのではないかと身じろぎする。すると、なぜかいっそうきつく抱き込まれた。

　──何だろう、これ……。

　怖こわくて、腕から抜ぬけ出したいと思うのに、ずっとこのままでいたいとも思う。相反する思いが心を両りよう端はしから引っ張って、胸が痛くなる。
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　やがて、背中にあったイーノットの手がケイトの肩かたに置かれる。すっと体を離されて、ケイトはイーノットと真正面で向き合った。

　真しん剣けんな表情で、ケイトには何を考えているのかなど分からない。ただただ金の瞳に吸い寄せられて、それ以外見えなくなった。

「──少……」




「お姉さーん、遊びに来たよー！」

　ノックもなしに扉とびらが豪ごう快かいに開かれた。

　ティムが扉の前で、パチリと瞬きしている。

「あれ？」

　部屋に漂ただよう雰ふん囲い気きと二人の姿を見て、ティムは無む邪じや気きな様子で首を傾かしげた。

「もしかして、僕お邪じや魔まだった？」

「──いや」

　イーノットはケイトを優やさしく押し戻もどし、立ち上がる。何事もなかったように、ティムに話しかけた。

「ティム。遊びに来たと言っても、もう夜だ。彼女はもう休む。私と一緒に基地に戻るんだ」

「えーっ、せっかく来たのに」

　そこでティムがちらりとケイトに視線を寄よ越こす。イーノットと違ちがい、とても普ふ通つうの顔などできない。視線から逃のがれるように、ケイトは俯いた。

「……ま、しょうがないか。基地まで少佐の護衛をいたしましょ。じゃあね、お姉さん」

「う、うん」

　そのままイーノット達は出て行った。

　ケイトはへなへなと机に突つっ伏ぷす。

　──何だったんだろう……、今の……。

「顔が熱い……」

　今日、自分はきちんと眠ねむれるのだろうかと、ケイトはぼんやりと思った。







「ごめんね」

　基地に向かう車の中で、ティムが言った。

「……何が」

「どう考えてもお邪魔だったよなあと思って。でもね、さすがにあれはワザとじゃないよ？　僕だって、茶ちや化かしていい場面とそうじゃない場面くらい分かるもん」

　イーノットは車窓に視線を向けたまま、呟つぶやく。

「いや、むしろ入ってきてくれて助かった」

「そうなの？」

「ああ」

　そこでイーノットはがしがしと頭を搔き、ごつんと頭を窓に押し付けた。










　翌日、案の定ケイトは寝ね過すごした。ロジャーが車で送ってくれなければ、確実に遅ち刻こくだっただろう。

　講義室に駆かけ込んだケイトに、すぐさまリオが声をかけた。

「あ、リオ。おはよう」

「ケイト、ミラさんから連れん絡らくが来たぞ！」

「えっ」

　ミラには、リオの連絡先を教えていた。何か分かったら知らせてくれと頼たのんでいたのだ。

「ご遺族の居場所が分かったらしい」

　授業をすべて終えると、ケイトはリオと一いつ緒しよに、校門から少し出たところで停とまっている車まで急いだ。

「お疲つかれ様です、准じゆん尉い」

「お疲れ様です。さあ乗って。隠かくれ家がで少佐が待ってます」

　ケイト達が乗り込むと、ロジャーが車を発進させた。

　ケイトの持っていた鍵かぎは、どうやらイーノットが追っている事件と繫つながっているらしい。何かあったら報告するように言われていた。ミラの連絡も、すぐさまロジャーを通してイーノットに知らせたのだった。

　隠れ家では、イーノット、ローワン、サニー、ティムが待っていた。

「お姉さん、エセルヒルでは、挨あい拶さつもなく帰っちゃってごめんね」

　ティムが扉を開けて、居間へとケイト達を招き入れる。

「ううん。気にしないで」

　ケイトが首を振ふると、リオが驚いたように声を上げた。

「エセルヒル？　お前、少しよう尉いと会ったのか？」

「え？　ああ、うん……」

「君とも会ってるけど？」

　のほほんとした表情で、ティムが付け加える。

「ええっ？」とリオが驚きに目を見開く。頭を抱かかえて、記き憶おくを浚さらうが全くピンとこないようだった。当然ながら、ティムの変装がそう簡単に見破られるわけがない。

　ケイトがちらりとティムを見やると、笑え顔がおで唇くちびるの前に人差し指を立てた。喋しやべるな、という合図だ。明らかに、困こん惑わくするリオを面おも白しろがっている。

　溜ため息いきを吐ついて辺りを見回すと、イーノットと目が合った。すぐさま、ものすごい勢いで顔を背そむける。昨日の夜のことは、ケイトの中でも全く整理できないままだ。とにかく自分が、とんでもないことを口走ってしまったのは分かる。

　イーノットが話し始める。

「リオから詳くわしい話は聞いた。その後、私の方からもミランダ・スペイシーさんへ連絡を入れた」

　冷静な声で、表情もいつも通りのイーノットを見て、悔くやしいような気持ちになる。

　──動どう揺ようしてるのなんて、私だけなのよね……。ああもうっ、考えるのやめ！

　ケイトは頭を振って、モヤモヤとした感情を振り払はらう。

「その結果、彼女の屋や敷しきでご遺族の方と会うことになった」

「んん？　何でまた？」

　サニーが怪け訝げんな表情で尋たずねる。イーノットは溜息を吐いた。

「そうしなければご遺族に会わせないと言われた。ついでに、そこの二人。君達を屋敷に連れてこいと」

　ケイトとリオは顔を見合わせる。

「遺族探しを自分に依い頼らいしたのは君達で、君達にご遺族を会わせなければ意味がないと言っている」

「私達、エセルヒルに行きたいです！　ご遺族の方に会って、預かった荷物を渡わたしたい。それをこの目で見届けたいんです」

　ケイトが身を乗り出す。ミラの心こころ遣づかいが嬉うれしかった。

　イーノットは困った様子で溜息を吐いた。

「彼女といい、君達といい……。命の危険があるかもしれないと言っても無む駄だなんだろうな。彼女は自分の屋敷を、我々の宿として提供してもいいと言ってくれている。街の宿より警備は厳重だからと」

　きっと、ミラが勢いで押しまくったのだろう。何となく想像はつく。だが、目の前の軍人は、それくらいのことで動いたりはしないはずだ。

「確かに個人の家というのは隠れ蓑みのにもなるし、色々と利便性がいいのも確かだ。それに、皆みんなでひとつのところにいた方がいい」

　そう言うとイーノットは、真剣な表情をケイトとリオに向けた。

「エセルヒルへ行くか？」

「行きます！」

「君達は一度鍵を奪うばおうとする男達に襲おそわれている。そういう危険がまたあるかもしれない」

「それでもいいです、行きます！　行かせてください！」

　声を揃そろえて言うと、イーノットはもう何も言わなかった。後ろに控ひかえているティムに首こうべを回めぐらす。

「……少尉」

「うん？」

「二人を頼むぞ」

　ティムは飴あめを含ふくんだ口をむぐむぐと動かしながら頷うなずく。

「了りよう解かい」

　イーノットはティムの返事を聞くと、ローワンを残して部屋から下がらせた。

「ローワン」

「なんでしょう？」

　背後にそう声をかけると、すぐさま、優ゆう秀しゆうな副官の声が返ってくる。

「私は甘いか？」

　真っ黒な瞳ひとみが、イーノットにしばし注がれる。

「大甘ですね。実際に敵に狙ねらわれたケイト嬢じよう達を、わざわざエセルヒルへ行かせるなんて短たん慮りよとしか言いようがありません。彼らに何かあったらどうします？　怪け我がをしたら？　命を落としたら？　その時になって後こう悔かいしても遅おそいんですよ」

　聞こえてきたのは鋭するどく、冷たい声だった。そして正論である。

「その通りだ」

　横で、深い溜息が吐かれた。

「それでも考えを翻ひるがえす気などないんでしょう？──でしたら、さっさと行って、さっさと解決してきてください。出来ないことを、あなたは口にしないはずです」

　ゆっくりと、後ろに立って控えているローワンに視線を向ける。

「ここで、帰りをお待ちしています」

　予想よりずっと穏おだやかな表情がイーノットを見下ろしていた。イーノットはからかうような言葉を口にのせる。

「書類を山ほど用意してか？」

「よくお分かりで」

　ローワンは肩かたを竦すくめると、イーノットに向かって珍めずらしく笑みを作った。

「少しよう佐さ。よき副官というのは、何でできているのか分かりますか？」

「さあ？　何だ」

「上官への信しん頼らいです」

　虚きよを衝つかれたイーノットは一いつ瞬しゆん目を見開くが、すぐに表情を改めて悠ゆう然ぜんと笑ってみせた。

「君の信頼に値あたいする男だろうか、私は」

「恐おそれながら、まだまだとしか申し上げられません。早く私を、よき副官にしてください。いつまでも待っておりますので」

「君こそ、私に甘いな」

　そう言い返したイーノットに、ローワンは「確かに大甘ですね」と頷いた。

　頼たのもしい副官に留守を任せ、イーノット達はエセルヒルへと発たつことになった。
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　エセルヒルに昼ごろ到とう着ちやくしたケイト達は、すぐさまミラの屋敷へと直行する。

　相変わらずの大きな屋敷の前で、ミラは盛大にケイト達を出で迎むかえてくれた。

「ゲストルームは用意してあるし、警備も万ばん全ぜんよ。安心して休んでちょうだい」

　屋敷の中へと招き入れながら、ミラが得意げに笑みを浮うかべる。居間に案内すると、すぐさまマウラが紅茶を運んできた。

　紅茶を飲むミラの前に、イーノットが進み出る。

「ミランダ・スペイシーさんですね。お電話はしましたが、会うのは初めてですね。今回は、我々軍への協力に心から感謝いたします」

　ミラは器用に眉まゆを上げてみせた。

「あら。電話でも言ったでしょう？　私は、ここにいるケイトとリオのために協力すると決めたんです。軍に対してではありませんわ」

　イーノットは、つんとしたミラの物言いに気を悪くした様子も見せず、穏やかな笑みを作る。

「それでも、我々があなたに感謝していることは覚えておいてください」

　ミラは無む邪じや気きな様子で、こてんと首を傾かしげる。

「あなたもかしら？　少佐」

「もちろんです、スペイシーさん」

「ミラと呼んで」

　魅み惑わく的な唇が緩ゆるやかな弧こを描えがく。それだけで、ミラの艶あでやかな魅力が花開く。

「……何だか、ものすごく居づらいんだが」

　紅茶を啜すすりながら、リオが身じろぎする。

「俺達がいること忘れてないか？」

「う、うん……」

　イーノットを見つめるミラの瞳はキラキラと輝かがやいており、同性のケイトが見ても綺き麗れいだと感じる。見つめられているイーノットは、更さらに強くそう思うだろう。

　ケイトは焦あせりにも似た思いを感じる。だが、何に焦っているのか自分でも分からない。自分の感情を摑つかみきれないまま、モヤモヤとした感情だけが広がっていく。

「では、ミラ」

　イーノットがすんなりとミラの名前を口にした途と端たん、胸がぎゅっと痛んだ。

「二人をどうぞよろしくお願いします。屋や敷しきの周りに人は付けますが、何かおかしなことがあったら、どんな些さ細さいなことでも結構です。知らせてください」

「分かったわ。あなた達軍人さんの部屋も用意したんだから、きちんと使ってくださいね」

「ありがとうございます」

　完かん璧ぺきな笑えみをミラに向けると、イーノット達は調査があるからと屋敷から出て行った。










「ねえケイト。ちょっとこちらの部屋に来てくれない？」

　紅茶を飲んだ後、一瞬姿を消していたミラが、また居間へと戻もどってきた。ソファに座っているケイトの手をとる。

「ええ、いいですけど……」

　立ち上がりながら、ケイトは隣となりに座るリオをちらりと見る。その視線に気付いたミラが、リオににっこり笑いかけた。

「リオはここでお留守番していてちょうだい」

「それは別にいいが」とリオは怪け訝げんそうな表情で問いかける。

「何してくるんだ？」

「女同士の秘密」

　答える気がないらしく、ミラが冗じよう談だんめかして片目を瞑つぶった。リオはそれ以上の追及を諦あきらめたようで、ポン、と背もたれに体重を預けた。そしてさっさと行けとばかりに、ひらひらと手を振ふってみせる。持ってきた医術書に視線を落とし始めた。

　ケイトはミラに促うながされるまま、居間よりもっと奥にある小部屋へと案内された。細かい細工の彫ほられた扉とびらを開くと、飛び込んできたのは全身が映る大きな鏡だった。そして部屋の大半を占しめるのが、衣い装しようダンスの数々。

「ここは？」

「私の衣装部屋よ」

「じゃ、じゃあこの衣装ダンスに入ってるのは、全部ミラさんの服なんですか？」

「そうよ。衣装部屋はもう一部屋あるけどね。靴くつとバッグ、宝石はまた別の部屋」

　ケイトは呆ぼう然ぜんと部屋を見回す。そして、自分の小さな衣装ダンスに入っている、乏とぼしい数の服達を思い浮かべた。

「信じられません。私なんて、数えるくらいしか服なんて持ってませんし……」

「そうだと思ったわ。だから、はいこれ」

　ミラは部屋の一番奥にあった細長い収納棚だなまで連れて行き、そこにかかっている服を、ポンポンとケイトの両手に渡わたしていった。

「これ。あと、これも」

「え、あの」

「これも似合うと思うの」

「ちょ、ちょっと……」

　たちまちケイトの両手は、服でいっぱいになってしまう。それを持たされたまま、大きな鏡の前まで移動させられた。

「さあ、着てみせて。あなたの赤毛に似合う服を色々見みつ繕くろったのよ。私の勘かんに間ま違ちがいはないと思うけど、服っていうのは実際着てみないと分からないものだから。はい、まずはこれね」

　ぐい、と服を差し出される。ケイトの瞳ひとみの色よりも少し濃こい青色の、ラインが美しいスカート。繊せん細さいなレースが襟えり元もとに施ほどこされた純白のブラウス。

　──わあ、素す敵てき……。

　そこまで考えて、ケイトは頭を振った。

「ミ、ミラさん！　私、服はいいですから！　それより時間があるなら私も医術書を読みたいと」

「何言ってるの。確かに医術書は大事かもしれないけど、服だって大事でしょうが」

「私は、……こんなこと、してる場合じゃないんです」

　俯うつむくケイトをじっと見ていたミラは、その場にストン、と腰こしを下ろした。そしてケイトを手招く。

「ここに座って」

　隣にケイトが腰こし掛かけると、ミラは優やさしく肩かたを抱だいて揺ゆする。

「女は愛あい嬌きようが大事なのよ。そんな苦しそうな顔して、どうしちゃったの？」

　目の前にいるのは、同じ女性として仕事を成功させ、生き生きと輝いている人だった。

　ケイトはミラと自分の違ちがいに悲しさや悔くやしさを感じる。だがその一方で、とことんまでこの人と話をしてみたい、と思っていた。自分の話を聞いてほしいと。

　気付けば、今までのことをミラにすべて喋しやべっていた。理り不ふ尽じんさも怒いかりも悲しさも、それでも医師になりたい気持ちも、汚きたない心もすべて、取り繕つくろうことなく吐と露ろする。

　話を一度も遮さえぎることなく、ミラは静かにケイトの話に耳を傾かたむけていた。

「私も、散々『女のくせに』って言われてきたわねえ」

「どうやって乗り越こえてきたんですか？」

　それがケイトの、一番聞きたいことだった。

「乗り越えてきたんじゃない。自分を認めてあげたのよ」

　ふいに、知らない単語に出会ったようにケイトは戸と惑まどった。

　──認める？

　ケイトの困こん惑わくに気付いたのか、ミラは小さく笑う。

「私が女であることは、揺るがない事実よ。確かに、力や立場は男性に劣おとるところがあるかもしれない。でも、私には、私にしか持ち得ない女性としての目線があるの」

　そこでミラは、手元にある服に愛いとおし気に指を走らせた。我が子の頰ほおを撫なでる母親のような、慈いつくしみにあふれた所作だ。

「私の考えた服を着た人間は、その着き心ごこ地ちの良さと、他人とは違うデザインの美しさに目を細めてくれるわ。それは私が女性だからこそ、できたことなの。私は自分が女性であることを、誇ほこりに思ってる」

　服を見て下りていた目線が、いつの間にか真っ直すぐ前を見み据すえている。揺るぎない言葉に、ケイトは言葉を失った。

　自分が女性であることを、誇りに思ったことがあるだろうかと考えた。いつもその事実はケイトを苦しめ、越えられない壁かべになっていた。夢を叶かなえるために、障害でしかなかった。だから一いつ生しよう懸けん命めい乗り越えようとしてきた。男性に劣るところなどないと、同級生達と同列に並ぼうとしてきたのだ。

「ケイトはケイトでいいのよ」

　ミラは、何の気負いもなく、その言葉をぽんとケイトに差し出した。

「医師になりたいっていう、そのままのケイトでいいのよ」

　ふわりと微笑ほほえまれ、ケイトは何も言えずにミラを見つめることしかできない。胸の中で、何かが音を立てて崩くずれていくような、でもそこからまた新たな何かが作り出されていくような、表現できない心の動きに声が出ない。

「ねえケイト。私のお城を見せてあげるわ」

「……え？」

　腕うでを引っ張られ、立ち上がる。ミラはケイトの手を繫つないだまま、一いつ旦たん屋や敷しきから出て行く。

　敷しき地ち内に、屋敷とは別に建物が建っている。

　お城と呼ぶには殺風景な長方形の建物で、大きな木の扉の上には蝶ちよう々ちようが彫り込まれていた。

　だが建物に足を踏ふみ入れた途端、殺風景と感じた印象は消え失うせる。

「ちょっと！　私のものさし知らない？」

「知らないわよ、またどっかいっちゃったの？　ねえそれより、このボタンおかしくない？　こっちの方が生き地じの質感にあってる気がするの」

「明日の九時までにはこの工程終わらせるわよ！　日程ギリギリだからね！」

「すみません！　納期を早めてくれって連れん絡らくが……」

「噓うそでしょ！　無理！」

「そうよ、馬ば鹿か言ってんじゃないよって伝えなさい！」

　カタカタと規則正しく聞こえてくる音を背景に、女性達の生き生きとした声が飛ぶ。

　ケイトは部屋中を見回した。部屋にはずらりとミシンが並べられ、その前には年ねん齢れいの様々な女性達が座り、一心に手を動かしている。奥の方では大きな机を前に、様々な色の生地が広げられ、デザインの書かれた紙を片手に女性達が議論していた。

「ここで服が作られているの。どう？　素敵なお城でしょう？」

「はい」

　あんな大きな屋敷を持っていて、それでもミラはこの仕事場の方を『お城』と誇らしげに称しようする。彼女がこの仕事場をとても大切にしているのが分かった。

　女性の一人が、扉の前に立つケイトとミラに気付いた。

「あ！　ミラさん！」

　その声に、一いつ斉せいに女性達が顔を上げ、視線が集まった。

「サボってないか見に来てあげたわよ」

　ミラが手を上げて、にやりと口の端はしを上げた。女性達が笑う。

「何言ってるんですか！　見てくださいよこの寝ね不ぶ足そくの顔！　んもう、お肌はだが荒あれちゃって荒れちゃって、これじゃあ殿との方がたに顔向けできないわ」

「ナンシー。あんたがモテないのは、肌が荒れてるせいじゃないでしょ！」

　しなを作って頰に手を当てる女性に、すかさず野や次じが飛ぶ。部屋中がどっと笑いの渦うずに包まれて、誰だれもが楽しそうな笑えみを浮うかべる。

　──この人達が、あんな素敵な服を作ってるんだ。

　ミラの服が人気なのが分かる気がした。明るく朗ほがらかで、妥だ協きようを許さない作り手のものだからこそ、人はミラの服に目を留め、袖そでを通すのだろう。

「あら。こちらのお嬢じようさんは？」

　先ほどしなを作って皆みんなを笑わせたナンシーと呼ばれた女性が、にっこりとケイトに笑いかけた。笑うと目じりに皺しわが寄り、優し気で愛嬌のある顔立ちになる。

「初めまして。ケイト・エドモンドと申します」

　ぺこりと頭を下げると、ミラがケイトの肩を抱いて引き寄せる。

「今、私の屋敷に滞たい在ざいしてるの。王立大学で医術科を専せん攻こうしてる医師の卵なのよ」

「医師に？　それはすごいわね」

　皆の視線が一斉にケイトに集中して、おどおどと視線を彷徨さまよわせる。

「あっ、そうだわ。ねえケイトさん。ちょっと見てくれないかしら？」

　思いついたようにナンシーが声を上げ、後ろを振ふり向いた。

「ヘレナ！　こっちへおいで！」

　ミシンとミシンの間から、ひょっこりと一人の女性が立ちあがった。ケイトと同じ年くらいで、そばかすの散った頰にはうっすらと赤みが差している。呼ばれた事に驚おどろき、恥はずかしがっているようだった。

　ケイト達に向かって歩き出したヘレナの足に目を留める。右足を庇かばって、不自然な歩き方になっているのが分かった。

「この子はヘレナって言うんだ。ほら、挨あい拶さつしなさい」

「ヘレナ・ラモントと申します……」

　蚊かの鳴くような声だ。ケイトはにっこりと笑みを作った。

「初めまして、ヘレナさん」

　ケイトの笑みに少し気を緩ゆるめたのか、ぎこちなさそうにだが笑ってくれる。

「この子、昨日足を怪け我がしてね。ちょっと診みてやってくれないかい？」

　ナンシーの言葉に、ケイトは慌あわてて首を横に振った。

「私はまだ学生です。正式な医い療りよう行こう為いは許されていないし、勝手に診しん断だんすることはできないんです」

「あら。私の捻ねん挫ざは見てくれたじゃない」

　ミラがナンシーに加勢する。

「あれは応急手当てです。あのままにはしておけませんでしたし。本当ならすぐに病院に連れていくべきなんです。ヘレナさんも、私より、きちんとお医者様に診ていただいた方がいいです」

「見てくれるだけでいいんだ。怪我をしたところは足だろう？　男の人には見せづらいみたいで……」

　ケイトが「でも」と言葉を続けようとすると、ヘレナがぎゅっと自分のスカートの裾すそを握にぎりしめて言った。

「お、お願いします」

　声を出した自分に驚いたのか、ヘレナの頰がみるみる赤くなってくる。それでも、つっかえながら懸けん命めいに言葉を探して、ケイトに訴うつたえた。

「み、見てもらえるだけでいいんです。お医者様は皆男の人だし、知らない人で、……スカートを捲めくって、足を見せるのが恥ずかしいんです。こ、こんなことじゃ駄だ目めだって分かっているんですけど。でも」

　でも……、とそこで勇気が萎しぼんだのか言葉の途と切ぎれたヘレナを見て、ケイトは断れなくなった。

　椅い子すに座るように言って、そっとヘレナの足を持ち上げる。幸い深い切り傷ではなく、傷がふさがっているように見えた。

「化か膿のうはしていないみたいです。でもやっぱり、一度お医者様に診てもらいましょう？　一人で行くのが嫌いやなら、ご家族や、ナンシーさんと一いつ緒しよに行ってもいいんです。もちろん、私が付き添そってもいいですから。女性ですもの、痕あとが残るようなことになったら大変です。ね？」

　膝ひざをついてヘレナを見上げると、やがて彼女がこっくりと頷うなずく。ケイトがホッとして笑いかけると、それ以上の笑みが向けられた。

「あ、ありがとうございます」

「私は何もしていませんよ」

「話を聞いて、見てもらえるだけで心強いんです。やっぱり女性同士だと、安心するし……。街のお医者様は、治すことしか考えてません。だから怪我の治った後の、傷痕まで考えてくれるのは、嬉うれしかった……。病院は怖こわいけど、ケイトさんがいてくれたら行けそうな気がします」

　──あ……。

　ケイトは息を吞のんだ。じわじわと言われた言葉が頭に、そして心に沁しみ込んでいく。

　そのままの自分でいいと言ってくれたミラが、一度ケイトの心を壊こわして作り直すきっかけをくれた。そしてヘレナは今の言葉で、どうあるべきかという指針を授さずけてくれたのだと気付いた。

　ここ最近のケイトは、女性である部分をなくそうと必死になっていた。医師になるのに男も女も関係ないと言いながら、男女で分けていたのは他ほかでもない自分自身だった。

　──私は、皆と同じお医者様になるんじゃない。私にしかできないお医者様になるんだ。

　リオにはリオの、他の学生には他の学生の、様々な医師の形や在り様がある。それはひとつとして同じものなどない。

　心臓がドキドキと鳴り出す。氷が熱い火に炙あぶられて溶とけ出すように、ケイトの胸にどっと温かい湯のような情熱が湧わきおこってきた。

　──私の中にある、目配りや細かさといった女性らしさを、生かした医師になればいいんだ。どんなことができるだろう？　きっと色々できるはずだ。

　じっとしていることが難しく感じられるほど、ワクワクと胸が躍おどる。今すぐこの部屋中に響ひびく大声で、この気持ちを言葉にしたかった。

　──私には、まだまだ可能性がいっぱいあるんだ！

「あのー、私も相談があるんだけど、いい？」

　ミシンの席に座っていた女性が手を上げた。

「あっ、ずるい！　私も私も！　ちょっと男の医師には相談しにくいことなのよねー」

「近くの医師って、威い圧あつ的で怖いし、傷痕が残ることなんて配はい慮りよしてくれないしね。むしろ、『そんなこと気にするなんて、これだから女は……』とか言われてさ」

「分かる！　私も言われたことあるわ」

　一人が声を上げたのをきっかけに、女性達が次々に喋しやべり出す。

　男性に体を見せるのが嫌で、病院へ行けない女性。男性の医師には相談しにくいと、診しん察さつを諦あきらめてしまう女性。だが、それで重じゆう篤とくな病気を見み逃のがしたり、怪我の治りが遅おそくなってはいけない。

　──私にだからこそ、やれることがある。

「私、必ずお医者様になります。ヘレナさんやここにいる皆みなさんが、気き兼がねなく受診できるようなお医者様になって、女性も来やすい病院作りをします。絶対です、約束します」

　ヘレナは頷いてくれた。

「待ってますね」

「そうだよ、あんた。頑がん張ばんな！」

「男には苦労させられてるからね！　負けるんじゃないよ」

「お医者さんになったら、必ず行きますね！」

　部屋のあちこちから、そんな温かい言葉をかけられて、ケイトは胸が熱くなった。深く腰こしを折って頭を下げる。

　待っていると言ってくれたヘレナやここにいる皆の、その信しん頼らいに応こたえたいと思った。

「私がどうして、蝶ちようを服に刺し繡しゆうするか分かる？」

　満足そうな笑みを浮かべていたミラが、ケイトに声をかけた。

「蝶って、さなぎからあんな美しい姿へと変化するでしょう？　だからね、私達が作る服を着て、今までの殻からを破って、美しく新しい自分に生まれ変わってほしいって思いが込められてるの」

「……新しい、自分」

「そうよ。だから、私はあなたに服を贈おくりたいの。今のケイトはいい笑え顔がおしてるわ。うちの服を着れば、もっと魅み力りよく的になるわよ？」

　片目を瞑つぶってみせるミラに、ケイトは顔をほころばせて笑った。

「商売上手ですね！」

「当たり前でしょ。私の夢は、私達の服を、この国すべての人に着てもらうことなんだから！」

　周りの女性達が、ミラの言葉に大きく頷いてみせる。

　ケイトはぎゅっと両手を握った後、ミラに顔を向けた。

「私、今まで自分の服について、深く考えたこともなかったんです。この赤毛もずっと嫌きらいで、似合う服なんてないと思ってたし。一いつ生しよう懸けん命めい勉強しますから、色々教えてくれませんか？」

　照れてしまい、最後は俯うつむいてしまったが、ミラに「当たり前じゃないの」と言われて胸を撫なで下ろす。

「そう思ったきっかけは、もしかしてあの色男の少しよう佐ささんかしら？」

　ふいに艶あでやかな流し目でそう言われて、ケイトはぎょっと顔を上げた。

「え！　や、違ちがいますよ！」

「あなたって噓うそ下へ手たねえ。それで隠かくしてるつもりなの？」

　呆あきれたような表情で見られ、ケイトはうなだれた。

「……確かに。隠すもなにも、本人の前で言っちゃいましたし……。私ってどうしてこう上う手まく取り繕つくろえないのか……。勢いのまま思ったこと口にして。これじゃ少佐に子供って言われてもしょうがありません」

　ケイトがぶつぶつと呟つぶやく言葉を拾い上げて、ミラがぱっと表情を輝かがやかせた。

「ちょっといやだ。言ったって何を！」

「……少佐の前で、き、綺き麗れいになりたい、とか」

　改めて言ってみても、顔から火を噴ふくほど恥はずかしい。

「きゃあっ、素す敵てきじゃないの！」

「素敵じゃないですよっ。もう、何であんなこと言っちゃったのか、自分でもよく分からないんです！」

　その途と端たん、ミラが訝いぶかしげにケイトを見た。

「少佐といると、自分のことなのに分からなくなるんです。心臓がいつもうるさくて、もう何かの病気にかかったんじゃないかと疑うほどで」

「……ケイト。あなた、それ本気で言ってるの？」

「本気ですよ。だからこんなに困ってるんです」

　ミラはなぜか天を仰あおいで、額に手をやった。

「はあ……。鈍にぶいっていうか、女性としての自分を否定してるから、無意識に考えないようにしてるのかしら……？」

「へ？」

「あーもう、分かったわ！　少佐のためにも頑張りましょ！　そうと決まれば衣い装しよう部屋に戻もどって、試着の続きを」

「あっ、あの。それは後にしてもらってもいいですか？」

　ケイトの手を引っ張るミラに、ケイトが慌あわてて言う。ミラは不満げに眉まゆ根ねを寄せる。

「何よ。一生懸命勉強するんでしょ？」

「もちろんです。でも今は、あの……、私も皆みなさんのお手伝いをしちゃだめですか？　雑用でも何でもいいんです」

　ミラが目を瞬まばたかせる。

「何かをして、体を動かしたいんです。それに、皆さんともう少しここにいたい。色々、お話がしたいんです」

　この仕事場の雰ふん囲い気きや皆みんなの姿を、目に焼き付けておきたかった。

　仕事の邪じや魔まはしないから、と頭を下げるケイトの頭上から、ミラの笑い声が聞こえた。

「私のお城がそんなに気に入った？」

「はい。とても素敵なところです」

「言っておくけど、お給料はあげないわよ？」

「もちろんいりません」

　ケイトの言葉に、ミラはしょうがない、といった顔で声を上げた。

「ナンシー。何か仕事を与あたえてやってちょうだい」

「人手が増えるのはありがたいですよ！　さあ、ケイトさん。こちらへ！」

　ナンシーの声に頷うなずきながら、ケイトは腕うでを捲まくった。










　その夜、ケイトは心ここ地ちよい疲ひ労ろう感かんに包まれていた。

　昼間に、雑用で走り回り、休きゆう憩けい時間には女性達と様々な話をして過ごした。それからまた仕事を再開し、マウラが夕飯の時間だと呼びに来るまで続けた。

　ミラが用意してくれた二階にある部屋の寝しん室しつに寝ねころび、息をつく。もう寝なくてはいけない。明日の昼に遺族と会うことになっていた。

　目を閉じたケイトだったが、下の階で数人の声が聞こえ、起き上がる。耳を澄すますと、階段を上ってくる足音がかろうじて聞こえた。

　ケイトは扉とびらを開けて廊ろう下かを見る。ちょうど、こちらへ向かってくるイーノットの瞳ひとみと目が合った。

「やあ。まだ寝ていなかったのか？」

　イーノットが小さく笑みを作る。ケイトは頷いた。

「ええ。少佐は？　今帰ってきたんですか？」

「ああ」

　ケイトは部屋から出てイーノットの前に立つと、じっとその表情を見上げる。

　──良かった。ちゃんと目を見て話せてる。

　気まずいままではいたくなかったので、こうして自然に話せることにホッとしていた。

　だが反対にイーノットは、眉まゆを寄せて溜ため息いきを吐ついた。

「夜着姿で、そんな風に男相手に見上げるのはやめるんだ。君は本当に迂う闊かつすぎる」

　きょとんとするケイトに、イーノットは脅おどすように低い声で言った。

「私が君を押し倒たおしたらどうするんだ？　君はあのパーティでのことを忘れたのか」

「あ……」

　ようやく意味が頭に浸しん透とうして、ケイトは俯く。

　──そうだ。あんな目に遭あって、少佐に迷めい惑わくをかけたのに。

　イーノットに迂闊と言われても仕方がない。自分の不注意さに恥ずかしくなった。

「君の警けい戒かい心しんや危機意識というのは、どうやったら芽生えるんだ？」

　しかしイーノットの言い方は、まるでケイトが何も学習していないように感じられる。そうではないのだと、ケイトは言いたかった。

「あの男と少佐は違います」

「さて。どう違うのかね」

「少佐は相手の意思を無視して、無理やり押し倒したりしません」

「私相手だから迂闊にしているのだと言いたいのか？」

「信しん頼らいしてるんです」

　イーノットは珍めずらしく言葉を詰つまらせた。それから苦く笑みを作る。

「……それは嬉うれしいね」

　言葉に反して、あまり嬉しそうに見えない。自分の信頼などイーノットにとっては取るに足らないものなのかと、少しだけ悲しくなった。

「本当に本当に、信頼してるんです」

「ああ。ありがとう」

　ムキになるケイトをあやすように声をかける。

「軍人嫌ぎらいの君にそう言ってもらえるなんて光栄だ」

　よく伝わっていない気がして、ケイトは更さらに言葉を続けようとした。その時、イーノットの顔に目が吸い寄せられる。

　顔色が悪い、と思った。紙のように肌はだが白くなっていて、ケイトをからかう笑えみもどこか精せい彩さいを欠いている。昨日今日でこうなったのではない。そう考えて、ケイトは愕がく然ぜんとした。

　──いつから見落としてた？

　昨日は？　その前は？　自分のことで頭がいっぱいだったケイトは、イーノットの体調の悪さに気付かなかった。

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。

　──私の馬ば鹿か！　身近な人の体調も気き遣づかえないなんて、一体何してたのよ？

　思えば、イーノットは西部と南部を行ったり来たりの生活をしていた。エセルヒルで調査をしているからと言って、本来の南部基地での少しよう佐さの仕事がなくなるわけではない。そういうイーノットの事情を、まるで考えていなかった。

　ケイトは自分を心の中で叱しつ咤たした後、イーノットに向き直る。

「少佐。疲つかれてるんじゃないですか？　もう休んだほうがいいです」

「私は大だい丈じよう夫ぶだ。まだ仕事が残っているし。君こそ早く休みなさい」

　さらりと笑顔でかわされてしまう。よく見ると、イーノットは分厚い書類を脇わきに抱かかえていた。もう深夜になるというのに、これから仕事をすると言うのだ。絶対に休ませなければと、ケイトはその場に踏ふん張り続ける。

「だめです。きちんとベッドで眠ねむって、体を休ませなくちゃ。鏡で自分の顔を見てみてください。疲れ切ってます！」

「私は軍人だ。体力には自信があるし、自分の限界も知っている」

「限界になんて挑ちよう戦せんしなくていいです。あと、体力を過信するのはよくありません」

　ケイトは頑がん強きように首を縦に振ふらない。するとイーノットは、観念したといった感じで肩かたを竦すくめた。

「……分かったよ。仕事はしない。このまま部屋に戻って、すぐに休む」

「本当ですか？」

「ああ、本当だ」

「でしたら、その書類を私に預けてください。部屋に帰って眠るだけなら、書類はいりませんよね？」

「……書類を一いつ般ぱん市民に預けるわけにはいかない」

　やはりイーノットは疲れていると思った。少しだけ空いてしまった間が、イーノットの噓うそを示してしまっている。

　──ここで何を言っても、少佐は仕事をしてしまいそうな気がする。

　ケイトはしばし考え、次の瞬しゆん間かんにはイーノットの手を引いて廊下を歩き出した。

「何だ、どうした？」

　戸と惑まどうイーノットの声を背中で聞きながら、ケイトはずんずんと進んでいく。

　ようやく向かう先に思い当たって、イーノットが慌あわてたような声を出した。

「ちょっと待て。別について来てくれなくても、きちんと部屋で休む」

「さっき噓ついたくせに、どの口がそんなこと言うんですか」

　ケイトは「失礼します」とイーノットの部屋の扉を開け、奥にあるベッドへと連れていった。

「さあ、寝てください。眠るまでここにいます」

　イーノットは、ベッドとケイトを交こう互ごに見やる。

「……頭が痛くなってきた」

「ほら！　やっぱり寝ね不ぶ足そくなんですよっ。すぐにベッドに入って！」

「君はここがどこか分かってるのか？　男の部屋に軽々しく入るな」

「男の部屋じゃありません。少佐の部屋です」

　イーノットは何かを言いあぐね、結局黙だまったまま、上の軍服を脱ぬいだ。
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　素す直なおにベッドに入ったイーノットの横に椅い子すを持ってきて、腰こし掛かける。梃て子こでも動きそうにないその姿勢に、ようやく観念したようだった。

「……では、何か話してくれ」

「話？」

「酒でも飲んで眠りたい気分だが、それもダメなんだろう？」

「当たり前です。眠りの導入剤ざいとしてはいいかもしれませんけど、実際には眠りは深くならない。あまり質のいい睡すい眠みんにはなりません」

「だが、そもそも私は眠りが浅いし、寝つきも悪いんだ。だからどうしても眠くなるまで、仕事をしている」

　ケイトは胸を衝つかれる。眠れない？　いつからなのか聞きたかったが、なぜか言葉が出てこなかった。小さな明かりをもとに仕事をするイーノットの姿を思い浮うかべて、胸が痛くなる。

　彼はそんな夜を、いくつ越こえてきたのだろうか。

「夜はあまり好きじゃない」

　自じ嘲ちよう気味に笑うイーノットの姿を見て、ケイトの脳のう裏りに幼い頃ころの母親との記き憶おくが甦よみがえった。

『ケイト、知ってる？　お星様ってどうして太陽みたいに、大きく強く光らないのか』

「……それじゃあ、私が母親からよく聞かせてもらったお話をします」




　幼いケイトの手を握りながら、母親が語り出す。

「それはね、それがお星様の役目だから」

「役目？」

　ケイトは目を瞬かせる。

「夜っていう時間はね、人が不安になりやすいの。暗くて、静かで、嫌いやなことを思い出す時間。ケイトも、暗いの怖こわいでしょ？」

「うん。暗いの、きらいよ。でもそれなら、やっぱりお星さまももっと明るく光ればいいのよ」

「でも、夜は人が眠る時間でしょう？　疲れた体と心を癒いやすため、だから夜は暗いの。それが分かってるから、お月様もお星様も、必要以上に光らない。でも、暗いから人は不安になる。闇やみの中で、一人ぼっちみたいな気持ちになる」

　ケイトは不安になって、母親の手をぎゅっと握り返した。

「分かる。私も、おかあさんが一いつ緒しよじゃないとねむれないもん」

「だからね、お星様は考えたの。お月様は昼の太陽の代わりに私達を見守っているから大きい。だったら自分達は、人が不安で空を見上げた時に、その思いを和やわらげるために、穏おだやかな灯とも火しびのような光を映そうって。そして決して一人ではないということを示すために、夜空に無数に輝かがやこう。お星様はね、そう考えてくれたの」

「お星さま、優やさしいね」

　その言葉に、母親が穏やかな笑みを見せる。そして赤毛を撫でながら、ゆっくりとケイトに言い聞かせた。

「そうね。だからケイト、よーく聞いて。寂さびしくなったら、元気がなくなったら、下を向かないで上を見なさい。この無数に輝く、星星を見なさい」




「……素す敵てきな母親だな」

　ケイトが話し終えると、しばし黙った後にイーノットが呟つぶやいた。母親を褒ほめられて、ケイトは誇ほこらしげに胸を張った。

「でしょう？　それからちょっとだけ、夜が怖こわくなくなったんです」

「今日は星が出ているか？　しまったな。見てこなかった」

　ケイトはクスリと笑みを浮かべる。ケイトもこの話を初めて聞いた夜は、星を見たくてしょうがなかった。

「出てますよ。今日もちゃんと私達を見守ってくれてます。ここは都会だからあまり星が見えないけど、昔住んでたオールリッジでは、本当にたくさんの星が見えたんですよ」

　見せてあげたい、と続けそうになって、ケイトは口を噤つぐんだ。

　イーノットは十年前の大戦で、激戦地となったオールリッジに赴おもむいていた。だが、星を見る余よ裕ゆうなどなかったに違ちがいない。

「オールリッジか……」

　イーノットが一いつ瞬しゆんだけ苦しそうな表情を見せる。だが、すぐに腕うでで隠かくされてしまう。

「……私は、人々を助けたくて軍人になった。それが国や人を守ると信じて、戦争も戦い抜ぬいた。だが、そうして生き抜いた先には更に腐ふ敗はいした軍があり、私はたくさんの部下や仲間を失った。それに──」

　そこまで言って、イーノットはぎゅっと唇を引き結んだ。言葉を飲み込んだといった感じで、何か痛みを堪こらえるような表情になる。

　ケイトは身じろぎもせずに、イーノットの過去に耳を傾かたむける。どうしたんですか、と聞くことさえ躊躇ためらわれる。ちょっとでも口を挟はさんだり、それこそ少し動いたりするだけで、イーノットは話すのをやめてしまうかもしれない。それほどに、彼の声は張りつめて、すぐにでも壊こわれてしまいそうな脆もろさを感じさせた。

　しかし、ふいに金の瞳ひとみに力が宿る。

「……とにかく、私は人を守り、助けたい。それが驕おごりだとは分かっているし、自己満足なだけかもしれない。だが、それが本心だ。平時であれば、陰かげから守り支えるような軍にしたい。そうしてウェセッジや南部の街の人々を守りたいんだ」

　苦く悩のうの中に見える、イーノットの揺ゆるがない思いを聞き、その決意の強さに引きこまれる。

「それだけじゃなく、ここエセルヒルも、首都もこの国すべての人々をだ。知っている人間だけじゃない、この先一生出会うことがない人も、皆みんな久しく守りたい。綺き麗れい事と思われるかもしれないが、そんな風に働きたいんだ」

「……少しよう佐さはやってます。もうすでに」

「まだまだだ。広く深く守るには地位がいる。いくらいい案が浮かんだところで、実行に移すには軍の中で上り詰つめるしかない。──まだまだだよ、私は」

　上を目指しているからこそ、仕事量が増えたのかもしれない。イーノットは軍の中で、必死に戦っている。

　──休ませてあげたい。元気になってほしい。穏やかに眠れるようになってほしい。

　疲つかれたような横顔を見て、ケイトは心の底から思った。

　──この人の嫌きらいだという夜が、少しでも良いものに変わればいい。

「さあ。もう休んでください」

　ケイトは、ポンポンと優しくベッドを叩たたいた。

「お星様が見守ってるから大だい丈じよう夫ぶ。安心して眠ねむってください」

「君もだろう？」

「お星様と違って、色々口うるさいですけどね」

「君の方がいい」

　目を閉じたまま、イーノットが言う。

「君がいてくれた方が、嬉うれしいよ」

　そのまま目を開けないで、とケイトは思った。瞬しゆん時じに赤くなってしまった顔を、見られたくなかったから。










　翌日の午後、ケイトとリオはミラの屋や敷しきで、一人の女性と対面した。

　女性はミレイ・ウィッツと名乗った。年を聞くと、ケイトより二つ上で、大人しそうな印象の女性だった。緑色の瞳は理知的で、肩かたまである髪かみを後ろに結んでいる。母親と、仕立て屋で働いているそうだった。

「父親が見つかったと聞きました」

　父親、と言った時のミレイの顔は強こわ張ばっていた。その単語に、まるで親しみを覚えていないようで、ケイト達は戸と惑まどう。

「えっと……」

　困こん惑わくした周りに気付いたのか、ミレイは淡たん々たんと喋しやべり出す。

「私の父オーデン・ウィッツは、考古学者でした」

「オーデン・ウィッツだって？」

　その名前に、リオがピクリと眉まゆを動かした。

「公開発はつ掘くつを行って失敗し、考古学界から追放された……」

　そこまで言って、リオはミレイの存在に気付き、言葉を切った。だがミレイは冷めたような表情のまま頷うなずいた。

「そう。そのオーデン・ウィッツです」

　ケイトは意味が分からず、リオとミレイを見つめた。

　ミレイはゆっくりと話し始めた。

「十年前、父はある論文を発表しました。『冬のダイヤモンド』は実在するという論文です……」




　冬のダイヤモンド。それは百年前、ウェスハバート王朝の中で、最も栄えい華がを誇った賢けん帝ていベン王の時代まで遡さかのぼる。賢帝の死後、王の功績と後の繁はん栄えいを願って、妻のローズは棺ひつぎに入る王の首元を、輝くダイヤで飾かざった。

『この方の為なしてきたことに相応ふさわしい、美しく大きなダイヤモンドを作りなさい』

　ローズは愛する夫のために涙なみだしながら、ついと優美な手で天上を指差した。

『あの、六角形のように』

　ローズの指差す空には、冬の寒さで一層輝きを増す、七つの一等星。その中のオリオン座のリゲル、おおいぬ座のシリウス、こいぬ座のプロキオン、ふたご座のポルックス、ぎょしゃ座のカペラ、おうし座のアルデバランを繫つなぐと、そこにできるのは大きな六角形だ。これは天文学者からは『冬の大六角形』と言われている。

　王の腹心達はひれ伏ふし、それから原石を探し、百カラットを超こえるダイヤモンドを作り出したという。

　この国の人間なら誰だれでも知っている。しかしそれは伝説であり所しよ詮せんは御お伽とぎ噺ばなしであった。実際には、ベン王の墓から、ダイヤなど発掘されなかったからだ。

　しかし、オーデン・ウィッツは論文で、御伽噺ではないと断言した。オーデンは、『冬のダイヤモンド』は存在すると発表したのだ。

　すぐさまオーデンには激しい非難の声が寄せられた。それは考古学界に留とどまらず、天文学者や、鉱石学者、果ては宗教家まで巻き込む論争になった。

　オーデンの論文では、ローズの死後に起こった、十年続くオリフェントの大戦で、ベン王の墓は盗とう掘くつにあい、ダイヤも盗ぬすまれ、近きん隣りん国に売られたとした。そこでダイヤは、ある一人の男の手元へとやってきたのだという。その男の名はジェフリー・ラヴァランス。考古学の父と言われる男である。

　ジェフリーはダイヤを公表しなかった。彼はダイヤを箱に入れて、エメラルドの宝石が埋うめ込まれた鍵かぎでしっかりと箱を閉じた。そうして、彼ならではの独自の暗号を記して、ダイヤの在り処かを残した。

　その暗号を解いた、それがオーデンの論文の内容だった。

　当然、世間は『暗号を解いたのなら、ダイヤを見せろ』と騒さわいだ。オーデンはその声を待っていたとばかりに、高名な学者を集めて、なんと公開発掘を行ったのだ。

　ジェフリーが残した文ぶん献けんから手がかりとなった暗号を説明しながら、オーデンはある寺院の裏庭を掘ほり、ダイヤを取り出す予定だった。

　スコップが何かに当たり、土の中から木箱が出てきた。オーデンは目を輝かがやかせ、人々は息を吞のむ。

　オーデンはその箱に手を突つっ込み、それから誇ほこらしげに笑って手を掲かかげた。

　オーデンはその瞬しゆん間かん、人生で最良の時に胸を高鳴らせただろう。晴天の午後、百カラットのダイヤであれば、太陽の光を反射して、それは美しく輝くはずだった。

　しかし、その手が摑つかんだものは汚きたなく、今にも朽くちてしまいそうな木もく片へんだけだった。

　それからのオーデンへの非難はすさまじかった。それ見たことかと、彼は貶おとしめられ、嘲ちよう笑しようされ、考古学界だけでなく、住んでいる場所さえ追われてしまった。

　そうして彼は家族と共に姿を消した。ひっそりと、誰にもその行方ゆくえを知らせないまま。




「私は当時十二歳でした。あの時のことはよく覚えていません。ただ……、色々な大人が、私達を責め立てて、笑っていました。私達は家を追われ、小さな田舎いなか町へと引っ越こしたんです。ですがある日、父が外に出たまま帰ってきません。父の部屋から、少しの服や本が消えていました。──あの男は、私達家族を置いて、出て行ったんです」

　嚙かみ締しめられたミレイの唇くちびるが白く、痛々しい。彼女は自分達を置いて行った父親を憎にくんでいるのだ。

『本当に、本当にすまない。身勝手な私を許してくれ』

　手紙の一文が甦よみがえる。深い後こう悔かいに彩いろどられた手紙だった。ケイトは俯うつむくミレイに、手紙を差し出す。

「……？　何です、これ」

「お父様がご家族にあてた手紙です」

　ミレイの顔が嫌けん悪おで歪ゆがむ。

「何を今いま更さら……。いりません、そんなの。捨ててください」

「読むだけ読んでくれませんか。お父様が、最後に遺のこした言葉です」

「聞きたくないわ！」

「とりあえず読んでみてくれ。捨てるかどうかはその後考えればいい」

　リオが加勢してくれる。ケイトとリオの目的は、彼女にこの手紙と鍵を含ふくめた遺品を返すことだった。物品はともかく、手紙だけはきちんと読んでほしかった。

「お願いします」

　ケイトは言い募つのった。今更だと思うミレイの気持ちも分かる。母親と二人きりで生活するのは、ケイト達には想像できない困難もあったのだろう。だが、ケイトは自分の亡なくなった両親のことを思うと、どうしても放ほうっておくことができないのだった。

　ミレイがしぶしぶ手紙を受け取ってくれた。険しい表情のまま、目を通していく。すべて読み終えても、ミレイは表情を変えなかった。

　そうして、ぽつりと呟つぶやく。

「……父は、死んだんですね」

　ケイトとリオが、揃そろって頭を下げた。

「──はい」

「もう、いないんですね」

　それ以上、何も答えられなかった。

「こんな手紙だけ残して……、死んじゃったんですね」

　ふいに激げつ昂こうしたように、ミレイは手紙を床ゆかに叩たたきつけた。

「自分だけ、言いたいこと言って……！　私達だって、文句がいっぱいあるのに！　目の前で言ってやりたかったのに！　死ぬって、死んじゃうってどういうことよっ」

　ミレイの瞳ひとみから、ハラハラと涙が落ちていく。両手で顔を覆おおって、絞しぼり出すように言った。

「……母さんに、何て言えばいいの……」

　人の死は、実はとても身近なものだ。自分には縁えんのないものだと思っていても、それはすぐ後ろにあったりする。振ふり向かなければ気付かない。当たり前の日常を享きよう受じゆして、なくなった後にその大切さに気付く。

　ケイトは手紙を拾い上げ、そっとミレイの肩かたに手を置いた。

「お母様に、この荷物を見せてあげてください。この手紙を渡わたしてください」

　何もかも許す気になった時、それらの遺品が彼女達の心の支えになってほしい。ケイトはそう願わずにいられなかった。







　ミレイが帰った後、例の鍵を取り囲んで、ケイト達は情報を整理していた。

　二人掛がけのソファにはケイトとリオが座り、向かいの席にはイーノットが座っている。その横には、サニー、ティムが控ひかえていた。

「それにしてもすごい鍵だね、これ。人間の胃の中から出てきて、しかも何の鍵かと思えば、ものすごいお宝を開けるものかもしれないなんて」

　ティムが机に置かれた鍵をちょいちょいと指でつついた。

　重要な鍵の可能性があるため、鍵だけはまだ返すことはできないとミレイに断って、彼女自身にもイーノットが護衛をつけた。

　何者かが欲しがっている鍵。ミレイが語った『冬のダイヤモンド』の話を聞いて、この鍵がダイヤの箱を開ける鍵であることは十中八九確かだろう。その鍵を探す屈くつ強きような男と、学者と思わしき人間。

「オーデンは、自ら鍵を飲み込んだのかもしれないな」

　鍵をじっと見つめていたイーノットが、そう漏もらした。

「自分で……？」

「ああ。だからわざわざ解かい剖ぼう実習への献けん体たいを申し出た。いずれ自分の体の中から鍵が発見されることを見み越こして、それを家族に渡そうとしたんだ」

「回りくどすぎます、そんな方法は。それに、たとえ鍵が見つかったって、音信不通の家族に渡らなかったかもしれないのに」

「だが、実際に渡っただろう？　君のおせっかいのおかげで」

　イーノットがいたずらっぽく笑えみを浮うかべる。

「ええはい、そうですよ。おせっかいで結構です」

　ケイトがぷいとそっぽを向く。

「まあ実際は、そこまで低い賭かけに出るしかなかったということだろう。鍵を探している連中に見つからないことが一番重要だったのかもしれない」

「確かに鍵が発見されてそれが家族に渡らなくても、一年大学で保管されたら捨てられる運命だもんな」

　リオが頷うなずく。確かに一年事務局に置かれていたオーデンのカバンは、あと少しで廃はい棄きされるところだった。

「それにしたって話がおかしくねえか？　ダイヤは見つからなかったのに、オーデンは鍵だけは持っていた？　じゃあ肝かん心じんのダイヤはどこにあるんだよ？」

　サニーがガリガリと頭を搔かく。

「そこらへんには何か裏がありそうだねえ。あまーい秘密の匂においがプンプンするよ」

「楽しそうだな、少しよう尉い」

「僕、秘密ってだーいすき。暴あばき甲が斐いがあるよね！」

　ティムはマウラが紅茶と共に出してくれたケーキにかぶりついた。

「……とにかく、鍵かぎは今我々の手にある」

　イーノットは、鍵を摑んで周りを見回した。

「これを使って、犯人をあぶり出す」

「あぶり出すって、どうするんですか」

　困こん惑わくするケイトに、イーノットは言った。

「宝石の買い付けをでっちあげるんだよ」

　イーノットが手にした鍵が動く。エメラルドが、きらりと輝かがやいた。







　四章　本当の宝物







「いやあ、素す晴ばらしいっ。ここまで宝石の似合う女性もいませんよ！　まさに宝石を身につけるために生まれてきたような女性だ！　その白い肌はだ！　細く長い指！　何よりその鮮あざやかな赤毛！　とっておきの宝石をつけなくては、その美び貌ぼうに失礼というものです」

「え、あ、あの」

　買い付けをでっちあげると宣言してから二日後。宝石商人ニルスは、イーノットが今回の作戦に必要だと思い連れてきた。が、ケイトを見た瞬しゆん間かんにものすごい勢いで褒ほめまくり、宝石をすすめるニルスに段々と腰こしが引けているのが分かる。

「もういいだろう、ニルス。彼女の顔を見ろ。引き攣つっている」

　丁てい寧ねいにイーノットが指し摘てきするが、ニルスはどこ吹ふく風だ。

「なぜ首はひとつしかなく、指は十本しかないんでしょう！　ケイトさんにつけてもらいたい宝石は山ほどあるのに！」

「は、はあ」

「ニルス」

　再度イーノットが呼ぶと、ようやくニルスは口を閉じて、照れたように笑った。

「すみません。美しい女性を見ると、更さらに綺き麗れいに飾かざり立てたくなるのでね」

　女性に限らず、すべての人間に対してだろうが、とイーノットとティムは心中で思った。ニルスの暴走振ぶりを考えると、しまいには、犬や猫ねこにも宝石をすすめそうで怖こわい。

　ケイトとリオは、買い付けが終わるまで、エセルヒルにイーノット達と滞たい在ざいすることになった。ケイト達の安全を考こう慮りよした結果である。大学については、運営しているのが軍であるということからイーノットの方から二人の欠席を申し出た。原則、解剖実習は欠席が認められていないが、教授側は、補習を行うという形でケイトとリオの欠席を許可してくれた。

　イーノットは、ニルスに声をかけた。

「会場の準備はできそうか？」

「もちろん。少しよう佐さから連れん絡らくを受けて、すぐにホテルの最上階を押さえましたよ。出品する宝石も運ぶよう手配しておきましたから」

　会場と、買い付けをでっちあげるために必要な宝石類の手配は、ニルスに頼たのんでいた。急な要望にもかかわらず、ニルスは完かん璧ぺきに対応してくれたようだ。

　イーノットは壁かべにもたれて腕うでを組んでいるサニーを見る。

「サニーはどうだ？」

「ばっちりですよ。昨日酒場回って散々話してきましたから」

　必要なのは、鍵を囮おとりに犯人をあぶり出すことだ。

『エメラルドの珍めずらしい装飾品が今回の注目品』なのだと、サニーは酒場で、そしてニルスとミラには宝石、服ふく飾しよく関係者などに広く伝えてもらった。

「鍵はケースの中に入れて会場の中央に置く。部下達を会場に紛まぎれ込ませて配置する。サニーとロジャー、分かってるな。怪あやしい奴やつがいないか、とにかく見張れ。退路を断たつのを忘れるなよ」

「はい」と二人が敬礼を返す。

「それで？　お姉さんと眼鏡君はどうするの？」

　胸むな元もとから飴あめを取り出しながら、ティムがそう尋たずねた。

　ティムの言葉に、ケイトとリオは揃そろって声を上げる。

「もちろん行きた……」

「君とリオは屋や敷しきで大人しくしているんだ」

　みなまで言う前に、イーノットが二人の声を遮さえぎった。

「私達も行きたいです！　邪じや魔まはしませんから」

　予想通りといえる言葉に、イーノットは断固として言った。

「君達は、遺族に遺品を渡わたすという役目を終えたはずだ。買い付けに同行する必要などない」

「でも」

「いーじゃん。連れてってあげたら？」

　食い下がるケイト達に、頰ほお杖づえをつきながらティムがのんびりと声をかけた。

「どうせ気になってしょうがないんだろうし。守りの手て薄うすになった屋敷に置いておくのも心配だよ。それにさ」

　そこでティムはちらりとケイトを意味ありげに見つめる。

「いい方法考えたんだけど。お姉さんに鍵を身につけてもらうっていうのはどう？」

「私に？」

　思いがけない言葉に、ケイトは目を見開いている。イーノットの表情が険しくなった。

「狙ねらっている側からすれば、ケースに入ってるより、警けい戒かい心しんはなくなるんじゃないかな。ましてや若い女性が身につけてるんだもの、油断するんじゃない？」

「まあ、不自然ではないと思いますよ」

　ティムの案に、ニルスが控ひかえめに頷く。

「よく、買い付けを行う時にやったりするんです。実際に宝石をつけている様を見せて、輝きはもちろん、その宝石の持つ雰ふん囲い気きといったものを感じ取ってもらうためです」

　じろり、とイーノットはティムを睨にらみつけた。

「そんなことをする必要はない」

「最後の買い付けの時だけでいいんだよ。そこが、こっちとしても犯人を捕つかまえる狙い目じゃん」

「囮に使うのは鍵だ。彼女じゃない」

「少佐だって分かってるでしょ？　この事件の背後には軍人がいる」

　ティムが言い放った言葉に、その場がしんと静まる。

　イーノットは慎しん重ちように言葉を紡つむぐ。

「確かに、その可能性はある」

　サニーが酒場で聞いてきた、広い会場を探していたという屈くつ強きような男。ピンと伸のびた背筋。聞こえない足音。そして、ケイト達を襲おそってきた男達。気配がなく、素人しろうとではない──。

　これらの証言から導き出される人物像は、軍人、または元軍人だ。軍での訓練は文字通り体に染しみ渡るまで行われる。どんなに外見や仕草を偽いつわろうとしても、一度覚えた軍人の習性はなかなか消え去らない。

「正体も分かりきってない。それでいて、相手は訓練を受けた人間だよ。囮は確かに危険を伴ともなうけど、確実性が高いでしょ。尻しつ尾ぽを摑つかみやすい」

　ティムの言葉に、それでもイーノットはやすやすとは返事ができなかった。

「私、やります！」

　険悪な雰囲気が漂ただよう中、はっきりとした声が上がった。イーノットは一いつ瞬しゆんきつく目を閉じる。

「君には聞いていない」

「大だい丈じよう夫ぶです。私できます！　私で役に立つことがあるなら、何でも言ってください」

「何言ってんだ、馬ば鹿かっ」

　リオが横からケイトの腕を摑んだ。イーノットも突つき放すように言う。

「君は何もしなくていい。危険すぎる」

「でも、少佐がいるでしょう？」

　イーノットは、じっとケイトを見つめた。

「ティムやサニー達がいるでしょう？　危険なのは分かっています。でも私が鍵かぎを持つことで、油断して手を出してくれるならこの囮には意味があります。私を使ってください」

　ケイトの首根っこを引っ張って、どこかの部屋に閉じ込めたくなった。買い付けが終わるまでそこにいろと言って、鍵をかけてしまいたい。

　馬鹿な真ま似ねはするな。危ないことはするな。人を信しん頼らいしすぎるな。彼女を前にして幾いく度どとなく思い、実際口にもしてきたそんな言葉が、ぐるぐると頭を回る。

　イーノットを信頼した瞳ひとみは、力強く輝かがやいていた。数日前までの、覇は気きのない表情がすっかり消えている。『若い女性だから警戒心を持たれない』という、ある意味彼女にとって禁句の言葉も、もう気にした様子を見せなかった。女性である自分を認めて、できることがあればやろうと思っている。

　しなやかに、またいっそう強くなったのだとイーノットは気付いた。

　だが、こんなことで気付きたくはなかった。そして──。

「──分かった」

「少佐？　あんた、どういうつもりだよ！」

　リオが声を荒あらげてイーノットを睨む。

　イーノットは軍人だった。最善の策を考えるのが、この部屋で一番位の高い自分の役目なのだ。決断しなくてはいけない。その作戦の中心にケイトがいたとしても、それは変わらないのだ。










「あらやだ、これじゃ駄だ目めよ。もっと大人っぽい感じにしなくちゃ。この生き地じの質感が悪いのね。もっと光こう沢たくのあるやつを持ってきて」

「まーあ、見事な赤毛ねえ。結ぶのがもったいない気もするけど、この綺麗な項うなじは是ぜ非ひ見せなくちゃだめね。──さあ、しゃんとして顔を上げて！」

「そうですよ。お化け粧しようしにくいですから。ほらケイトさん、笑え顔がお笑顔！　うーん、頰ほお紅べにはもっと淡あわい感じでもいけるかな……」

　ケイトは現在、着せ替かえ人形の気分を味わっていた。

　買い付けの日当日。ミラは何やらイーノット達と相談してあれこれ指示を飛ばしていた。ケイトとリオはそれを眺ながめることしかできなかったが、買い付けのパーティが開かれる二時間前に、なぜかミラに衣い装しよう部屋へと連れ込まれた。

　衣装部屋にはナンシーを含ふくめ四人の女性が待機しており、ケイトはあっという間に服を脱ぬがされて鏡の前へと立たされる。

「あ、あの。一体これ、何なんです？」

　ミラはケイトにドレスを当てながら、高らかに宣言した。

「私達が、あなたをパーティ会場で一番の美人に仕立て上げるってことよ！」

「なんでそんなに気合が入ってるんです？」

「少しよう佐さの前で、綺き麗れいになりたいって言ってたじゃない」

　かあっとケイトの顔が赤くなる。

「なっ、そ、それは」

「言ってたわよね？」

　迫はく力りよくある笑みを向けられて、ケイトは観念する。のろのろと視線を下げた。

「い、……言いましたけど」

「私は今のままのあなたも可愛かわいくて好きだけどね。今日は大人の女性に変身してもらうわ。少佐に釣つり合うようなね」

「任せなさい！　私達の腕うでと、このドレスがあればもう完かん璧ぺきだよ！」

　鏡越ごしに、ケイトの髪かみを緩ゆるく編み込んでいたナンシーが、そう言って力強く請うけ合ってくれる。

「さあ、分かったらじっとしてて！　でも、気に入らないとか、好きなデザインがあればちゃんと言うのよ？　それと、これも勉強だからね。お化粧の仕方とか、しっかり見ているように」

　ミラはそう言うと、衣装ダンスから更さらに山盛りの服を取り出してきた。







「……遅おそい」

　イーノットの横で、リオがイライラとした表情で腕を組んでいる。

「落ち着け。女性の支し度たくは時間がかかると昔から決まっている」

　たしなめられたのが気に入らなかったのか、じろりと眼鏡越しに睨まれる。

「へえ。経験談ですか？　女性には不自由しないでしょうしね」

　刺とげ々とげしい言葉も、肩かたを竦すくめてやり過ごす。

「そう見えるなら光栄だね」

「そうとしか見えませんよ。……ケイトを気に入ってるのは、毛色が違ちがって珍めずらしいからですか？」

　言いたかったのはそれかと、イーノットは心の中で苦く笑しようする。

「さあ？　君に関係あるのか？」

「ケイトは俺の友人です」

「らしいな」

「あいつは医術科の中で、女一人で頑がん張ばっています。試験だって普ふ段だんの勉強だって、いつでも一いつ生しよう懸けん命めいに取り組んでいます。悔くやしいから言わないけど、いつ抜ぬかれるかと、毎日ハラハラしてる。それでこいつには負けたくないって、俺も更に頑張れるんです」

　イーノットは目を細めた。リオの気持ちが、よく分かったからだ。それは覚えのある感情だ。イーノットもまた、前を向いて頑張るケイトの姿に励はげまされ、叱しつ咤たされていた。彼女の在り様が、周りの人間までも変えていく。

　ケイトは良くも悪くも、他人に影えい響きようを与あたえる人間なのだ。彼女の存在を無視できない。同級生達がケイトを嫌きらうのは、そういう理由もあるからかもしれない。

「ケイトは頑張ってる。そんな中で、あなたの存在は妨さまたげになっていると思います。彼女のためにならない」

　イーノットは、ケイト達が入ってくるであろう扉とびらに視線を向けたまま、苦い笑みを浮うかべた。それに気付かないまま、リオは言い募つのる。

「あなたはこれから出世していく人でしょう。どこかの将軍のご令れい嬢じようと結けつ婚こんして基き盤ばんを固め、更に上にいく人だ」

「それが私の未来だと？」

「俺は軍人一家の子供です。周りには、そうやって出世していった人が何人もいました。俺の父親もそうだったんです」

「君に指図される謂いわれはない」

　リオがぐっと体を硬こう直ちよくさせた。イーノットは目を瞬まばたかせる。優やさしく言ったつもりだったが、思ったよりも語気が強くなってしまったようだ。

「……心配しなくていい。身の程ほどはわきまえてるよ」

　リオがイーノットを見上げ、何か言いたげに口を開いた瞬しゆん間かん、ようやく扉が開いた。

　入ってきた人物を見て、隣となりに立つリオが息を吞のんだのが分かった。イーノットもまた目を見張る。

　目の前のケイトは、夜の湖面を思わせるような、深い深い青のドレスを身にまとっている。襟えり元もとは下品にならない程度にあいており、繊せん細さいなレースがあしらわれていた。腰こし元もとから足へと続くラインは、大きく膨ふくらんだものではなく、体の線を引き立たせた落ち着いたデザイン。髪はゆるく波を打って編み込まれ、これまた青い宝石が髪かみ飾かざりとして赤毛を引き立てている。

「どう？　私達の自信作！」

　ミラが胸を張り、イーノットとリオの前に、ケイトを押し出した。

「素す晴ばらしいですね」

　イーノットが答える。リオはとっさに言葉が出ないようだった。もごもごと口ごもる様を、ミラの後ろに控ひかえていた女性達がはやし立てる。

「ほら！　女性が着き飾かざってるのよ。言うことないの？」

「黙だまってちゃ分かんないのよ！」

　ますます何も言えなくなるリオの代わりに、イーノットが口火を切る。

「やあ、まるで別人だな」

「どうせ普段は子供っぽいですよ」

　唇くちびるを尖とがらせる様は、いつも通りのケイトで、なぜか少し安心してしまう。

「とても綺麗だ」

　思ったままを口にすると、耳まで真っ赤になって俯うつむかれる。

「そっ、それはどうも……」

　ケイトは、組んだ指をほどいては組む、ということを繰くり返した。それから、意を決したように顔を上げる。

「あの！」

「うん？」

「変じゃありませんか？」

「いや、だから綺麗だと……」

「少佐と並んでも！　変じゃありませんかっ？」

「そ……」

　珍しく、本当に言葉が何も出てこなかった。ケイトの指がいつの間にか、ドレスの裾すそをきつく握にぎりしめているのが目に入る。

「……変じゃない。むしろ、私が君の横に立つのがおこがましい気がするよ」

　連れ立って会場入りなどすれば、痛いほどの嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの視線を貰もらえるだろう。

「そんなことはないですけど……、うん、変じゃないなら……いいんです……」

　急に勇気が萎しぼんだように、ケイトはまた俯いた。赤毛に手を伸のばしそうになって、やめる。

　ミラを含めた女性達の視線が、先ほどから痛いほどイーノットとケイトに注がれている。キラキラと輝かがやく視線は、一体自分達に何を期待しているのだろうか。

　二人の様子を黙って見ていたリオが、ようやくケイトに声をかけた。女性達の視線がリオに集まる。

　イーノットは一歩下がってその様子を眺める。するといつの間にか、横にミラが立っていた。

「どう？　これでもケイトを、『子供だ子供だ』ってからかえるかしら？」
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「本当に彼女を子供だと思ったことはありませんよ。私より遥はるかに大人だと思う瞬間もあるし、──いや、やはり、幼すぎる一面もありますね」

「大人になるのなんてあっという間なんだから、背せ伸のびする必要なんてないと私は思うわ。でも、今回はどうしても助けてあげたくなっちゃった」

　困ったようにケイトを見つめるミラの瞳ひとみは優しい。

「彼女のため、ですか」

「そうよ。それに、ケイトはお医者様を目指してるんでしょう？　俄が然ぜん肩かた入いれしたくなるのよ。男の世界で女が働くってことが、どれだけ大変なことか私も分かっているつもりだし」

「そうですか」

「気のせいかしら。何だか嬉うれしそうに見えるけど？」

　首を傾かしげるミラに、イーノットは混じり気のない笑えみを向けた。

「あなたが、彼女を思いやってくれているのが分かるので」

「……彼女が大事にされていると、あなたが嬉しいの？」

「嬉しいですね」

　イーノットはまたケイトに目を向けた。着飾っている暇ひまなどない、と言っていたケイトの姿を思い出す。何かを我が慢まんするような悲ひ壮そうな決意が漂ただよっていたが、それが今は消えている。

　リオが何か言ったのか、視線の先ではケイトが微笑ほほえんでいた。

「世界中が彼女に優しくあればいいと思いますよ」

　それが無理なことだと分かっていても。

「まあ」

　ミラは言葉を探すように視線を彷徨さまよわせ、やがて降参とばかりに肩を竦すくめた。

「……口説く前に振ふられた気分」

「え？」

　イーノットが目を瞬かせると、「何でもないわ」と完かん璧ぺきな笑顔にごまかされてしまった。
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　ホテルの最上階から窓の外を眺ながめると、人々の営む家々の明かりがついてとても綺き麗れいだった。だがすぐに、夜景を見ている暇などなくなってしまった。

　続々と会場に人が入ってくる。一体どの人物が鍵かぎを狙ねらっているのか。そもそも流した情報を聞いてここに来てくれるのか。来る人来る人すべてが怪あやしく感じられて、ケイトは買い付けが始まる前に疑ぎ心しん暗あん鬼きでへとへとになってしまった。

　やがて出入り口の人の流れが途と絶だえ、いよいよ今日買い付けが行われる宝石が紹しよう介かいされ始めた。

　ここはニルスの一人芝しば居いのようなもので、会場の中央にて、水を得た魚のように生き生きと宝石の説明が行われる。

　その間に困ったのは、ケイトに声をかける人間がいるということだった。さすがに警けい戒かい心しんを働かせて突つっぱねてみたりしたが、最終的にはリオがすべて追い払はらってくれた。

「……お前は人を寄せ付ける磁石か……」

　げんなりとした表情のリオは、ケイトとは別にすでに疲つかれ切っている。

「ご、ごめん」

「この買い付けが終わったら、すぐにその服も髪かみも化け粧しようも取ってくれ……」

　うんざりしたと言わんばかりのその言葉に、ケイトは慌あわてた。

「そんなに変っ？　この恰かつ好こう……」

　鏡で自分の姿を見た時は、生まれて初めて悪くないんじゃないかと思えたのだが、どうやらうぬぼれだったらしい。いや、イーノットに『綺麗』と言われて浮うかれていたのだと、ケイトは気付いた。

「ばっ、そんなこと言ってないだろうっ」

　リオが慌てた様子で声を荒あらげた。それからケイトをじっと見つめて、視線を泳がせる。

「……にっ、」

「に？」

「……似合って、ない、わけじゃない！　けども！」

　おかしな言い回しをされて、理解が一いつ瞬しゆん遅おくれる。

「ええと……？」

「あーもういいから！　とにかく俺の傍そばから離はなれるなよ」

「う、うん。……あのね、リオ」

「何だよ？」

「少しよう佐さは悪くないんだからね？」

「あいつの話はするな。胸が悪くなる」

　途と端たんに声の調子が低くなり、心底嫌いやそうな顔をされてしまった。最後の最後までケイトが囮おとりになるのを反対していたリオは、あれから一言もイーノットと話していない。

「少佐も反対してたの聞いてたでしょ。やるって言ったのは私よ」

「だが、最終的に決定したのはあいつだ」

「この作戦の方がいいもの。きちんと考えた結果よ」

「俺ならお前を今すぐ屋や敷しきに閉じ込めて、買い付けに来させないね」

　自分を心配してくれるリオの言葉を嬉しく思いながら、ケイトは笑う。

「でもやっぱり、何とかして部屋から抜ぬけ出して、後を追っちゃうと思うわ」

「……確かに、お前はそういう奴やつだよな」

　はあ、と肩を落として、リオは頭を搔かいた。

「とにかく、危なくなったら逃にげるんだぞ。作戦を失敗させちゃいけないとか、そんなこと考えるな」

「分かってます。ありがと、リオ」

　その時、ひときわ大きな声で話し出したニルスの声が聞こえてきた。

「さて、皆みな様さま！　ここで今日一番の注目品をご紹介したいと思います」

　──来た。

　ケイトとリオは互たがいに頷うなずき合いながら、他ほかの客の表情に目を凝こらした。あの鍵を目にした時、表情が変わる人間がいるのか、見定めたかったのだ。

「それがこれです！　姿を見て分かるようにこれは鍵なんですね。しかもとても古い鍵です。まずそこに歴史的価値がつきます。そして何より注目したいのが、この持ち手に埋うめ込まれたエメラルドの美しさです。これもまた古い宝石に違ちがいないのですが、その美しさには年月という深みが加わって、重じゆう厚こうな気品すら漂います。保存状態も大変よく、宝石の周りを囲むように彫ほられた模様も細やかで美しい」

　会場の皆みんなが、ニルスの手に持つ鍵に注目している。「ほう」、「確かに綺麗だな」と客達がひそひそと話しているのを、ケイトはジッと見つめる。眉まゆを寄せる者、興味がないと首を振る者、興味深そうに背伸びして見る者、どの人間も怪しく見えてくる。

「……何か分かった？　リオ」

　小声で言うと、「全然」とリオが答える。会場のどこかにはイーノットもいるはずだが、彼の目には何か分かったのだろうか？　ケイトは首こうべを回めぐらすが、イーノットの姿は確かく認にんできなかった。

「是ぜ非ひ、お近くで見てください。直接触さわられたい方は、私にお申し付けくださいね」

　ニルスがそう話を結んで、宝石が置かれたケースの一番目立つ場所へ鍵を入れた。すぐさま何人かがそこへ集まる。

　ひとしきり客が宝石を見て品定めを終えると、いよいよ買い付けが始まる。基本は一対一での売り買いだが、人気の宝石は競売にかけられることになっていた。

　もちろん、買い付けの最後を飾かざるのは、鍵の競売である。人気があるないにかかわらず、売り方は競売にしようと事前に決めていたのだ。

　ケイトは一度会場から出て、控ひかえ室しつとして用意した部屋へと入る。

　ティムがやって来て、持ってきてもらった鍵を首に下げた。銀色の鎖くさりに通された鍵のエメラルドは、ニルスが磨みがいたのか輝かがやきが強くなっている。

「今日のお姉さんは本当に別人だね。そのエメラルド、似合ってるよ。全然宝石負けしてないから安心して」

　さすがに緊きん張ちようするケイトに、ティムがそう言って気持ちを引き立ててくれる。

「うん」

「守ってあげるから心配しないでいーよ。じゃなきゃ、僕が少佐に殺されちゃうもんね」

　ティムが首を捻ひねると、イーノットが歩いてきた。ケイトの目の前に立つと、真しん剣けんな表情で言う。

「いいか。万が一鍵を奪うばわれたとしても、決して追うな」

「はい」

　そこで、じっと見つめられて、ケイトは怪け訝げんな表情で問う。

「な、何ですか？」

「……いや。『やっぱり怖こわいからやめる』と言ってくるのを待っていた。無理のようだが」

　全く怖くないと言ったら噓うそだが、途と中ちゆうでやめると言い出すような人間に見えるのだろうか。

「私はそんなこと言いません」

　ケイトの言葉に、イーノットは少し逡しゆん巡じゆんした後にぽつりと零こぼした。

「時々、君をとても憎にくらしく思う時がある」

「……え」

　憎らしいと言われて、ケイトはさっと顔を曇くもらせた。

「危険な目にあってほしくないのに、君は言うことをちっとも聞かない。他人のことに、自分を危険に晒さらすのも厭いとわない。無防備すぎて、悪意を感じ取れない。こっちは不安と焦しよう燥そう感かんでいっぱいになるんだ。そういう時、とても君を憎く感じる」

「……少」

「すまない。それに今回、実行すると決めたのは私だ。──とにかく自分の身を最優先にすること。いいな」

　頷くと、イーノットはポンポンと優やさしく赤毛を叩たたいて部屋から出て行った。

　ケイトはその背中を見送り、それからティムに勢いよく振ふり返った。

「どうしよう私、少佐にものすごく迷めい惑わくがられてるの？」

　ティムはなぜかがっくりと肩かたを落とした。それから、少し怒おこった表情で言う。

「少佐のあの言葉から、そんな感想しか出てこないなんて、お姉さんはもっと情じよう緒ちよを勉強した方がいいと思うよ。あのね！　憎らしいっていうのは今回は逆の意味でしょ。そのまま受け取ってどうするの。……少佐はね、お姉さんが大事なんだって」

　ティムが、困ったように眉を下げて笑った。

「憎らしいって思うくらい、大事なんだってさ」

　──とても君を憎く感じる。

　とても。

　イーノットの声が、いつまでもケイトの耳に残った。










「さて、いよいよ最後の宝石です」

　ニルスの明朗な声が響ひびく。だが、少しばかり強こわ張ばって聞こえてきた。彼もまた緊張しているのだ。

　ケイトはゆっくりとニルスの前に立つ。鍵かぎが見えるよう胸を張った。

　──自然の笑え顔がおが出来ていますように。

　客達が、ケイトの胸むな元もとにある宝石を見ている。ケイトはその中からリオを探そうとしたが、見つからなかった。鍵を持って会場に戻もどってから、一度も顔を見ていないままだった。

「これは大変価値ある物ゆえ、競売にての売り買いになります。最初の金額は五千ニールから！」

　金額がかかった瞬しゆん間かん、何人かの客が更さらに上乗せした金額を叫さけぶ。大体、五十単位でどんどん引き上がっていった。

「六千ニール」

　その金額に、少なからず会場がどよめく。だが、声を出した本人はいたって普ふ通つうだ。ミラが堂々とした風格を纏まとい、会場にそう宣言した。

　一気に引き上がった金額に、客達は怖おじ気けづいたのか声が鈍にぶる。

「六千五百ニール」

　だがすぐに、更に大きな金額が会場に響く。声を上げたのは、初老の男性のようだった。ミラが鋭するどい瞳ひとみを向ける。

　そこからは、二人の一いつ騎き打うちだった。ミラが声を上げれば、すかさず男性が後に続く。金額はどんどん吊つり上げられ、事情を知るミラはともかく、男性は一いつ切さい迷いを感じさせなかった。ためらいもなく、とんでもない金額を口にしていく。

　今や会場は水を打ったように静かで、二人の白熱する戦いを見守っていた。ケイトは固かた唾ずを吞のんで、二人を凝ぎよう視しする。

　──何とかして鍵を競せり落とそうとしてる。この人が犯人なの？

　心臓がドクドクと鳴り出す。

「四万ニール」

　男性が宣言した金額に、ついにミラが口を閉とざした。

　ニルスが緊張した面おも持もちで確認する。

「四万ニール。他にございませんか？──では四万ニールで！」

　──競り落とした。

　わっと会場から拍はく手しゆが贈おくられる。男性は少し照れたように頭を下げて、ニルスのもとへと向かった。和なごやかな雰ふん囲い気きの中、ケイト達にはピンと緊張の糸が張りつめる。

「おめでとうございます！」

　ニルスが男性と握あく手しゆする。

「いやあ、ありがとうございます」

　柔にゆう和わな笑顔。とても悪い人には見えない。

　──どうなの？　この人が犯人なの？

　男性の視線が、ニルスからケイトに移った。ケイトは慌あわてて笑みを作る。

　──分からない。決め手に欠けるわ。

　ぐるぐると様々な考えを浮うかべながら、ケイトは男性が差し出した手を握にぎった。

　次の瞬間、首元に鎖が食い込む。目の前の男性が、ケイトの鍵を力いっぱい引っ張ったのだ。

「よこせっ！」

　先ほどの穏おだやかな表情が噓のように、声を荒あらげて鍵を握りしめる。ニルスが男性を後ろから摑つかみ、横からティムが飛びかかった。

　更にそこから、四人のがっしりとした体つきの男達が飛び込んでくる。悲鳴と怒ど号ごうが飛び交かった。

　ケイトは男性の手を思い切り引っ搔かいて、何とか鍵を死守する。だが勢いをつけすぎて、その場に尻しり餅もちをついてしまった。他ほかの客達は、驚おどろいたように目を瞬まばたかせ、暴れて抵てい抗こうしようとする男性を押さえつけているニルス達を取り囲んでいる。

　ケイトは慌てて立ち上がった。ニルス達を確認しようと、人だかりに入っていこうとする。

「すごいですね。何があったんだろう？」

　ふと背後から、男性の声がかかった。客達が野や次じ馬うまになって、ニルス達の方に視線を向けている。

　声がした方に振り向くと、五十代ほどのがっしりとした体つきの男性が立っている。豊かな黒くろ髪かみを後ろに撫なでつけ、身なりもとてもいい。片かた腕うでにコートをかけていた。

「ええ、そうですね」

　ケイトはそう言うと、またすぐ前を向いて、野次馬の中に入ろうとした。すると、背中に何かが当たって、ケイトは足を止めた。

「声を出さないでくださいね」

　ぴったりと背後に回られ、至近距きよ離りから先ほどの男の声がする。カチャリ、と音がして、円形のものを背中に突つきつけられる感かん触しよくに、ケイトはちらりと視線を向けた。ちょうど男性が片手に持っていたコートが被かぶさって、銃じゆうを周りから隠かくしている。

「…………っ」

　ケイトは声を上げそうになった。しかし、ぐいと背中に銃を押し付けられ、寸前で言葉を吞む。

「そう。いい子だ」

　男の指が、ケイトの首筋に当たった。鎖くさりを外そうとしている。だが、軍人達の視線も、客達の視線もケイトの方を向いていない。競り落とした男と乱らん闘とうになっている様に釘くぎづけになっていた。

　──違ちがう。競り落とした男が囮おとりなんだ。

　犯人達もまた、ケイト達と同じで囮を用意していた。注意を惹ひきつけている間に、本物の宝を奪うばう。

　──早く誰だれか来て！　鍵が奪われちゃうわよ！

　するりと鎖が落ちる感触がして、鍵を取られたのが分かった。

　──少しよう佐さ！




「そこまでだ」




　会場に、そんな明朗とした声が響いた。聞こえたのは、イーノットの声だ。いつの間にか男の間合いに入り込んでいる。

「その銃を捨てろ」

「……何を……」

　狼ろう狽ばいしたような声を出した男は、ケイトの背中に当てた銃にグッと力を込めた。すると、瞬しゆん時じにイーノットの鋭い声が飛ぶ。

「引き金を引いてみろ。それより先に、お前の頭に穴が開くことになる」

「な……」

　息を吞む男に、ケイトは動かせるだけ、首を捩ねじって背後を見る。

　窓に軍人が一人、銃を構えている姿が映っていた。その銃じゆう口こうは寸分の狂くるいなく、男に向かっている。

「我々が、鍵を持つ彼女から目を離はなすことなどありえない。お前が彼女の背後に回った時から、姿を隠して狙ねらいを定めていた」

　イーノットの落ち着いた声とは反対に、男はわなわなと震ふるえ出し、動どう揺ようを露あらわにする。

「銃を捨てるんだ」

　静かに、ゆっくりとイーノットが告げる。男は観念したように腕うでを下げ、銃を床ゆかに放ほうり投げた。

　ケイトはすぐさまイーノットに腕を取られ、背後に匿かくまわれる。同時に四人ほど軍人が駆かけ出してきて、男を拘こう束そくした。

「彼女と一いつ緒しよにいた友人を、別室におびき出したお前の仲間もすでに捕つかまえてある」

　ケイトはイーノットの言葉に目を見開く。だからリオの姿が見えなかったのだ。

「リオは大だい丈じよう夫ぶなんですか！」

　ケイトが声を上げると、イーノットが頷うなずく。

「怪け我がひとつない。リオにも護衛を付けていたんだ。だから、すぐに私の部下を秘ひ密みつ裡りに助けに行かせた。ただ、男達の作った計画がうまくいっているよう見せるために、リオをこの会場に戻もどらせなかっただけだ」

「そうなんですか。良かった……」

「あそこで暴れまわっている奴やつらと合わせて、ゆっくり話を聞かせてもらう」

　うなだれる男に、イーノットは鋭く言い放つ。

　男の腕を、軍服を着た男達が両りよう脇わきから拘束し、会場から外へと連れて行く。それをぼんやりと見つめながら、ケイトは自然とイーノットの広い背中に寄りかかる。温かい体温を感じて、へなへなと力が抜ぬけるのが分かった。思わず呟つぶやく。

「……怖こわかった」

　小さな声を、イーノットはしっかりと拾い上げた。

「よく頑がん張ばった。──それと、すまない。怖い思いをさせた」

　労いたわるような柔やわらかい声は、恐きよう怖ふを感じたケイトの心を、そっと包み込んでくれるようだった。少しの間だけ、とケイトは目を瞑つぶり、イーノットの背中に寄り添そう。

「……少佐」

　ケイトが呼ぶと、穏やかな金の瞳がこちらを向く。

「ん？」

「作戦……成功？」

「ああ」

　イーノットはケイトの方に向き直り、優やさしく頭を撫でてくれた。










　二日後、ケイトとリオは南部基地を訪おとずれた。特例で解かい剖ぼう実習を休ませてもらったので、補習も課せられたレポートも多く、採点も厳しかったが、ケイトとリオは二日間をかけて何とかそれらをやり遂とげた。疲つかれ切っていたが、イーノットに事件の経けい緯いを教えてもらうために、補習を終えたその足で基地へとやって来ていた。

　ケイトに銃口を向け、鍵かぎを奪おうとしたのは、ジルソン・デンプシーという考古学の重じゆう鎮ちんと言われる男だった。

「彼はオーデンと友人だったが、実は有能なオーデンを妬ねたみ、憎にくんでいたそうだ。そんなオーデンが、国で最も有名とされる幻まぼろしのダイヤモンドを見つけたと、信しん頼らいしていたジルソンに打ち明けた。オーデンの論文が正しかったと、ダイヤが発見されれば更さらに彼の名声は上がる。そして学者として行き詰づまっていた自分と差が開いてしまう。とまあ、そう思ったらしい」

「妬み……」

「ああ。実に人間らしい動機だろう？　ジルソンは公開発はつ掘くつの前日、オーデンから聞いた寺院からダイヤの入った箱を掘ほり出し、隠したそうだ。鍵だけはオーデンが肌はだ身み離はなさず持っていたらしく、手に入れられなかったようだがね。そうして次の日、何食わぬ顔で公開発掘に立ち会い、無様に失敗する様を見た。彼を学会から追放することに成功したんだ」

「そんな小細工するより、自分がもっと努力すればいいだけのことだろ」

　むっつりとリオがそう呟く。努力の人であるリオからすれば、不快すぎる話なのだろう。

「その通り。だが、そこまで強くない人間もいる。自分を磨みがくより、他人を貶おとしめて優位をしめそうとする人間がいるんだ」

　悲しいことだがね、とイーノットは目を伏ふせる。

「そうしてダイヤを得たジルソンだったが、箱を開ける鍵はオーデンが持っている。そしてそれを持ったまま、彼は姿を消してしまったんだ。したがってジルソンは、オーデンを探し出さなければならなくなった。そこで彼は、元軍人を雇やとったんだ」

「元軍人……」

「ああ。十年前の大戦で負傷をし、退たい役えきした者。怪我だけではない、心に傷を負った軍人も多かった。軍という階級社会に嫌いや気けがさした人間もいた。そうやって軍を辞やめた者の中には、残念ながら悪事に手を染める人間もいるんだ。そういうならず者を、ジルソンは雇った」

　訓練を積んで武器の扱あつかいにも慣れた元軍人には、確かに需じゆ要ようがあるのかもしれなかった。

「人を使い、一度はオーデンを追い詰つめたのだろう。だからこそオーデンは危機感を持っていて、死期の近づいてきた自分の体に鍵を隠したんだ」

　そしてオーデンは解剖の献けん体たいとなることを希望し、鍵はケイト達の手に渡わたった。

「それで、ジルソンが盗ぬすんだダイヤはあったんですか？」

　リオの質問に、イーノットは笑えみを浮うかべて頷く。

「もちろん。すぐさま王家に伝えたよ。ダイヤは元々王家の宝だからね。オーデンの名めい誉よを回復すると、国王は仰おつしやったそうだ」

　ケイトは顔を輝かがやかせた。

「良かった！　ミレイさんも喜んだでしょう」

「ああ。君達によろしくと言っていた。残念ながらあの鍵は王家に渡ったが、君達が届けたオーデンの遺品は彼女のものだ。父親を思い出すものは、きちんと彼女に残ったんだよ」

　ケイトは頷く。事務局で、あのカバンを見つけて良かった。手紙を見つけて良かった。諦あきらめていたら、もしかして捨てられていたかもしれないのだ。

「とにかく、事件は解決した。君達も協力してくれて感謝している。もう大学には行っているんだな？」

「ええ。昨日から行ってます」

「頑張りなさい」

「はい！　もちろんです」

　リオが心配そうに見ているのが分かったが、ケイトは迷うことなく、しっかりと返事をすることができた。










「あーっ！　お姉さん達帰っちゃったのっ？　何で引き止めててくれないのさ」

　執しつ務む室に入ってくるなり、ティムが不満げな声を上げた。そのままソファに飛び込む。

「彼女だって暇ひまじゃないんだ。家に帰って勉強すると言っていた」

「つまんない。お姉さんに会えると思ってここまで頑張って帰ってきたのに」

「駄だ々だをこねる前にすることがあるのでは？　少しよう尉い」

　イーノットが声を改めると、さすがにティムも起き上がり、敬礼を見せる。

「ティム・ウォーレストン少尉、西部よりただ今帰き還かんいたしました！」

　それから、にやりと口元を歪ゆがめる。

「ニルスが鑑かん定ていしたとおり、西部の山奥を捜そう索さくしたら、無許可のダイヤモンドの採さい掘くつ場が発見されたよ。しかも掘ってたのは革命派の皆みな様さま。彼らはそれを宝石商人に売って、武器の資金源にしてたらしい」

「その商人は？」

「大丈夫。ばっちり捕つかまえましたとも。裏ルートも色々自供してるみたいだから、近々大きな革命派が一つ潰つぶれると思うよ」

　イーノットは、ゆっくりと背もたれに体重を預けた。

「……そうか」

「お疲れみたいだね。なあに、その書類の山。大たい尉いの機き嫌げんを損そこねたわけじゃないよね」

「大尉は大体毎日機嫌が悪いだろう？」

「あははは。今の言葉は内ない緒しよにしてあげる。これ以上書類を増やされて、少しよう佐さを過労死させたくないもんね」

「どうせいつか強ゆ請するネタにでもしようと考えているんだろう」

　ティムは無む邪じや気きな笑みでその問いを黙もく殺さつする。

「少尉。今度もう一度時間を作ってエセルヒルに行く。付き合え」

「え？　まだ仕事が残ってたの？」

「いや、私用だ」

　ティムはパチリと瞳ひとみを瞬まばたかせた。
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「おはようございます！　今日もよろしくお願いします」

　ケイトは実習室の前で、ランド教授に挨あい拶さつした。

「あ。ああ、おはよう」

「道具の準備できてますから！」

　とにかく事前に用意できることはすべてやり終えていた。

　実習が始まると、ランド教授に呼ばれない限りは解剖の観察に徹てつする。嫌いやそうな顔をされても気にしない。今自分にできることを、精せい一いつ杯ぱいやるのだ。一分一秒無む駄だにできないと思った。

　ケイトが観察していた班では、ランド教授の質問が行われていた。

「さあ、前ぜん腕わんの全面にあるこの筋肉の名前は何と言いましたか？」

「ええと……」

　指名された学生が言葉に詰まった。ノーマンという学生で、緑の瞳が焦あせったようにきょときょとと動き回った。

　すぐに答えられないことにランド教授は厳しい表情を見せた。

「次までに勉強してきなさい」

「すみません……」

　うなだれるノーマンに、ケイトはノートを見せた。

「あのね、さっきのは『橈とう側そく手しゆ根こん屈くつ筋きん』よ。ほら、全体的に見ると、ここの部分」

　ノーマンはケイトのノートを凝ぎよう視ししたまま、何も言わない。ケイトははっとする。

「ご、ごめんね。差し出がましいことしたかもしれないけど……。筋肉の名前ってややこしいから大変だし。私も覚えるの苦労したから……」

「……これ、全部自分で書いたのか？」

「え？　ああ、うん。そうよ」

　ノーマンは、観察ノートをぐいとケイトに押しやった。

「それ」

「え？」

「……ランド教授に見せたほうがいい」

「え。う、うん。そのつもりよ」

「……なら、いい」

　ぶっきらぼうにノーマンが言い、ふいとケイトに背を向けた。

　実習を終え、ケイトはすぐさまランド教授の研究室へと向かった。ごくりと唾つばを飲み込んで、切り出した。

「ランド教授。これを見て欲しいんです」

　ケイトはランド教授の前に、十冊のノートを置いた。それはケイトが解かい剖ぼう実習で見た解剖のスケッチや、臓器や筋肉の名めい称しよう、働きが書かれている。そして解剖の道具、どうすればもっと効率よく実習が進むのか、補助や掃そう除じ、雑用を手伝って感じた、見落としている点、改善できる点。とにかく実習を通して観察して考えたすべてが書かれていた。

「お願いします。私は真しん剣けんな気持ちで実習に取り組んでいますし、医師になりたいと思っています。未熟だとお考えであれば、その不安を払ふつ拭しよくできるよう頑がん張ばります。どんな努力も惜おしみません！　ですからどうか、一度だけ私を信しん頼らいしてください。機会を与あたえてください。ケイト・エドモンドという一学生として、実習に参加させてください。お願いします！」

　ケイトは頭を下げた。今自分にできるすべてを差し出して、願う。

　ノートをぱらりと捲めくる音だけが、研究室に響ひびく。ケイトは頭を下げたまま、その時を待つ。

　やがて、ふうっとランド教授が息を吐はいた。

「頭を上げてください、ケイト」

「……はい」

「私からも、あなたに見せたいものがあります」

　どうぞ、とランド教授が差し出したのは、一通の手紙だった。

　差出人は──ミレイ・ウィッツ。

「こ、これ……」

「鍵かぎが見つかったオーデン氏のご遺族だそうですね。その手紙には、オーデン氏の解剖をあなたに任せたいと書かれてあります」

「え……」

「あなたなら、父親の体をきちんと扱あつかって、医師に必要な知識と技術に役立ててくれると、そう書かれていました」

　ケイトは、震ふるえる手で手紙を受け取る。

「現在、オーデン氏のご遺体は、胃の観察までで解剖を中断しているのは知っていますね？」

「は、はい」

　事件性も否定できなかったため、ランド教授はリオ達の班の遺体を別の人物に換えさせていたのだった。

「明日から、彼のご遺体の解剖を行いなさい」

　ケイトはバッと顔を上げた。ランド教授の横顔を凝視する。

「ほ、本当ですか……？」

　ランド教授がゆっくりと、ケイトに向き合った。ぎこちない笑えみがのっている。

「……素す晴ばらしいノートです。あなたはあそこにいる誰だれよりもご遺体を観察し、学んでいたのですね。そして誰よりも、実習を客観的に見ていた人物でもある。今度はその手で、実際に解剖を学んでください」

「は、はい！　ありがとうございます！」

　ケイトは何度も頭を下げ、ランド教授の研究室から出た。

　廊ろう下かでは、リオが心配そうにケイトを待っていた。ケイトは嬉うれしさのままに、リオの胸に飛び込む。

「うわっ、ちょ、ケイトっ？」

「リオ！　私、実習に参加してもいいって！」

「え！　本当か、それっ」
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「うん！　リオがスケッチを教えてくれたおかげよ。ありがとう！」

　リオの顔がようやく綻ほころぶ。

「良かったじゃないか！　でも、俺に礼なんていいから。お前が自分で頑張ったんだ。よし、明日から遅おくれた分を、俺も手伝ってやるよ」

「え、でもいいの？　リオも実習を終えるのが遅れちゃうわよ？」

　そこでケイトは、リオにペチンと額を叩たたかれた。

「遠えん慮りよするな。それに多少遅れたからと言って、この俺に何の影えい響きようもない」

　ケイトは笑った。そうして、優やさしい友人にもう一度感謝の気持ちを伝えた。







　翌日の実習で、ランド教授の指示により、ケイトのスケッチは学生の皆みんなに回された。ジッとノートを見つめる者、眉まゆ根ねを寄せる者、隣となりの人間とひそひそ話す者。反応はそれぞれだった。

「さて。今日からケイト・エドモンドは実習に入るわけですが、一人で解剖させるわけにはいきません。残り三人、誰か手伝ってやってくれないでしょうか？」

　リオがすっと手を上げてくれる。そこまでは予想どおりだった。

　だが、次に見た光景は、信じられないものだった。パラパラと、他ほかの学生からも手が上がったのだ。

　すべての学生ではないものの、ちょっとだけばつが悪そうな顔をしながら、手を上げてくれている。ケイトが昨日ノートを見せた、ノーマンの手も上がっていた。

　手を上げているリオも、同じくきょろきょろと辺りを見回し、信じられないようだった。

「僕、手伝ってもいいです」

「俺も……いいですよ」

　おずおずとそんな声がかかって、ケイトは驚おどろきに目を見張る。ランド教授がリオと残り二人を選び出すと、さっそく解剖が始まった。

　ケイトの班には、気き恥はずかしいような、どことなく気まずい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。誰が話し始めればいいのか、出方を窺うかがうように視線が交かわされる。

　ケイトは、手を上げてくれた学生二人に頭を下げる。一人はあのノーマンだ。

「あの、ありがとう……。手伝ってくれて。私、頑張るから」

　そう言うと、ノーマンが口を開いた。

「道具用意してくれたり、掃除してくれたりしてただろう？　それなのに、合間にはちゃんとあんな観察や勉強をしてた」

　ケイトは頭を上げた。

「実際に解剖してる俺より、ずっとよく勉強してあって、……自分が恥はずかしくなった」

　ケイトを見つめる瞳ひとみに、蔑さげすむような冷たさはもうない。

　──私を同じ学生として、見てくれてるんだ。

「俺達も協力するから、さっさと遅れを取り戻もどそう」

　ここが実習室でなければ、泣いていたかもしれない。

「うん」

　トン、と肩かたがぶつかって、リオが笑いかけた。

「良かったな」

「うん……！」

　もうそれ以上、言葉にならなかった。










「おやおやおや！　少しよう佐さに少しよう尉いじゃありませんか！」

　相変わらず本と宝石に囲まれて生活しているニルスが、部屋の奥からひょこっと顔を出した。

「やあ。この前は色々と世話になったな」

「礼には及およびませんよ！　『冬のダイヤモンド』を見るという僥ぎよう倖こうを得られましたから。むしろこちらが感謝したいくらいです！」

　そこでちらりとイーノットを見つめる。

「ですがまあ、どうしてもお礼がしたいと言うのであれば、断る理由はございませんよ。ちなみに商人の幸せとはすなわち、自分の目で集めてきた宝石を買っていただくことですね。ま、参考までに言ってみました」

　いたずらっぽく笑うニルスの目が糸のように細くなっている。愛あい嬌きようのある顔で、どうしても憎にくめない。

「君は本当に商人の鑑かがみだな」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

「君に言われずとも、今日は宝石を買いに来たんだよ」

　細かった瞳が、限界まで見開かれる。

「おお！　それは素晴らしいっ！　どんな宝石をお求めで？」

「いいの少佐？　この勢いじゃ、身ぐるみぜーんぶ剝はがされちゃうんじゃない？」

　ティムがのんびり声をかける。

「求めるのは一つだけだ。赤い宝石が欲しい」

　ニルスは動きを止め、白い歯をこぼした。

「ええ。誰に渡わたすのかなど、皆みなまで言わずとも分かります。お任せください！　フェディテの女め神がみのように、美しい赤い宝石をご用意いたしましょう」

　イーノットの言葉を聞いた途と端たん、ティムも面おも白しろそうに笑う。

「ふーん。私用ってそういうこと？　何？　色々すっとばして、結けつ婚こん指輪でも買うつもり？」

「何言ってるんだ？　違ちがうよ。今度、いつ会えるか分からないだろう？」

　ティムは何かに思い当たったように「なるほどね」と頷うなずいた。

「確かに、宝石とか形に残るもの贈おくっとかないと、お姉さんに忘れられちゃうかもしれないもんね」

　ニルスはすぐに棚たなを漁あさり、イーノットの前に次々と赤い宝石を並べていく。

　様々な種類の石があり、赤色と一言でいっても色合いは少しずつ違う。家中の宝石を見せてもらったが、なかなかイーノットのピンとくるものがなかった。

　その時、視界の先に、ゴロゴロとした手のひら大の茶色い石が見えて、何気なく手に取った。

　道みち端ばたに落ちていそうな石だったが、向きをかえた途端、イーノットは目を見開く。

「この石は何だ？」

　棚を見ていたニルスが首を捻ひねって、イーノットの手に乗せられた石を見る。

「ああ。それはルビーの原石です。研けん磨まする前の、採さい掘くつしてきたばかりのものなんです」

　茶色の石の間に挟はさまるようにして、赤い結けつ晶しようのようなものが入っている。研磨したものと違い、キラキラと輝かがやくわけではないが、素そ朴ぼくな美しさに満ちている。そして磨みがけば必ず美しく輝く予感が漂っていた。

「これを売ってくれ」

　思ってもみない言葉だったのか、ニルスは困こん惑わくした表情で言う。

「で、ですが、これはまだ磨かれていませんし。研磨して形の綺き麗れいな石は他にいっぱいありますよ？」

「これがいいんだ」

　イーノットが言い募つのると、ニルスは溜ため息いきを吐ついた。やれやれと肩を竦すくめる。

「仕方ありませんねぇ。それは本来売り物ではないのですが、少佐の願いですし、よろしいでしょう。ですが高いですよ。その茶色い石の部分を取り除けば、かなり大きなルビーになることは間ま違ちがいないんですから」

「かまわない」

　イーノットは原石を見つめる。

「これこそ、相応ふさわしいと思う」










　一週間後、ケイトのもとに小さな小包が届いた。

　差出人はイーノット・レイズと書かれており、ケイトは驚いて小包を落としそうになってしまった。

　小さな箱に入っていたのは、茶色い石。

「？　何これ」

　取り出してみると、石の中に赤い石が埋うめ込まれるように入っているのが見える。

「あ。綺麗……」

　派手さはないが、優やさしい色合いの赤だった。

　それから同どう封ふうされていた手紙に目を通す。




『元気にしているか？

　いつも君が手紙を送ってくれるので、今回は私が書いてみることにした。

　大学はどうだ？　君のことだから、頑がん張ばっているに違いないと思う。私も、毎日忙いそがしい日々を過ごしている。だが、君に言われた通り、極力睡すい眠みんはとるようにしているよ。

　夜眠ねむる前、君に話してもらった星の物語を思い出す。そうすると、穏おだやかに眠れる気がするんだ。素す敵てきな話をありがとう。

　君に贈ったその石は、宝石になる前の原石といわれるものだ。そこから赤い石だけが取り出され、研磨されて宝石になる。

　まるで君のようだと思わないか。君は今、様々な人と出会い、学んで磨かれている最中だと思う。自分では分からないかもしれないし、変わっていないと焦あせる日もあるかもしれないが、君はきっと、将来輝くようになる。その原石と同じだ。

　離はなれていても、君を応おう援えんしている。辛つらい時や悲しい時、この石が君の励はげみになればいい。

　君が、君らしい医師になれる日を楽しみにしている』




「原石……」

　ケイトは手紙を胸に押し当てながら、もう一度石を見つめた。優し気な赤が、輝くような宝石になる様を思い浮うかべる。

　──なれるだろうか、私も。宝石みたいに輝くようになるかな。

　その思いに応こたえるように、赤い石が一いつ瞬しゆんだけきらめいた気がした。

　イーノットの思いが込められた原石を、飽あくことなく眺ながめ続ける。

　──少佐。

「……また、会えるよね？」










　冷たい風が吹ふき荒すさぶ冬を終えて、ウィングヒルに春がやってくる。

　希望を胸に、新入生がウェスハバート王立大学の門をくぐる頃ころ、ケイトとリオは二年生へと進級した。

「こんなに買わなくちゃいけないのね……」

　ケイトは大学の廊ろう下かを歩きながら、書しよ籍せきリストに目を通す。そこには、二年生で必要となる教材が書かれていた。

「まあ、覚えることはまだまだ山のようにあるってことだな」

　隣となりを歩くリオが、気負う様子も見せずにのんびりと言う。

　必要な医術書は一年生とは比べ物にならないほど増えていた。ケイト達の通う王立大学では、一年間基き礎そ医学を履り修しゆうした後、次は二年間をかけて臨りん床しよう医学を学ぶことになっていた。

　臨床医学とは、実際に患かん者じやを診しん察さつするために必要とされる病気の徴ちよう候こう、その原因や症しよう状じよう、そしてそれらの診しん断だん、治ち療りよう方法を学ぶ科目で、医師を目指すためのより実じつ践せん的な学問である。この講義の先に、本格的な病院実習が待ち受けている。

「なんだ？　怖おじ気けづいたのか？」

　ちらりとリオがケイトを見つめる。ケイトは、「まさか」と一いつ蹴しゆうした。

「お医者様になる道に、また一歩近づいていくんだもの。嬉うれしいし、ワクワクする！」

　リストを胸に当てて、ケイトは笑えみを浮かべた。リオが珍めずらしく、ケイトの笑顔につられたのか、頰ほおを緩ゆるめた。

「よーし、じゃあ俺が直々に、基礎医学の復習に付き合ってやろう」

「だから何でそんなに偉えらそうなの？　でもその提案には賛成。行きましょう！」

　ふとケイトの脳のう裏りに、勉強机に置かれた原石が思い浮かぶ。自分が家にいて一番過ごす時間の多い場所、そして目にしやすい場所がいいと、ケイトはイーノットからもらった原石を勉強机に飾かざっていた。

　冬に南部基地で話して以来、イーノットとは会っていなかった。金の瞳ひとみを思い出すたびに、寂さびしさにチクリと胸を刺さされる。そんな時は決まって、原石を眺めるようになっていた。

　ケイトの夢を応援してくれるイーノットの、思いの詰つまった贈り物だ。

　──少しよう佐さが言ってくれたように、ちゃんと輝けるようにならなくちゃ。

　自分を磨き続けて、イーノットと並んだ時に、恥はずかしくない人間でありたい。

　ケイトは顔を上げて、前を見み据すえる。

　リオと二人、競きそうように図書館へと向かって行った。

　ケイトはまだ知らない。イーノットとの次なる再会が、胸を引き裂かれるような痛みを伴うことを。







　あとがき







　こんにちは。文野あかねです。

『女神と棺の手帳』三巻目をお届けいたします。二巻ではリオというキャラクターを登場させましたが、今回も新しいキャラクターが出てきております。ケイトのファッションチェックを行ったり、リオを誘ゆう惑わくしたり（？）と色々しておりますので、どうぞ本編をご覧ください。あ、宝石命の商人も出てきます。彼が語る長ったらしい台詞せりふは、是ぜ非ひ息いき継つぎなしで声に出して読んでみてください。臨場感が出るのではないかと思います。

　新しいキャラクターだけでなく、今回は南部基地の面々も、少しですが個々に活かつ躍やくの場があります。今まで、あまり書けなかったロジャーをたくさん動かせたのは楽しかったです。

　さて、二巻で出てきたリオですが、担当様はどうやらイーノットより、リオの味方ではないかと感じました。イーノットにはちょっと厳しいようです。リオがイーノットと会話する場面を読んだ時は、「もっとガツンと言ってやれ、リオ！」と思ったそうで、思わず笑ってしまいました。

　そんなリオは今回もケイトと一いつ緒しよに色々動くことになり、「イーノット、もうちょっと頑がん張ばれ！」となぜか作者の私がハラハラしております。高星先生の描えがかれる素す晴ばらしいイーノット像に見合うよう、凜り々りしく書かねばなと思います。

　このように私の身を引き締しめつつ、美び麗れいな絵にうっとりさせてくれる高星麻子先生。いつも本当にありがとうございます。三巻目もどんな素晴らしいケイト達に出会えるのか、今から本当に楽しみです！

　担当様。いつも分かりやすく問題点を指し摘てきしていただき、本当に感謝しております。更さらに、高星先生の絵や、皆みな様さまから頂いたご感想を一緒になって喜び合ってくれる担当様。喜びが更に倍増されます。これからも、どうぞよろしくお願いいたします！

　応おう援えんしてくれる家族の皆様。じっくり話を聞いてくれ、叱しつ咤た激げき励れいしつつ見守ってくれたことに感謝します。ありがとう。

　アンケートにお答えくださった皆様、お手紙をくださった皆様。私は今まで、ずっと一人でお話を考えて、書いて、自分で読んで、それで終わりでした。そんな自分が、皆様からご意見ご感想を頂けるという今は、本当に幸せだと思っております。たった一言でもかまいません。もしもご感想などあれば、お聞かせ願えたらなあと、そう思っています。送ってくださった皆様、本当にありがとうございます。

　そして今、この本を読んでくださっている皆様。皆様のおかげで、三巻目をお届けすることができ、ケイトも一歩ずつ夢に向かって歩いていけます。ケイトとイーノットの仲も、ちょっと近くなったような、そうでもないような……。皆様はどう感じられたでしょう？　少しでも皆様の心に残れば嬉うれしいです。

　ケイトは夢を叶かなえるため、悩なやみながらも進んでいます。私もケイトに負けないよう、少しずつでも前進できるよう、頑張りたいと思います。

　では、またお会いできることを祈いのって。





文野　あかね　　
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